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強引な政略結婚が甘い理由～御曹司は年下妻が愛おしすぎて手放せない～










結婚式




　蕾つぼみだった桜の花がいつになくのんびりと咲き始め、ようやく満開を迎えた四月の上旬。ステンドグラスの優しい光に包まれたチャペルには、パイプオルガンの幻想的な音色が響き渡っている。

　保ほ科しな明めい……ではなくて、今日から姿し月づき明、二十四歳。私は今この場所で結婚式を挙げている。けれど……。

「病める時も、健やかなる時も――」

　牧師さんの言葉を聞きながら思う。もしかしてこの結婚は、私にとって都合のいい夢か、もしくは壮大なドッキリなのかもしれない。

　そう疑ってしまうほど、私は今日のこの日を信じることができない。

「はい。誓います」

　隣から聞こえた爽やかな低音ボイスに、胸がドキッと高鳴った。気づかれないようにさりげなく視線を流すと、そこには真っ白なタキシードを華麗に着こなす幼おさな馴な染じみがいる。

　姿月真ま夜や、三十一歳。

　さらさらな栗色の髪に、くっきりとした目鼻立ち、そして透き通るように滑らかな肌。海外でも活躍していた元モデルの母親を持つ真夜は、とても整った顔立ちをしている。加えて身長は百八十八センチと高く、手足がすらりと長い。

　今も、真っ白なタキシードの左胸に一輪の真っ赤なバラの花を上品に飾っているその姿は、まるで物語の世界から飛び出してきた王子様のようだ。

　……この人は、ムカつくくらいにカッコいい。

　そんなイケメン幼馴染に見惚れていたせいで、私は牧師さんの言葉を聞き流してしまった。

「――誓いますか？」

　誓いの言葉の返事を再度問いかけられ、ハッと我に返る。

「は、はい。誓いましゅ」

　慌てて返事をしたら噛かんでしまった。参列席からクスッと笑いが起きて、途端に恥ずかしさで顔が熱くなる。目の前の牧師さんも苦笑いをしているし、隣の真夜からは呆あきれたような視線を向けられた。

　そのまま式は指輪の交換へと移り、真夜から私へ、私から真夜へと順番に左手の薬指に指輪をはめた。

「では、誓いのキスを」

　牧師さんの合図に合わせて、真夜の長くしなやかな指が、私の顔を覆うベールをそっと持ち上げる。目が合い軽く微笑まれると、胸の鼓動がいっそう早まる。

　ドキドキと高鳴る鼓動に追い打ちをかけるように、真夜の手が私の肩に乗り、反射的にビクッと肩が跳ねてしまった。

　一方、目の前の真夜はとても冷静だ。私の肩を軽く引き寄せると、背の低い私に合わせて高い背を屈ませる。少し傾けた顔がゆっくりと近づいてきて、私はキュッと目を閉じた。

『明ね、真夜が好きだよ。だから、真夜のお嫁さんになりたい』

　そういえば、人生で初めての告白をしたあの日も、季節は春で、今日のように桜が咲いていた。

　あの時フラれてしまった相手と、こうして結婚式を挙げているんだから、人生は何が起こるかわからない。

　今となっては懐かしい子供の頃の記憶を思い出した瞬間、私の唇くちびるにそっと優しく真夜の唇が重なった……。










結婚生活




　ピピピピ……という電子音で目が覚める。

　カーテンの隙間からこぼれる眩しい光に目を細めつつ、ヘッドボードに置いてある目覚まし時計へと手を伸ばした。瞬間、左手の薬指のプラチナリングがキラッと光る。

「……私、結婚したんだ」

　結婚式からすでに一ヵ月が経とうとしている。それなのに、こうした起きがけのぼんやりとした瞬間は、いまだにあの日を夢だと勘違いしてしまう。

　でも、左手のプラチナリングがその証あかしで。

「これ、いくらしたんだろう」

　仰向けに寝転んだ体勢のまま左手を持ち上げ、どの角度から見てもキラキラと輝くリングを見つめる。

　全周に隙間なく同じサイズのダイヤモンドが並んでいるこの結婚指輪は、ハリウッド女優も身につけていると有名なアメリカのラグジュアリーブランド。

　真夜は、わざわざアメリカまで行って購入してきてくれたらしい。きっと値段もすごく高いと思う。

　こんなに高額なものをもらってしまった事実に、最初は戸惑った。もしも落としてなくしたり、汚したり、傷つけたりしたらどうしよう……。

　そう考えたら怖くなって、結婚式の翌日に指輪を外してボックスヘと収めた。ところが、それに気がついた真夜に左手をつかまれて、強引に指輪を薬指へと戻されてしまった。

『結婚したんだから、指輪は常につけていること』

　そんな約束をさせられてしまい、それ以来、私は指輪を外せなくなった。

「……そろそろ起きないと」

　のんびりと考えている場合じゃない。今日は平日で仕事がある。早く起きて、朝食の支度をしないといけない。

　私は、ベッドから起き上がると、素早く着替えを済すませて自分の部屋を出た。向かいの部屋ではまだ真夜が眠っているはず。起こさないよう、廊下の突き当たりにあるリビングダイニングへと、ゆっくり向かう。

　広さ二十四畳の広々とした空間には、たっぷりと光が差し込む大きな窓ガラスがあり、隣接する公園を一望できる。

　その公園には、子供たちが遊べる遊具広場や芝生広場をはじめ、噴水池やドッグランなどもあり、園内にはたくさんの木や花が植えられている。そんな緑豊かな公園のすぐそばにある地上四階建ての高級低層マンション。その最上階の４ＬＤＫの部屋が、私と真夜の新居だ。

　周辺にはレストランやカフェが多く立ち並び、そのほかにもパン屋に花屋、手作りの小物屋にレトロな写真館などがある。そこから少し歩くと、大きな商店街や地域のコミュニティーセンター、図書館などが立ち並ぶエリアへと続いている。

　ここに越してきて一ヵ月。私はこの街の、のんびりとした穏やかな雰囲気をとても気に入っている。

　このマンションは、真夜が以前住んでいた都内一等地にそびえ立つ超高級タワーマンションの部屋を売って、私との新居にと新しく購入してくれたらしい。

　わざわざアメリカまで買いに行ってくれた結婚指輪もそうだけど、親に決められた結婚相手のはずの私のために、そこまでしてくれなくてもよかったのに……と、申し訳ない気持ちになってしまう。

「そろそろ真夜、起こさないと」

　キッチンで朝食の準備を済ませ、私は真夜の部屋へと向かった。毎朝、寝起きの悪い彼を起こすのが、結婚以来の私の日課になっている。

「真夜。おはよー」

　頭まですっぽりと布団を被り、すやすやと寝息をたてている真夜の肩を揺する。だけど布団の中で微かに寝返りを打つだけで、起きる気配が全くない。

　それからも何度か肩を揺するものの、反応がない。このままだと、今朝も長期戦になってしまう。こうなったら最終手段だ。

　私は気合いを入れ、布団を剥はがそうと手を伸ばした。

「こらっ、起きろ！」

　そのまま勢いよくめくろうとした瞬間、中から出てきた真夜の手に手首をつかまれて、あっという間に布団の中へ引っ張り込まれた。そのまま、ギュッと身体を抱きしめられる。

「ま、真夜!?」

　目の前には、ほどよく筋肉のついた胸板が……って、どうして上半身裸なの!?

　もしかして、昨夜シャワーを浴びてすぐにベッドに入って、そのまま寝てしまったのかもしれない。真夜は、いつもシャワーを浴びたあと、しばらく上半身は何も身につけずにリビングをうろうろしているから。

　男の人の裸を見慣れていない私には刺激が強くて、目のやり場に困るからやめてほしい。そう何度もお願いしているのに、どうやら真夜にとってはそれが習慣になっているらしく、なかなか直してもらえない。

　相手は、子供の頃から知っている幼馴染だけど、細身なわりにほどよく筋肉のついた上半身を見るたびに、いつもドキッとしてしまう。そんな風に、普段は直視できないほど恥ずかしいのに……。

　今は布団の中で、上半身裸の真夜の腕の中にすっぽりと収められてしまっている。彼のほんのりとした体温を感じて、緊張からか身体が固まってしまった。

　どうやら真夜は、寝ぼけて私を布団の中へ引きずり込んだらしい。

「真夜、放してよ」

　密着している身体をはがそうと、抵抗を試みる。ところが、私を抱きしめる真夜の腕は思ったよりも強くて、なかなか放してくれない。かといって、私も仕事があるから、真夜が起きるまでずっとこのままというわけにもいかない。なんとかして、この拘束から抜け出さないと。

　……でも、次第に緊張が解けてくると、この体勢を心地よく感じてしまう。

　真夜にすっぽりと抱きしめられて、彼の体温を感じて。……すん、と鼻をすすれば、真夜が普段からつけている香水の香りがして。

　少し視線を上げれば、無防備な寝顔がすぐ目の前にある。男性なのに長い睫まつ毛げも、形のいい唇も。目を閉じていてもやっぱりカッコいいその寝顔を、ぼんやりと眺める。

　そういえば、私たちは普段から寝室が別々なので、こうして真夜の寝顔をじっくりと見る機会はあまりない。毎朝、起こしに来てはいるものの、いつも布団をすっぽりと被って寝ている真夜を起こすのに必死で、寝顔なんて意識しなかった。

　真夜の貴重な寝顔をしばらく眺めていたら、このマンションで同居が始まった日の夜をふと思い出した。

　あの晩、私はこっそりと緊張していた。

　結婚して夫婦になったのだから、やっぱりそういうことをするのかもしれないと、ひとりで勝手にドキドキしていたから。

　でも、真夜の態度は特に変わらず、『おやすみ～』と自室へ消えていき、私には一切、手を出さなかった。

　そういう行為を、期待していたわけじゃない。でも、あまりにも真夜があっさり寝てしまったので、ひとり緊張していた自分がバカらしくなった。それと同時に、落ち込んだ。

　結婚して夫婦になったものの、私と真夜の場合は、親に決められた政略結婚。真夜にとっての私は年下の幼馴染で、女性として意識されていない。そんな事実を改めて突きつけられたようで、少しだけ傷ついた。

　あれから一ヵ月。やっぱり真夜は私に触れようとはしてこない。とはいえ、いざ触れられたら、今さっき布団の中に引きずり込まれた時のように、ガチガチに固まってしまうのだろうけれど……。

　しばらく悶もん々もんと考えていると、突然、眠っているはずの真夜の口がムニャムニャと動いた。そして、掠かすれた声でボソッと呟つぶやく。

「――ユア」

　……誰？

　不意に飛び出てきた知らない女性の名前に、つい表情が険しくなってしまった。もしかして、真夜は私を誰かと間違えて抱きしめているのかもしれない。例えば、以前付き合っていた女性とか……。

　そう思った瞬間、なんだかムッと嫌な気分になった。

「おーい。真夜、起きろー」

　なんとか手だけ抜いて、頬ほおをぺちぺちと叩いて軽い刺激を与えてみる。すると、ようやく真夜が目を覚ました。ぼんやりとした瞳で腕の中の私を見つけると、残念そうに呟く。

「なんだ明か」

「明でごめんね」

　私は強い口調で言い返した。やっぱり、真夜は私を誰かと間違えて抱きしめていたらしい。

　真夜の腕の拘束が少しだけ緩まったおかげで、さっきはびくともしなかった胸を両手で押すと身体はすぐに離れた。引きずり込まれたベッドから抜け出し、サッと立ち上がる。

「そろそろ起きて、朝ご飯食べよう」

「ん～。今日は何？」

　まだ眠たい目をこすりながら、真夜が起き上がる。

「納豆ご飯だよ」入院〟という言葉にはつい敏感になってしまう。心がざわついて落ち着かな「えー、俺、フレンチトーストがいいんだけど」

「却下」

　和食料理屋を営む私の実家である保科家の食事は、和食料理が中心だった。朝食は必ずお米を食べる。大人になった今でも、私にとってそれは習慣で、真夜と結婚してからももちろん続けている。

「ほら、早く起きて。私、先行くからね」

　真夜を起こしたので今朝の任務は完了。部屋を出ると、リビングダイニングへと向かう。

　キッチンでサラダを盛りつけたり、味噌汁を温め直したり、炊飯器のお米を茶碗に盛ったりしていると、寝癖のひどい真夜がリビングに入ってきた。

　ダイニングテーブルの椅子に腰掛けると、テレビをつけてニュースを見始める。その間に、私は朝食の準備の残りを済ませてテーブルへと運び、真夜の向かいの席に腰を下ろした。

　それからふたりで一緒に手を合わせて朝食をとる。シャカシャカシャカシャカ……と、納豆を混ぜながら、真夜がふわぁと大きなあくびをした。

　多分まだ眠たいのだろう。仕事が忙しいのか、昨夜の帰宅も日付が変わる頃だったから。

　真夜は、混ぜて糸を引いた納豆をお米の上にたっぷりと載せた。

「あっ、そうだ。俺、来月出張になりそう」

「どこに行くの？」

「デュッセルドルフ」

「ジュッセ……デュ……デュッシュル」

「デュッセルドルフ」

「デュッ……ってどこにあるの？」

　聞き慣れない地名に何度も噛んでしまうと、真夜がもう一度ゆっくりと教えてくれた。それでもやっぱり言えなくて、諦めた。

「ドイツの西部にある都市」

「ドイツなんだ」

「そこにうちのホテルの建設計画があるから、その視察で一週間くらい行ってくる」

　真夜の実家は、国内外に多くのホテルを経営している大手高級ホテルチェーン『シヅキホテルグループ』。その御曹司で、跡取りである真夜は、現在、東京のベイエリアにあるグループ最大規模のホテル『Viola Luna』の総支配人を務めている。

　シヅキホテルグループは、私の実家が経営している和食料理屋『保しな』を長年ご贔ひい屓きにしてくれている常連さん。大事な打ち合わせや接待などで、よく利用してもらっている。

　両家とも親しい間柄なので、私と真夜も子供の頃から交流があり、いわゆる幼馴染という関係だ。

「本当は、その視察には親父が行くはずだったんだけど、ちょっと今、身体壊してるみたいで」

「えっ。おじさん体調悪いの？」

　それは初耳だった。一ヵ月前の結婚式の時には元気そうだったのに。

「俺も昨日連絡もらったんだけど、一昨日から入院しているらしい」

「入院!?　それって大丈夫なの。死なないよね？」

「こら。勝手に人の親を殺すな。風邪をこじらせて肺炎になったらしい。あの人も、もう歳だから」

　真夜のお父さんは確か今年で七十一歳。今も現役でシヅキホテルグループの社長を務めて、バリバリと働いている。だけど、やっぱり寄る年波には勝てないのかもしれない。途端に心配になってきた。

「お見舞いに行ったほうがいいのかな」

「いや、別にいいよ。明も、今日は仕事だろ」

「そうだけど……」

「どうせすぐに退院できるからそんなに心配するな」

「でも……」

〝入院〟という言葉にはつい敏感になってしまう。心がざわついて落ち着かない――どうしても母を思い出してしまうから。

　病気がちで、私が子供の頃から入退院を繰り返していた母が亡くなったのは、七年前の寒い冬の日。それまでずっと体調が安定していて、一週間後には一時退院を控えていた。それなのに容態が急変して、そのまま息を引き取った。

　ただ、私にはその日の記憶が全く残っていない。その日だけじゃなくて、その前後数日間の出来事が、すっぽりと切り取られてしまったかのように記憶から抜け落ちてしまっている。










幼馴染から夫婦へ




「わざわざすまなかったね、明ちゃん」

「いえ、真夜からおじさんが入院したって聞いて。でも、元気そうでよかった」

　真夜にはお見舞いは必要ないと言われたものの、やっぱり心配で、その日の仕事終わり、おじさんが入院をしている病院へと足を運んだ。職場からは電車でひと駅なので、面会時間にはなんとか間に合った。

　朝からずっとおじさんの容態が気になっていたけれど、思っていたよりも顔色がよくて安心する。

「すみません、急いで来たから、お見舞いの品を何も持ってこなくて」

「いや、いいんだよ。こうして顔を見に来てくれただけでも嬉しいから。真夜なんか連絡のひとつ寄越しやしないんだから、冷たいヤツだ。まったく、ひどい息子だよ」

　辛辣な言葉のわりに、おじさんの表情は柔らかい。

　子供の頃から思っていたけど、おじさんは巨大なホテルグループを率いる社長のわりに、のんびりとしていると思う。いつもニコニコと笑っていて、朗らかな人だ。

　そんな穏和で心優しいおじさんだからこそ、私の実家の和食料理屋の危機を聞きつけて、すぐに救いの手を差し伸べてくれたのかもしれない。シヅキホテルグループの援助がなかったら、保しなは今頃きっと潰れていた。

「あっ、そうだ。おじさんにひとつ聞きたいんです」

「ん、何かな？」

　せっかくこうしておじさんと顔を合わせているのだから、私の最近の悩み事について相談してみようと思った。

「真夜の欲しいものって、わかりますか」

「欲しいもの？」

　そんな私の突然の問いかけに、おじさんは首を傾かしげる。でも、少ししてその質問の意図に気づいたらしく、にっこりと微笑んだ。

「ああ、そうか。さては、明ちゃん。あいつの誕生日プレゼントを探しているのかな」

「はい」

　真夜の誕生日は来月だ。七年振りに祝うので、私は張り切っている。

　当日は、真夜より早く自宅に帰り、リビングを華やかに飾りつけて、お祝いの料理をたくさん作る予定だ。もちろん、ケーキもすでに予約済み。

　あとは誕生日プレゼントを用意するだけ。なのに、何をあげたらいいのかわからず、まだ買っていない。そこで、真夜の父親であるおじさんに助けを求めてみたものの……どうやら、真夜の欲しいものは思い浮かばなかったらしい。

「すまないね、明ちゃん。力になれなくて」

「いえ」

　やっぱり自分で考えるしかないみたいだ。

　一体、真夜は何をもらったら喜ぶんだろう……。

　頭を悩ませていると、そんな私を見ながらおじさんがフッと優しい笑みを浮かべた。

「でも、真夜ならきっと明ちゃんから何をもらっても喜ぶはずだよ。なんせ、あいつが一番欲しがっていたのは、明ちゃんだったから」

「え？」

　不意に告げられた言葉の意味がわからなくて首をひねると、おじさんがハッとしたような表情を見せた。

「おっと、いけない。少し喋りすぎたかな。今のは、忘れていいからね」

　そう言われて、曖昧な笑顔でやり過ごすものの、気になってしまう。

　真夜が、一番欲しがっていたのは私？　それってどういう意味だろう……。

　気になっておじさんに尋ねようとしたけど、看護師さんが病室に入ってきたので、それ以上は会話を続けられなくなってしまった。仕方ないので、私はそのまま病室をあとにする。

　その帰り道。

　私は、真夜との結婚が決まった半年前を思い出していた。




　――今から七ヵ月前。夏の暑さからようやく解放され、季節は秋へと変わりつつある十月初旬。

　小さなワンルームマンションで独り暮らしをしていた社会人二年目の私のもとに、突然、父から電話がかかってきた。

　時刻は深夜一時過ぎ。ぐっすりと眠っていたところを、突然の電話に叩き起こされた私は、まだ半分夢の中にいた。眠たい目をこすりながら父の話に耳を傾ける。もちろん、内容は全く頭に入ってこない。

「……うん……うん。……はいはい、わかったよ」

　適当に相づちを打ちながら、父の話にぼんやりと耳を傾けること数分。

『――と、まぁ、そういうわけだ。とにかく、今週の土曜に家へ戻っておいで』

「うん」

　父は自分の用件だけを伝え終わると、電話を切った。寝ぼけながら聞いていたせいで、私は父の話を少しも理解していなかった。

　とりあえず、土曜に実家へ帰るように言われたのだけはわかった。詳しい話はその時にまた聞けばいいか……。そう思って、私は、父の電話の内容について深く考えるのをやめて、再び眠りについたのだ。

　そして、その週の土曜日。私は、久し振りに実家へと戻った。

　木造三階建ての建物は、一階が店舗、二階と三階が居住スペースになっている。

　私の実家は、創業百年を越える老舗の和食料理屋だ。歴史に名の残る偉人や政財界の大物、世界をまたにかけて活躍していた超有名俳優なども訪れた過去を持つ、それなりの名店。今は、父を大将として、数人の板前さんと、接客担当の女性従業員数名でお店を回している。

　時間帯からして私が訪ねた頃は、お昼の営業を終えて、夜の営業に向けた仕込みが始まっていた。二階にある居住スペースへと繋つながる外階段を上がっていると、食欲をそそる美お味いしい香りが店の換気扇からふわふわと漂ってくる。

「ただいま」

　家の中へ足を踏み入れると薄暗く、ひんやりとした冷たい空気に包まれた。この辺りは住宅やビルが密集しているため日当たりがあまりよくない。

　誰もいない家の中はひっそりとしている。私は、大学進学を機に実家を出てからずっと独り暮らしをしていたので、今、この家に暮らしているのは父だけ。その父もまだ一階の店舗で仕事をしていて、姿はない。

　歩くたびにミシッと小さな音をたてる廊下を進み、リビングに入る。母の仏壇に手を合わせていると、玄関の引き戸がガラガラと勢いよく開いた。かと思うと、バタンと強い力で閉まる音。続いて、廊下を走ってこちらに近づいてく大きな足音が聞こえ、リビングの扉が大きく開く。

「明、よく来たな！」

　仕込みの途中で抜けてきたのだろう。真っ白な割かっ烹ぽう着ぎ姿の父がニカッと白い歯を見せた。

「久し振り、お父さん」

「おぅ！」

　父は、冷蔵庫から取り出した麦茶をコップに注ぐと、自分と私の分をテーブルへと置いた。それから私たちはソファに向かい合って座る。

「明。今回の件では本当にありがとう」

　突然、父が頭を深く下げてきたので、一体何事かと焦あせってしまう。

「えっ、お父さん!?」

　父の突然の言動が理解ができない私は、一気に動揺してしまった。よく見ると、顔を上げた父の瞳には、キラッと光るものが浮かんでいる。

「明のおかげで、これからも保しなを続けられそうだ。本当に感謝してる。ありがとう。結婚を承諾してくれて」

「え？」

　結婚を承諾って……。

　そんな話をした覚えはないし、突然、何を言い出すんだろう。全く記憶にないので、戸惑ってしまう。

　もしかして、お父さん寝ぼけているの？

　そこまで考えて、ハッと気がついた。違う、寝ぼけていたのは私のほうだ。つい先日、深夜にかかってきた父の電話を思い出す。

「ごめん、お父さん。結婚って……」

　おずおずと尋ねると、歓喜の表情を見せていた父がきょとんとした顔になって、私を見つめた。

「そのことなら、この前の電話で明にしっかりと話しただろ」

「そうだよね。……でも、改めて話してもらえないかなぁと思って」

　あの時は寝ぼけていて、適当に話を聞いていたから内容を全く覚えていない――とは素直に打ち明けられなくて、やんわりと説明を求めると、父は不審な表情を浮かべつつも教えてくれた。

「経営危機の保しなのために結婚してほしいって明に頼んだら、わかったって返事しただろ。……もしかして、適当に聞いてたな」

　バレた。でもとりあえず、アハハと笑ってごまかした。

　結婚の話もそうだけど、店が経営危機だなんて初めて知った。

　――と、その時。

　玄関のチャイム音が、誰かの来訪を知らせた。それにすかさず父が反応する。

「さすが、時間ぴったりの到着だ。明、お前の結婚相手がお見えだぞ。ちょっと待ってろよ」

　そう言い残して、颯さっ爽そうと玄関へと向かってしまった。

　……えっ、結婚相手、もう来てるの!?

　何がなんだか、さっぱりわからない私は、その場でじっと待つ。

「さぁさぁ、狭い家だけどどうぞ入って。明もさっき着いたところなんだ」

　少しすると、そんな父の声とともにリビングの扉がゆっくりと開いた。

「おじゃまします」

　艶のある低音ボイスとともに姿を見せたのは、カチッとしたスーツを着た長身の男性。彼を見た瞬間、ぎょっと目を見開いた。私の鼓動が一気に早まる。

「どうして、ここにいるの!?」

　驚きのあまり、座っている椅子から転げ落ちそうになって、慌てて座り直す。

　目の前にいるのは、久し振りに会う幼馴染の真夜だった。

　顔を合わせるのは約六年振りになる。真夜が、仕事でバリへと旅立ってからはずっと連絡を取っていなかったし、三年ほど前に帰国してからも、私はとある理由から彼を避けていた。

　でも、真夜がここにいるということは、もしかして私の結婚相手って……。

「久し振り、明」

　目が合った瞬間、にこりと微笑まれる。その瞬間、ドキッと胸が波打った。思い出すのは、ほんのりと甘い初恋と、それが叶かなわないまま終わった記憶。

「さぁさぁ、真夜君。座って」

「はい。失礼します」

　父に促されて、真夜が私の隣に腰を下ろす。瞬間、金きん木もく犀せいに似た、ほんのりと甘い香りが鼻を掠めた。真夜が大学生の頃から好んでつけている香水だ。

　その懐かしい香りに誘われるように、真夜に片想いしていた頃の記憶が蘇ってきて、胸がキュンと締めつけられた。

　父が出した麦茶に「ありがとうございます」と爽やかな笑顔を浮かべる真夜の横顔を、じっと見つめる。すると、父の大きな声がリビングに響いた。

「いやぁ、真夜君。忙しいのにわざわざ来てくれて、すまなかったね」

「いえ。顔合わせの前に一度、明にしっかりと挨拶をしておこうと思って」

〝顔合わせ〟という単語に確信した。

　やっぱり私の結婚相手って真夜なんだ。でも、どうして突然、私たち結婚するんだろう……。

「明、しばらく見ないうちに、ますます潔きよ子こさんに似て綺き麗れいになったな」

〝潔子さん〟とは私の母の名前だ。

　リビングの片隅にある仏壇をチラッと見ると、そこには、青空を背景に今にも風で飛ばされそうな白い帽子を手で押さえながら、ふんわりとした柔らかい笑顔を浮かべる女性の写真が飾られている。

　艶のある長い黒髪、透き通るように白い肌、シャープな輪郭に二重のきりっとした目元。自分の母親ながらとても綺麗な人だと思う。

　対して私は、父親に似た丸みのあるフェイスラインに、目尻の下がったいわゆるタレ目。どこか子供っぽさを残している容姿は、決して美人というタイプではない。

　真夜のお世辞上手。お母さんと私は、ぜんぜん似てないじゃん。

　心の中でそう毒づいた。

「せっかく真夜君が来てくれたところすまないが、まだお店の仕込みが残っているんだ。客なんかどうせ数人しか来てくれないが、それでも、うちの味を楽しみにしてくれているからには、腕によりをかけてもてなさないとな」

　どこか寂しそうにそう告げてから父は立ち上がり、私と真夜を残してリビングをあとにした。

『客なんか、どうせ数人しか来てくれない』

　父の言葉が耳に残る。どうやら、保しなが経営危機というのは本当のようだ。

　その事実に胸を痛めていると、不意に「明」と名前を呼ばれた。振り向くと、どこか不満げな表情を浮かべる真夜がじっと私を睨にらんでいる。

「お前、俺との結婚、知らなかっただろ」

「えっ」

　その鋭い指摘にギクッと身体が強張った。真夜は、そんな私の反応を見て確信したらしい。「やっぱりそうか……」と、軽くため息をつく。

「どうりで。俺がここに来た時のお前の顔が、まるで幽霊でも見たみたいに驚いていたわけだ」

　――まだ幽霊のほうが驚かなかったかもしれない。真夜だから驚いたんだ。もう二度と会わないつもりでいたのに、不意に私の前に現れたりするから。

　しかも、結婚って……。

　寝ぼけながら話を聞いていた私も悪い。だけど、そもそも、そんな大事な話を深夜に電話でしてきたお父さんも悪い。そう思ったら、じわじわと怒りが込み上げてきた。

「大体、お父さんがいけないんだからっ！」

　私は、真夜にすべてを打ち明けた。

　父からこの結婚についての電話をもらったのが、深夜一時過ぎ。その時の私は熟睡中で、電話に出ても寝ぼけながら話を聞いていたので、内容についてはほとんど理解できなかった。この辺りは私も少し悪いけど、詳しいことは実家に帰ってから聞こうと思っていたところ、突然、結婚の話をされて真夜と再会をした……。

「――それで、保しなの経営が傾いているのも、俺との結婚も、今さっき初めて知ったのか」

「そう」

「なんだか、久ひさ志しさんらしいな」

「……だよね」

　深夜に電話をかけてくる父の大雑把な性格にふたりでため息をつきつつ、真夜からさらに詳しい説明を受けた。それによると、どうやら私たちの結婚にはこういう経緯があったらしい。

　数年前から徐々に傾き始めた保しなの経営は、すでにどう足あ掻がいても回復するのは難しく、父は泣く泣く廃業を選択したそうだ。

　そこに救いの手を差し伸べたのが、真夜の実家が経営するシヅキホテルグループ。昔から懇意にしている保しながこのまま潰れてしまうのは、もったいないし、しのびないと、援助を申し出てくれた。

　さらに、これをきっかけに業務提携も結び、真夜が総支配人を務めているホテル Viola Luna の最上階のスペースに、保しなの支店を出す運びになった。

　今でこそ重大な経営不振に陥ってしまったが、元々は名の通った老舗。その支店が入れば、シヅキホテルグループはホテルに箔はくがつく。さらに和食料理を強化することで、増えつつある外国人観光客をさらに呼び込めると見越したらしい。

「つまり、この提携は双方にメリットがある」

「……なるほど。さすが真夜のお父さん」

　保しなも存続させて、自身のホテルの利益も見込むとは考えが鋭い。私は、思わずウンウンと頷うなずいた。でも、ひとつだけ引っかかり、首を傾げる。

「それと私と真夜の結婚は、どう関係があるの？」

「そこなんだけどさ、聞いたらしょうもなくて、明も呆れるかも」

　そんな前置きをしてから、真夜が教えてくれる。

「なんか話のノリらしい」

「ノリ？」

「業務提携するんだから、ついでにお互いの子供同士も結婚させようって、親父たちで話が盛り上がって、そのままトントン拍子で話がまとまったみたい」

「何、その軽いノリ！」

　思わず突っ込んでしまう。ノリがよくて陽気な性格のうちの父はともかくとして、真夜のお父さんはそういう人だったかな。普段は朗らかな人だけど、そういうきちんとした場面では、厳格なイメージがある。

「私たちの結婚って、そんなに軽く決まったんだ……」

「俺も、明と結婚しろって言われた時は驚いた。シヅキホテルグループの跡取りとして生まれたからには、結婚相手を自由に選べないってのは子供の頃から察してたけど、まさか相手が明になるとは。もっといいところの、おしとやかなお嬢さんをもらうもんだと思ってた」

「……すみませんね。潰れかけの料理屋の、がさつな女で」

「とにかく、お互いの親の間では、俺と明の結婚はほぼ決定。すでに両家の顔合わせや結納、式の日取りまで決まっているらしい」

「うっそ！」

　展開が早すぎる。

　というか、お父さん！　私に打ち明けるの、遅くないかな。もっと早く伝えてくれても、よかったのに……。

　改めて、父ののんきな性格を恨んだ。

「こうなったら、明はもう、俺との結婚を受け入れるしかないな」

「そう言われても……」

「というか、もしかして彼氏いる？　いるなら、しっかり別れろよ」

「いや、彼氏はいないんだけど」

「やっぱり」

「やっぱりって何！」

「ははは」

「笑うな！」

　そこまで両家の間で話がまとまっているなら、今さらもう断れない気がした。

「親が決めた結婚とはいえ、明にとっては嬉しいだろ」

「どうして？」

「だって、初恋相手のこの俺と結婚できるんだから」

「……それは、もう忘れてください」

　子供の頃、私は七つ年上の真夜が大好きで、顔を合わせるたびに告白をしていた。

　きっと私は一生、真夜が好きなんだ――。

　あの頃は本気でそう思っていた。でも、私はもう真夜への想いは捨てた。彼と会わなかった六年の間で、必死に初恋を諦めたはずなのに。突然、結婚なんて言われても気持ちが追いつかない。

「でもさ、俺たち結婚しようって約束しただろ」

「……は？」

　不意に告げられた真夜の言葉に、思わず大きな声をあげてしまう。

　いつ、どこで、私は真夜と結婚の約束をしたのだろう。

　全く記憶にない……。

『お嫁さんにしてください』とは何度か言った覚えはある。でも、真夜はいつも私の告白を真剣に受け取ってくれなかった。だから、結婚の約束をした覚えは、全くない。

「私、真夜とそんな約束してないんだけど。もしかして、ほかの女の人と間違えてるんじゃないの」

　そう告げると、真夜は少し考えながら「そうかもな」と低い声で呟いた。

「じゃあ、俺は誰と結婚の約束をしたんだ」

「知らないよ。というか、本当にそんな約束した人いるの？」

　もしもそうだとして、私と結婚して本当に大丈夫なのかな。後々、大問題になったりして……。

　思わず、私は考え込んでしまう。一方で、その原因となるひと言を放った真夜は、私の質問に答えず、とぼけたように天井を見つめている。

　しばらくすると、その視線が私に落ちてきて、彼の口がのんきに告げる。

「まぁ、どうでもいいか」

「いや、よくないでしょ！」

「ははは」

「笑ってる場合じゃない！」

　はぁー、と重たいため息をこぼす私をよそに、真夜は楽しそうに声をあげて笑っていた。

　そうして私たちの結婚はトントン拍子に進んでいき、幼馴染の私と真夜は夫婦になった。










好きだよ……




　広々としたリビングに置かれたＬ字型のソファ。その背もたれに寄りかかりながら、真夜を待っているうちに、私はいつの間にかうたた寝をしていたらしい。

　目が覚めて、ふと視界に入ったダイニングテーブルには、ラップがかかったままのひとり分の晩ご飯が置かれている。

　……真夜、まだ帰ってきていないんだ。

　時刻は二十三時を過ぎている。真夜は今日も仕事で帰りが遅いのかもしれない。

　結婚して一ヵ月。そういえば、朝食はわりと毎日一緒に食べているものの、晩ご飯を一緒に食べたのは、数えるほどしかない気がする。

　大きなホテルの総支配人である真夜の仕事は忙しそうだし、仕事関係の付き合いも多そうだ。だけど、帰宅が遅くなる時はいつも必ず事前に伝えられていた。それなのに、今日はこんな時間まで何も連絡がない。

　もしかして、私がメッセージを読み忘れている？と思い、スマホが置いてあるローテーブルへ手を伸ばす。やっぱり、真夜からのメッセージは届いていなかった。

　何かあったのかな……。

　そんな不安が頭をよぎった時、玄関から微かな物音が聞こえた。慌ててソファから立ち上がって玄関へ向かうと、そこには靴を脱いでいる真夜の背中。

　……よかった、無事に帰ってきた。

　ホッと胸を撫なで下ろすのと、靴を脱いだ真夜が私を振り返ったのは同時だった。

「あれ。明、まだ起きてたの」

　どうやらもう寝ていると思っていたらしい。玄関まで迎えに来た私を、不思議そうな表情で見つめている。

「真夜、今日遅かったね」

「ああ。急な会食が入って……あ！　そういえば連絡するの忘れてた」

　真夜が申し訳なさそうな表情を見せて「ごめん」と顔の前で両手を合わせる。

「いいよ、別に」

　多分、忙しくて忘れていたのだろう。

　大丈夫だよ、とサラッと答えながら、真夜の背中を両手で押して廊下を進む。そのままリビングに入ると、すぐ、ラップのかかった料理に真夜が気がついた。

「もしかして、これ俺のだよな」

「うん。でも、気にしなくていいよ。これはまた明日の料理に使うから」

「使うって？」

「えーっと……」

　今日の晩ご飯は筑前煮。保存がきくから、明日の晩にそのまま出してもいいし、違う料理に作り替えてもいい。

「例えば、カレーにリメイクするか、味噌汁の具にしてもいいかもしれない」

「へぇ。さすが和食料理屋の娘」

「それ、関係ないから」

　板前の父からは、一度も料理を教わっていない。

　私が子供の頃から入退院を繰り返していた母と、仕事が忙しい父は、あまり家にいなかった。だから、自分でできることは自分でやらないといけなかったし、料理も自分の分を作っていたら自然と上達しただけ。

「せっかくだから、ひと口もらおっと」

　真夜は片手でネクタイを緩めながら、もう片方の手でお皿のラップを外すと筑前煮のごぼうをひょいとつまみ上げた。それを口の中へ入れる。

「おっ、うまい。さすが明。料理のセンスは久志さん譲りだな」

　続けてれんこんを口に入れると、真夜は片手でワイシャツの第一ボタンを外した。それからスーツの上着を脱ぐと、ダイニングテーブルの椅子の背もたれにかけようとして何かを思いついたのか「あ」と声をあげる。

「そうだ。これ明にあげようと思ったんだ」

　そう言って、スーツの内ポケットから何かチケットのような紙を取り出した。

「それ何？」

「ランチビュッフェのチケット」

「ビュッフェ？」

「来月、うちのホテルのレストランで期間限定のランチビュッフェが始まるんだけど、そのチケット。最上階にあるレストランだから眺めも最高だぞ」

「へぇ～」

　緩く返事をしながら思い出す。

　そういえば、そのレストランになら、去年の九月に、大学の頃の友人の結婚式で行った気がする。確か、披露宴会場の場所は最上階で、普段はレストランとして営業していると聞いた。

　披露宴の時に出てきた料理は、どれも美味しかった。ランチビュッフェの会場がそのレストランだとしたら、またあの料理を食べられるのかな。そう思うと、嬉しい。

「ありがとう真夜」

　そう伝えて、さっそくチケットを受け取ろうとする。けれど、真夜がそれをすっと背中へと隠してしまった。

　そのよくわからない行動に、思わず眉間に皺しわが寄ってしまう。そんな私を見ながら、なぜか真夜は楽しそうにニヤニヤと笑っていた。

「タダではあげられないな」

「えっ、まさかお金取るの？」

　さっきあげるって言ったのに嘘つき！　ケチ！

「いや、お金は取らないけど」

「けど？」

「『真夜、大好き、ありがとう』って言ってくれたら、あげる」

「は!?」

　なんだそれ、めんどくさい！

　ムッと頬を膨らませると、その反応がおもしろかったのか真夜が笑う。

「ほら、言ってみて」

「やだ」

「前はよく言ってただろ。真夜大好き、真夜の彼女になりたい、真夜と結婚したい、真夜のお嫁さんになりたいって」

「わぁぁぁぁ！」

　恥ずかしくて、叫びながら両手で耳を塞いだ。

　今さら引っ張り出さないでほしい。あれは私の苦い過去でしかないんだから。

「もう忘れてよ。真夜を好きだったのは、子供の頃だから」

　きっぱりそう告げると、真夜の表情からすーっと笑顔が消えたのがわかった。

「じゃあ明は、もう俺を好きじゃない？」

「えっ……」

　そう問いかけられて思わず言葉に詰まった。

　会わなかった六年の間、私は必死に真夜を忘れようとしていた。

　四年前、バリから日本へ戻ったと知った時も、本当は会いに行きたかった。でも、行けなかった。真夜の顔を見たら、きっとまた彼を好きになりそうだったから……。

　母を亡くしてから、私は、人を好きになるのが怖い。好きになって、その人が自分にとって大切な存在になればなるほど、失った時のショックは大きいから。

　私は、できればもう母を亡くした時のような悲しい思いはしたくなかった。だから、好きな人も恋人も作らなかったし、帰国した真夜も遠ざけていた。

　それなのに、私は真夜と結婚してしまった……。

「おい、なんか言え」

　なかなか言葉を返さない私に、目の前の真夜が不愉快そうに眉根を寄せた。そして、不意に両手で私の頬をつかむと、そのままびろーんと横に引っ張り始める。

「いたたたたたた！」

　それほど強い力は加えられていないから、実際には叫ぶほど痛くはない。だけど、つい悲鳴が漏れてしまう。

「にゃにすんにょ、やめへひょ」

　どうして突然頬をつねられたのかわからなくて、抵抗の言葉を口にする。でも、両頬をつねられているせいで喋りづらい。

「やめへひょ」と、再び抗議して、ようやく私の頬から真夜の手が離れた。つままれていたせいで軽く痛む両頬を手でさすっていると、真夜の右手が今度は私の額にそっと触れて、そのまま私の前髪をかき上げる。そして、グッと顔を近づけてきた。

「俺は好きだよ」

　その言葉のあとで、私の額に落ちてきたのは真夜の唇。ちゅっと音をたてて、すぐに離れていく。

　い、今のは何!?

　その不意打ちに私の心臓はドキッとする。身体が固まってしまって、動けない。

　すると、私の前髪をかき上げていた真夜の手が移動して、私の頭にそっと乗った。そのままポンポンと優しく撫でられる。

「ビュッフェのチケット、二枚あるから、誰か誘って食べにおいで」

　真夜はそう言うと、ダイニングテーブルの上にチケットを置き、リビングをあとにした。一方、取り残された私は、その場から一歩も動けない。

『俺は好きだよ』

　さっきの真夜の言葉が頭から離れない。

　なんだよ、なんだよ、真夜のバカ。あんなのズルいよ。

　片想いしていた頃にあれほど欲しかった言葉を、今になってサラッと言うなんて、ひどい。

『好き』って何？

　本気で言ったの？　それとも、私をからかっただけ？

　あのひと言で私の心は一気にかき乱される。

　真夜がわからない。そもそも、この結婚だってよくわからない。

　真夜の性格を考えたら、親に結婚相手を決められたからといって、素直に同意するはずない。反発して受け入れないはずなのに、どうして親の言いなりになって私と結婚したんだろう。

「……真夜のバカ」

　そんなに簡単に『好き』なんて、言わないで。




『明ね、真夜が好きだよ。だから、真夜のお嫁さんになりたい』

　初めて真夜に告白をしたのは、六歳の時だった。

『そっか。明は俺が好きなんだ』

『うん、大好き。だから、大きくなったら明を真夜のお嫁さんにしてね』

　その時、七つ年上の真夜は十三歳。でも、年齢のわりにだいぶ大人びていた彼は、幼い私の告白をサラッとかわした。

『うーん、それはどうかな』

『ダメ？』

『ダメじゃないよ。でも、実は俺のお嫁さん候補はたくさんいるんだ』

『えー、そうなの？』

『うん。だから明も俺のお嫁さん候補に加えてあげるから、今は自分をしっかりと磨くんだ』

『磨くって？』

『例えば、明が苦手な鉄棒ができるようになったり、明が嫌いなブロッコリーを食べられるようになったり、お父さんとお母さんとの約束を守ったり、勉強を頑張ったり、自分で髪を結えるようになったり。明が素敵な女性になったら、俺のお嫁さんに選ばれるかもしれないよ』

　それから真夜に言われた通り、私は頑張って逆上がりができるようになったし、苦手なブロッコリーも克服した。

　素敵な女性になれば、真夜のお嫁さんになれる。そう信じながら、それからも数えきれないくらい何度も真夜に告白をした。でも、答えはいつもはぐらかされてばかりで、一度も『好き』と返してもらえなかった。

　それなのに、あんなにサラッと言ってしまうなんて。

　真夜は、とてもズルい。










元恋人




　大学卒業後、私は都内の化粧品会社へと就職した。

　ひとり娘なので、実家の店の手伝いをするべきか悩んだ。ただ、以前から父には跡を継がなくていいと言われていた。跡継ぎには父の弟の息子、私にとっては従い兄と弟こに当たる三つ歳上の光こう輝き君がすでに決まっていたから。

　光輝君は、高校卒業してすぐ、うちで働くようになり、父のもとでコツコツと料理の腕を磨いてきた。今は、真夜が総支配人を務めているホテル VioIa Luna に先々月オープンしたばかりの保しなの支店で店主を任されている。

　そういうわけで、私は大学卒業後、化粧品会社へと就職し、経理部へと配属された。

　ちなみにこの会社に決めた理由は特にない。当時、何十社か受けた中で唯一内定をもらえたから。そんな適当な理由で決めてしまった職場だけど、それなりに充実して働けているので、真夜との結婚後も続けている。




「えー！　これ本当にもらっていいんですか!?」

　お昼休み。ほぼ満席の社員食堂に、ぱぁっと華やいだ声が響いた。彼女は、私と同じ経理部のひとつ下の後輩、千ち華かちゃん。

　いつものように一緒にランチをとっていると、昨夜、真夜からもらったランチビュッフェのチケットを思い出した。千華ちゃんを誘ってみると『ぜひ行きたい』と言われたのでその一枚を渡したら、予想以上に喜んでもらえた。

「チケット二枚あるから、一緒に行こう」

「やった！　ありがとうございます、明さん。私、ずっと行ってみたかったんです！」

　千華ちゃんがチケットに頰ずりまでして喜んでいるのを見ると、彼女を誘ってよかったと私まで嬉しくなる。

　千華ちゃんがチケットを大事そうに財布にしまいながら、口を開いた。

「Viola Luna のレストランのランチビュッフェって、季節ごとに年四回、二週間の期間限定であるんですけど、いつもすごく並んでいて二時間待ちとかになるんです」

「二時間待ち!?」

　まるで、どこかのテーマパークの人気アトラクション並みの待ち時間に驚いてしまう。そんなに人気のあるランチビュッフェだとは、知らなかった。

「でも、このチケットを持っていると、優先的に入れるんです。いつもビュッフェが始まる一ヵ月前からチケットの販売が始まるんですけど、すぐに完売しちゃうんですよね。なかなか手に入らないレアチケットだって、女子の間では有名です」

「へぇ。さすが千華ちゃん。詳しいね」

　そういった情報に疎い私は、最新のトレンドに敏感な千華ちゃんから、いつも、いろいろと教えてもらっている。

　女性ファッション雑誌が愛読書の彼女は、常にとてもオシャレだし、美容にも気を遣っている。年齢がひとつしか違わないはずなのにキラキラと輝いて見えるので、同じ女性として見習いたい。

　そう思いつつ、ランチのきつねうどんをすすっていると、向かいの席から千華ちゃんがうきうきとした様子で話しかけてきた。

「実は私、自分の結婚式は Viola Luna にしたいと思っているんです。この前、テレビで夏頃に完成予定の新チャペルの特集をしていたんですけど、とっても素敵でした」

「結婚式って、まさか千華ちゃん、彼氏にプロポーズされたの？」

「いいえ。勝手に妄想しているだけです」

　千華ちゃんは頭を大きく振ると、ランチセットのエビフライをぱくっと頬張った。もぐもぐと食べ終えると、口を尖とがらせてぼやく。

「というか、そろそろそういう話が出てきてもいいと思うんですよ。五年ですよ！　もうそんなに付き合っているし、去年から同棲も始めたのに」

　千華ちゃんには、大学の頃から付き合っている同じ歳の彼氏がいる。写真を見せてもらったことがあるけれど、爽やかなイケメンだった。都内のメガバンクに勤務しているらしい。

「でも、まさか明さんに先越されるとは思いませんでしたよ。彼氏いないって言っていたのに、突然結婚するなんて言うから、あの時は驚きました」

　二本目のエビフライを箸はしでつかんだ千華ちゃんがさらに言葉を続ける。

「しかも、お相手がシヅキホテルグループの御曹司ですもん。そんなにすごい人が幼馴染だなんて、知りませんでした。どうして隠していたんですか」

「いや、隠していたわけではないし、この結婚に一番驚いているのは、私なんだけど」

「あっ、そうでしたね。お父さんに決められたって言ってましたもんね。いわゆる政略結婚ってやつ」

「うん。まぁ、そうだね」

　千華ちゃんには、真夜と私の結婚が恋愛を経ていないものだと話してある。お互いの親同士が決めてしまって断れなかった、と。

「それにしても、うらやましいですよぉ。旦那さんは大企業の次期社長だし、顔もめちゃくちゃカッコいいし。結婚式の時なんて、あまりにもイケメンオーラがありすぎて見惚れちゃいましたもん。多分、あの場にいた女性のほとんどがそうでしたよ」

　千華ちゃんの言葉に、私は心の中でウンウンと頷いた。

　確かに、あの結婚式の時の真夜はとてもカッコよかった。普段からカッコいいけど、真っ白なタキシード姿は、彼の魅力を普段の倍以上も引き出していたように思う。

　その時の真夜を思い浮かべると、今でも胸がキュンとなる。すると、千華ちゃんが慌てたように口を開いた。

「あっ。もちろん明さんのウエディングドレス姿も綺麗で、みんな見惚れちゃいましたからね」

「……ありがとう。気を遣ってくれて」

　つけ足されたように告げられた言葉に曖昧な笑みで答える。でも、余計にみじめな気分になってしまった。

　自分でも気がついている。あの結婚式は、華やかなウエディングドレス姿の私よりも、真っ白なタキシードを華麗に着こなす真夜に視線が集中していたって……。

　当日を思い出してひとりで落ち込んでいると、エビフライを食べ終えた千華ちゃんが、不意に私のほうへ顔をグッと近づけてきた。

「明さん、気をつけたほうがいいですよ」

「気をつけるって？」

「旦那さん、イケメンだしお金持ちだから、既婚者だと知っていても近寄ってくる悪い女が絶対にいるはずです。浮気の心配は絶えないかもしれません」

「浮気……」

　その言葉を噛みしめながら、ふと子供の頃を思い出す。そういえば、真夜は昔からとにかく女性の人気がすごかった。

　女好きというわけではない。ただ、告白されたら断れない性格なのか、中学生の頃から隣を歩く彼女の姿が絶えなかったし、しかも頻繁に変わっていたように思う。

『実は俺のお嫁さん候補はたくさんいるんだ』

　私の告白の返事に使われたあのセリフも、冗談のようで、あながち嘘ではないような気もする。

　子供時代からとにかくモテる真夜だから、親に決められた結婚相手の私と結婚する以前にも、付き合っていた彼女がいたっておかしくない。いや、絶対にいたはずだ。

『俺は好きだよ』

　昨夜、私に向かって真夜はそう言ったけど、あれはやっぱり、ただの冗談だ。あの場限りの言葉で本気じゃない。

　昨日は、会食でお酒もたくさん飲んでいただろうし、きっと酔っぱらっていたんだ。

　好きだよ、なんて言われて、初めはつい動揺してしまった。でも、一晩寝て冷静になると、真夜のあの言葉を真に受けてはいけないような気がした。

　子供の頃から、私は真夜に数えきれないくらいたくさんの告白をして、そのたびにフラれ続けている。それなのに、今さら真夜が私に対して『好き』なんて言うはずない。だから、真夜のあの言葉はもう忘れよう。

　真夜と私の結婚はいわゆる政略結婚。真夜は、私に対して幼馴染の情はあっても、恋愛感情は一切ない。

　それでも、一緒に生活していく中で、ほんの少しでいいから私を女性として意識してもらえたら……。最近、ふと願ってしまう。




　お昼休憩を終えて、経理部のあるフロアへと戻る途中。社内は異様に騒がしく慌てた様子だった。

　――どうしたんだろう？

　すると、隣を歩いていた千華ちゃんが突然「あっ！」と大きな声をあげる。

「ど、どうしたの!?」

　私は驚いて千華ちゃんを振り返る。何やら彼女は激しく動揺しているらしく、私の肩を両手でギュッとつかんだ。

「大変ですよ、明さん。今日！　今日でした！」

「今日？　何かあるの？」

　首を傾げる私に、千華ちゃんが興奮気味に答える。

「優ゆ愛あがうちの会社に来ているんです！」

「ユア？」

　おそらく女性の名前だ。でも、誰だろう？

　最近、どこかで聞いたような気がするもののはっきりと思い出せない。そんな私に、千華ちゃんが驚いたような表情を見せる。

「えっ。明さん、もしかして優愛を知らないんですか」

「う、うん。ごめん。知らない。有名人？」

　そう尋ねると、目の前で呆れたように深いため息を返されてしまった。

「明さん、本気で言ってます？　本当に優愛、知らないんですか？」

「は、はい、ごめんなさい。存じません」

　ありえないとばかりに詰め寄られて、ついたじたじになってしまう。

「東しの雲のめ優愛といえば、今をときめく人気ファッションモデルです。最近、パリのファッションショーで、有名ブランドのランウェイを歩いたって話題にもなっていたじゃないですか」

「そ、そうなんだ」

　ぜんぜん知らなかった……。とりあえず、すごい人らしい。

「でも、そんな有名人がどうしてうちの会社に来てるの？」

「それなんですけどね、広報部にいる同期から聞いた話によると、うちの会社の新商品の口紅のイメージモデルに優愛が起用されるらしいです。その打ち合わせを兼ねて、近々、優愛がうちの会社に来るとは聞いていたんですけど、それが今日でした」

　なるほど。社内の異様なまでのざわつきは人気モデルが来ているからだったんだ。

「優愛を生で見たいよ～」

　千華ちゃんがひどく悔しがっている。でも、そろそろ経理部に戻らないといけない。私たちはエレベーターへと乗り込んだ。

「優愛といえば、恋人と結婚の噂うわさがあって一時期仕事をセーブしていたんです。でも半年ぐらい前に破局報道があってから、またファッション紙やＣＭとかでよく見るようになりましたね」

　上昇するエレベーターの中で、千華ちゃんが教えてくれる情報に、私は耳を傾ける。

「ちなみに、優愛の結婚間近だった恋人は、お金持ちのかなりのイケメンだそうです」

「へぇ」

「私が読んだ週刊誌には顔と名前は伏せられていたんですけど、確か年齢は優愛と同じ三十一歳。英語が堪能で、仕事で三年ほどバリに住んでいたらしいですよ」

「バリ？」

「はい。実家がホテル会社を経営しているので、系列のホテルがバリにもあって。優愛の恋人はそこで働いていたそうです」

「ホテル会社……」

　思わず〝勘〟というものが働いた。

　実家がホテル会社を経営している三十一歳のお金持ちのイケメン。さらには、バリに三年ほど暮らしていた……。

　ふと、真夜を思い浮かべてしまった。

　すると、千華ちゃんも同じく気がついたらしい。「あ……」と呟いて私を見つめると、顔の前でぶんぶんと大きく手を振る。

「多分違うと思いますよ。明さんの旦那さんじゃないですって」

　千華ちゃんはそう言うけど、彼女から聞いた東雲優愛さんの元恋人の情報は、真夜と重なりすぎている。

　それに、優愛さんが恋人と破局したのが今から半年ほど前なら、私と真夜の結婚が決まった頃とも時期が近い。もしも優愛さんの元恋人が真夜だったとして、私との結婚を理由にふたりが破局したとしたら……。

　そういえば以前、結婚の約束をしていた人がいると真夜は言っていた。もしかして、その相手が優愛さんなのかもしれない。それに昨日の朝、真夜を起こしに行くと、寝ぼけながら『ユア』という名前を口にした気がする。

　やっぱり優愛さんの元恋人は真夜なのかもしれない。そう思い始めたら、モヤモヤとした気持ちがしばらく止まらなかった。




　その日の仕事が終わり、私は、帰宅の電車の中でスマホを使って東雲優愛さんについて検索をした。

　年齢は三十一歳。肩より少し下の位置で切り揃そろえられた黒髪に、ぱっつんとした前髪。色白の肌に、きりっとした目元。まさにアジアンビューティー。

　さらに、身長は百七十八センチと女性にしては高く、さすが世界的モデルとして活躍しているだけはある。

　真夜と並んでいる姿を想像するとすごくお似合いだ。まだ真夜が優愛さんの元恋人だと決まったわけではないものの、勝手に落ち込んでしまう。

　どんよりとした気持ちを抱えたままマンションに帰ると、それを振り払うように晩ご飯の支度に取りかかった。

　メニューは昨日の残りの筑前煮を使ったカレーだ。コトコトと煮込んでいると、珍しく真夜がいつもよりも早く帰宅した。

「ただいま……おっ」

　リビングへ入ってくると、カレーの匂いに釣られたのか真夜がキッチンへとやってくる。鍋をかき混ぜている私のすぐ後ろに立つと中身を覗のぞき込んだ。

「れんこん、ごぼう、しいたけ、それにこんにゃくも入っているのか。へぇ、昨日の残りが見事にカレーになってる」

「煮汁も使ったから、和風でまろやかになってると思うよ。味見してみる？」

　スプーンでカレーをすくうと、それを後ろにいる真夜に渡そうとした。ところが不意に手首をつかまれて驚いてしまう。そのままグイッと引き寄せられると、真夜が私の持っているスプーンを口の中へと入れた。

　その行動に思わずドキッと鼓動が跳ねると、カレーの味見を終えた真夜がスプーンから口を離した。

「おお、うまい！　……って、明、どうした？」

　真夜が私の顔を覗き込んでくる。けれど、さっきの真夜の行動にすっかり動揺してしまった私は、彼の顔を真正面から見られなくなってしまった。きっと今の私の顔は、ゆでダコのように真っ赤だ。

「お前、何、照れてんだよ」

「て、照れてないよ」

　そんな動揺を真夜に気づかれてしまった。思わず、伏せていた顔を上げると、真夜と目が合ってまたドキッとしてしまう。

「味見したなら、手、放してよ」

　真夜の手が私の手首を握ったままだったので小さな声で文句を言うと、なぜか、さらにきつく握られた。

「そんな可愛い反応されると、こっちも味見したくなるんだけど」

　真夜が私の手首を引っ張ってさらに引き寄せる。その顔がだんだんと近づいてきて、もしかしてこのままキスされるのかもしれない。そう思った私は反射的にパッと目を閉じた。

　ところが、彼の唇が触れたのは私の額。少しだけ触れてすぐに離れていくそのキスは、昨日と全く同じだった。

　それに思わず落胆してしまう。

　多分、真夜と結婚してから日に日に強くなっていく〝ひとりの女性として意識してもらいたい〟という気持ちが、そうさせているんだろう。

　――もしも、さっき真夜の唇が触れた場所が、私の唇だったら。

　幼い頃から続いている〝年下の幼馴染〟というポジションから、ほんの少し抜け出せたような気がして、私はちょっとだけ自分に自信が持てたのかもしれない。

　この結婚は恋愛を経たものではなくて、親に決められた政略結婚だけど、私は真夜に〝妻〟として認めてもらえているって。

　そうしたらきっと、真夜のかつての恋人についても、こんなに気にならなかったと思うのに。

「着替えてくるから、早く飯にしよう」

　そんな私の気持ちを知るはずない真夜が、普段通り明るく告げる。そして、私に背を向けてリビングを出ていこうとした。

「真夜っ」

　その背中を、私は思わず呼び止めてしまう。

「どうした？」

　真夜が振り返る。

　――東雲優愛さんを知ってる？

　そう尋ねようと思った。でも、なかなか言葉が出てこない。

　もしも、私の〝勘〟が当たっていたらどうしよう。

　優愛さんの元恋人は真夜で、私との結婚があるからふたりは仕方なく別れを選んだ。そんな返事を真夜の口から聞いてしまったらと思うと、怖くて尋ねられない。

「えっと……ライスの量は？　大盛り？　それとも普通？」

　代わりに、どうでもいい質問を投げかけてしまった。

「じゃあ、大盛りで」

　そんな私の質問に、真夜は笑って答えながらリビングをあとにした。

　気がつくと鍋の中のカレーがグツグツと沸騰していた。私は慌てて火を止める。

　今の自分の気持ちが、よくわからない。

　大好きな母を亡くしてから人を好きになるのが怖くて、真夜への想いは捨てたはずだった。けれど、私はまた真夜に惹ひかれ始めている。

　結婚して一緒に暮らし始めたら、そうなるかもしれないと、どこかでわかっていたはずなのに。やっぱり、長年の片想いはそう簡単に捨てられなかった。

　それでも、人を好きになるのはまだ怖い。このまま真夜を好きになってもいいのか、私自身は迷っている。それなのに、真夜には私を好きになってもらいたいとも思っていて……。その、どこか矛盾した感情が、自分でも、もう、よくわからない。










誕生日プレゼント




『明ね、真夜が好きだよ。だから、真夜のお嫁さんになりたい』

　一生懸命、想いを伝えてくる姿を、初めはただ純粋に可愛いと思った。

　何度も何度も俺に告白してはフラれて。そのたびにわかりやすく落ち込む七つ年下の明が、可愛くて仕方がなかった。

　いつ頃からだろう。明を好きだと自覚したのは――。




　薄暗い車内でハッと顔を上げた。

　仕事終わりの明が会社から出てきたのを見つけて、クラクションを軽く鳴らす。すると、俺の車の存在に気がついた明が、シフォンスカートの裾をひらひらとさせながら小走りでこっちに向かってきた。

　……可愛いなぁ、と思う。

　明は、自分の丸みのあるフェイスラインに、目尻の下がったタレ目が嫌いだとよく言っていた。でも、俺に言わせるとそこが可愛い。笑った顔がとにかく好きだ。困って泣きそうな顔をしていると、守ってやりたくなる。

　多分、俺は明にかなり惚れている。

　一緒に暮らしていると、ふとした瞬間に襲いたくなって、そんな自分に必死にブレーキをかけている。

　いくら結婚して夫婦になったとはいえ、明と俺の気持ちはまだ繋がっていない。

　それに以前、何げない会話の中で、明がいまだに男性と付き合った経験がないと知った。そういう行為が初めてになる明に、無理やりはダメだ。きっと傷つけて、嫌われてしまう。

　だから必死に自分の理性を保とうとするものの、たまに抑えきれなくなる。

　この前も、一方的に好きだと告げて、額にキスをしてしまった。明は、あの時の俺の行動をどう捉えたのだろう……。

　多分、俺が気まぐれか何かでキスをしたとでも思っているんだろうな。自分のこれまでの言動を振り返ると、そう思われても仕方がない。

　俺は今まで、何度も明の告白を曖昧に断ってきたから。そんな俺が今さら好きだと伝えたところで、きっとすぐには信じてもらえない。

「どうして真夜がいるの？」

　助手席のドアを開けると、乗り込んできた明が不思議そうに俺を見つめる。

「仕事が早く終わったから、明を迎えに来た」

「ふーん」

　シートベルトを締めながら明が頷く。俺はエンジンをかけるとハンドルを握った。

「何か食べて帰ろうか」

　そう提案すると、なぜか重たいため息を返される。

「どうして今日に限って、真夜のほうが早く仕事が終わって、迎えに来るのかなぁ」

　いけなかったのか？　せっかく迎えに来てやったのに、ひどいヤツだ。

「晩ご飯は家で食べる。それと、ケーキ屋さん寄って」

「ケーキ食べたいのか？」

「違うよ」

　なぜか突然、明の声が不機嫌になる。

「今日は真夜の誕生日でしょ。だから、仕事から帰ってきた真夜をクラッカーでお迎えして、可愛く飾りつけした部屋に案内して、ご馳ち走そうとケーキを出すはずだったのに。一緒に帰ったらそれができない」

　なるほど。俺の仕事が予想外に早く終わって迎えに来たから、予定していたサプライズができなくて不機嫌になったのか。

　……そういえば、今日は俺の誕生日だったな。明に言われるまで、すっかり忘れていた。

　それにしても俺のためにそんな計画をこっそりと考えていたなんて可愛いヤツだ。その計画が俺の予想外の行動で台無しになってプリプリと怒っているところも、また可愛い。

　つい抱きしめたくなる衝動に駆られるが、それをグッとこらえる。平常心を装いながら言葉を返した。

「そういえば明、昔は俺の誕生日のたびに告白してきたよな。今年は言ってくれないの？」

「何を」

「真夜大好きって」

「わぁぁぁぁ！」

　恥ずかしいのか、明が大声をあげながら両手で自分の耳を塞いだ。その仕草がおもしろくて、つい笑ってしまう。

「いいから、ケーキ屋さん寄ってよ！　もう注文してあるんだから、早く取りに行かないと」

「はいはい」

　それから明の道案内で目的地へと向かう。到着すると、明だけが車から降りて店へと向かった。しばらくして、受け取ったケーキを大事そうに抱えた明が戻ってきて、車に乗り込む。

「ほかに寄るところは？」

「もうない」

「じゃあ帰っていい？」

「うん」

　明の許しをもらえたので、マンションに向かう。

　ハンドルを握りながら、窓の外の景色を見つめている明の横顔をチラッと盗み見た。何か考え事でもしているのか、その表情は、どこかぼんやりとしている。

「……ねぇ、真夜」

　ふと名前を呼ばれた。

「何？」

　そう返すけれど、明から言葉がなかなか戻ってこない。

「どうした？」

　もう一回尋ね返すと、「なんでもない」と明は頭を振った。

　……最近、このパターンが多い。俺に話しかけては、何か言いたそうにしているのに、言いづらいのか黙ってしまう。

　子供の頃から、明にはそういうところがあった。

　今から十年以上前の、あの日もそうだ。

　明の実家が経営している和食料理屋『保しな』で開かれたうちの会社の会食に、当時大学生で二十歳になったばかりの俺も参加していた。

　正直なところ、大人たちの話のネタがつまらなすぎて、かなり暇をもて余していた。そんな時、明の父親である久志さんが料理を運びがてら挨拶に現れた。

　久志さんと親父の会話に耳を傾けていると、退院中だった明の母親の潔子さんが、検査で引っかかって再入院になったらしい。

　中学生だった明は、二階にある自宅でひとりで過ごしていて、潔子さんの突然の再入院に相当落ち込んでいるらしかった。

　明は、どうしているだろう……。

　そのあともずっと気がかりで、俺は会食をこっそりと抜け出した。

　厨房に戻った久志さんに、明に会いに行ってもいいか相談すると、『ぜひ、そばにいてあげてほしい』と頼まれる。自宅の鍵を受け取って、店の二階にある住居部分に向かった。

『明、いる？』

　部屋の扉を開けて声をかけると、勉強机に向かっていて背を見せていた明が慌てて振り返る。

『ちょっと真夜！　女の子の部屋に入る時はノックしてよ！　それに、お酒くさいんだけど』

『いいだろ、別に。それよりベッド貸して』

『ダメ！　お酒くさいのうつるから』

　明の制止は無視して、俺はほんのりと明の香りがするふわふわのベッドにダイブする。そのままゴロンと仰向けに寝転がった。

『今日、お店で会食でしょ。それなのに真夜、こんなところに来てもいいの？』

『いいの、いいの。親父たちの話聞いてても、つまらないし。それよりも、久し振りに明に会いたくなって、こっそり抜けてきた』

『……ふーん』

　そう答えて、明はうつむいてしまった。そんな彼女の様子を横目で見た俺は、寝転んでいたベッドから起き上がる。

『潔子さん入院したんだって？　寂しがってる明を慰めてやるから。ほら、ここに座りな』

　座っているベッドの隣をポンポンと叩くと、明はわかりやすく拒否反応を見せた。

『慰めるって何？』

『ん？　ぎゅーって抱きしめてあげようと思って。だからほら、はい。お隣どうぞ』

『……やだ。真夜、お酒くさい』

『ひっでー』

　思い返せば、この頃から明は以前のように俺を好きだと言わなくなった。それどころか、少し避けられているような気がして、寂しくも感じていたが、明もそういうお年頃になったのだろうと考えるようにしていた。

　多分、会う機会が減ったせいもあっただろう。

　明は中学生になって部活を始めたし、俺も大学生になり勉強やサークル活動、加えて家業を継ぐため親父の仕事についていく機会も多くなり、互いに忙しくなった。だから、以前ほどには会わなくなっていた。

　この日も、明と顔を合わせて言葉を交わすのは、一ヵ月振りだったのかもしれない。

『別に、寂しくなんてない』

　明がプイッと顔をそらす。その態度に俺は、はぁと深いため息をついた。

『あっそ。じゃあ、俺もう戻るわ』

『えっ、もう帰っちゃうの』

　ベッドから立ち上がる俺を、明が寂しそうに見つめてきた。

『だって寂しくないんだろ？　俺は、明が独りぼっちで寂しい思いをしていると思ったから来たんだ。寂しくないなら俺は必要ない』

　すると、明がうつむいてしまった。たまに俺に視線を向けて、何か言いたそうにしているのに、言いづらいのか黙ってしまう。

　……寂しいと素直に言えばいいのに。

　明の目元が、微かに濡れているのにはとっくに気がついていた。きっと、俺がこの部屋に来る前、泣いていたんだろう。明は、潔子さんが再入院で病院へ戻った日は、寂しくて、いつも涙をこぼしていたから。

　この日も多分、ひとりで泣いていたはずだ。でも、俺が来たから慌ててその涙を拭いて、無理して気丈に振る舞う。

　明は、小さな頃から変なところで強がりなところもあるから。

　どうでもいいような些さ細さいな出来事――例えば、大好きなぬいぐるみが汚れてしまったとか、アイスクリームを落としたとか。あるいは男の子にブスと言われたとか――ではすぐに『真夜、助けてー』と泣きついてくるくせに、本当に悲しくて潰れそうな時ほど誰も頼ろうとしない。ひとりで、こっそりと泣いている。

　この時だって、潔子さんの再入院でひどく悲しんでいるはずなのに、俺を頼ってはくれない。

　寂しいと言って素直に俺に泣きついてきてくれたら、手を握ったり、背中をさすったり、抱きしめたりして慰めてあげられるのに……。

『あー、眠くなってきた』

　わざと大きくあくびをしながら、俺は明のベッドに再び仰向けに寝転んだ。

『飲み慣れてない酒を飲まされたせいで、急に眠気がきた。少し寝るから』

『えっ、ちょっと真夜』

　俺は目を閉じると、すーすーと寝息をたててみる。

『寝るの、早っ』

　呆れたような明の声が聞こえた。

　もちろん、寝てなんかいない。ただ目を閉じて、寝たフリをしていただけ。強がりな誰かさんが、『寂しい』と素直に言ってくれないから仕方ない。こんな嘘をついてそばにいるしか、俺にはできなかった。

　しばらくタヌキ寝入りを続けていると、ベッドのスプリングが軋きしむ音がして、明がちょこんとすみっこに座ったのがわかった。明は、俺が完全に眠りに落ちていると思ったのだろう。

『真夜』

　呟くように俺の名前を呼んで、その手が俺の手をそっと握る。

　やっぱり寂しかったんだろうな。

　鼻をすする音が聞こえて、俺の手を握りながら明はこっそりと泣いていた――。




　マンションに着くと、すぐ明に浴室へと押し込まれた。

　どうやら俺がシャワーを浴びている間に晩ご飯の支度をしたいらしく「のんびり入ってきていいよ」と言われた。

　のんびりと言われてもお湯につかるわけではないので、そんなに時間を潰せない。それでも気持ちゆっくり目に全身を洗ってリビングへ戻ると、明はまだキッチンでバタバタと料理を続けていた。

　美味しそうな匂いに腹が減ってくる。今日は昼頃に突然来客があり、話し込んでいたら午後一の会議の時間になって、そのまま昼食を食べ損ねてしまった。

「真夜。早く服着てよ」

　ソファに座りながら、首にかけているタオルで濡れた髪を拭いていると、キッチンのほうから明の不満そうな声がした。

「服？　着てるだろ」

「下だけね」

　今の俺の格好は、上半身は何も身につけていないが、下はちゃんと黒のスウェットをはいている。シャワーを浴びたあとは、なんとなくすぐに服を着る気になれない。

　そういえば、明と一緒に暮らし始めた頃、シャワーを浴び終えてリビングへ戻ると、上半身裸の俺を見た明が悲鳴とともに、慌てて自分の目を隠していたっけ。早く服着てよ！とか言いながら、プンプン怒っていた気がする。

　俺は、タオルで軽く髪を乾かすと、Ｔシャツを身につけた。

　明の料理も出来上がったらしい。ダイニングテーブルに、大きなハンバーグが載ったプレートが置かれる。ブロッコリーやにんじん、コーン、ポテトが添えられていて彩りもいい。そこにコーンクリームスープも加わった。

「本当はもっと作るはずだったのに、間に合わなかった」

　残念そうに呟きながら、明がエプロンを外す。

「これだけあれば充分だろ」

　わざわざ俺の誕生日のために作ってくれただけで、嬉しい。

「ほら、早く食べるぞ」

　ふたりで向かい合って椅子に座ると、こんな日にちょうどいいワインがあるのを思い出して、取りに行った。ふたり分のグラスも一緒に持って戻ると、明が興味津々にワインを見てくる。

「すごく高級そうだね」

「フランスの赤ワインで、何年か前に親父からもらったんだ。せっかくだから、開けてみるか。明も飲むだろ？」

「うん。飲んでみたい」

　俺が蓋を開けると、明がグラスに注ぐ。そして自分のグラスを持ち上げて、ニコッと笑う。

「真夜、誕生日おめでとう」

「ありがとな」

　三十二なんてもう自分の誕生日を喜ぶような歳でもない。でも、何年か振りに明と一緒に誕生日を過ごし、こうして祝ってもらえるのはやっぱり嬉しい。

「かんぱーい」

　明の言葉に、互いのグラスを軽くぶつけた。

　ワインを飲みつつ、明の手作りハンバーグを食べる。見た目からはわからなかったが、中にはチーズが入っていて、切るととろりとこぼれてきて美味しい。

　残さず、すべて食べ終えると、そのあとは明が予約していたケーキだ。ふたりで食べるので四号サイズの小さなホールケーキだけど、ちゃんとその上には俺の年齢の三と二の数字のろうそくが立っている。

　それに火をつけて、明が部屋の電気を消した。

　誕生日の定番ソングを歌ってから、俺にろうそくの火を吹き消すように促す。言われた通り一気に吹き消すと、「真夜おめでとー」と、両手をパチパチと叩かれた。

　部屋の明かりをつけると、言いづらそうに明が口を開く。

「プレゼントなんだけど、まだ用意してないんだよね。考えたんだけど思い浮かばなくて」

「いいよ、プレゼントなんかなくても。こうして俺の誕生日を覚えていて、祝ってくれただけで、俺は充分嬉しいから」

　本心でそう告げたのに、明は納得していないらしい。

「でも、やっぱり何かプレゼントしたい」

　そう呟いたあと、あ！と思い出したように声をあげる。

「ねぇ、真夜は何が欲しい？」

「えっ」

「欲しいもの言ってくれたら、それをプレゼントにするから」

　そう言われても、残念ながら欲しいものは特にない。というより俺は、明が俺のために選んでくれたものなら、なんでも嬉しい。

「今、すごーく欲しいものってある？　なんでもいいよ」

「そうだなぁ……」

　俺に何かプレゼントをしたい明の気持ちに応えたくて、欲しいものを考えるが……やっぱり何も出てこない。

　でも、ひとつ思い浮かんだ。

「腕時計」

　明の瞳を見つめてそう告げると、彼女の視線が俺の手に注がれる。

「腕時計かぁ。でも、真夜、持ってるでしょ。ほら、昔よくつけてたのあったよね。真夜のお気に入りのブランドので、限定のやつ」

　――覚えていたのか。

　俺のお気に入りのスイスの腕時計メーカー。その限定モデルがどうしても欲しくて、大学生の頃にすべての貯金をはたいて購入した。それ以来、社会人になっても毎日のように、その腕時計をつけていた。

「そういえば、最近つけてるの見てないかも。あの腕時計どうしたの。もしかして壊れた？」

「アホ。そう簡単に壊れるわけないだろ。三百万以上する時計なんだから」

「ええええ!?　あの腕時計そんなに高かったんだ」

　サラッと値段を告げれば、驚いたように明が声をあげる。

「じゃあ大事にしまってあるの？」

「いや、今は人に貸してる」

「貸してるの!?　三百万以上もする腕時計だよ」

　まばたきをしながら「信じられないんだけど……」と、明が呟く。

「誰に貸したの？」

「……昔からの知り合い。そういえば、まだ返してもらってないな」

「それって大丈夫？　真夜、騙されてない？　その人、そのまま真夜の腕時計、返さないつもりかもよ」

「いや、それはないよ。俺はそいつを信頼してるから。きっと返してくれるだろ」

　俺からそいつに腕時計を返すよう言ってもいい。でも、できれば自分で思い出して、俺のところに返しに来てほしい。そう約束をして、あの日、俺は腕時計をそいつに預けたんだから……。

　すると明が何かを思いついたのか、ハッとした顔で俺を見た。

「もしかして、知り合いの人に貸した腕時計が返ってこないから、その代わりになるのが欲しいの？　それなら、同じブランドがいいよね」

「えっ。ああ……」

「ちょっと待ってね」

　明はそう言うなり、テーブルの端に置いていたスマホに手を伸ばした。何やら操作しながら、ひとりでぶつぶつと呟いていたが、しばらくするとその視線が恐る恐る俺へと向けられる。

「……真夜、ごめんね。誕生日プレゼントなんだけど、少し時間もらえるかな。今すぐにはあげられそうにないかも。というか、買えても一番安いものになりそう」

　俺のお気に入りブランドの腕時計について調べたのだろう。もしかして、自分でも買えそうな金額のものがあるかもしれないと思って。でも、一番安いのですら、今の明にとって購入するのは難しいらしい。

　別に、俺も本気で明に腕時計が欲しいと頼んだわけじゃない。ここでその話題を出したのは、もっとほかの目的があったからだ。でも、明は気がつきそうにない。

　俺は、首を横に振った。

「やっぱり腕時計はいらないよ。貸してるのが返ってくるの待ってるから」

　俺が欲しいのは、その腕時計だけ。けれど、明は納得していないらしい。

「ううん。私、真夜の欲しいもの、なんでも買ってあげるって言ったから。腕時計をプレゼントしたい」

「でも、明には高いだろ」

「大丈夫。お金を貯めれば多分買える」

　そこまでしてプレゼントをしてくれなくてもいいんだけど、明は、子供の頃から意地っ張りだから。きっと、自分から俺に欲しいものを聞いた以上、それを買わないと納得がいかないのだろう。

　困ったな。腕時計が欲しいなんて言わなければよかった。そこまでして明にプレゼントされても――。

「私、約束通り真夜に腕時計をプレゼントするから。ちゃんと待っててね」

　真剣な眼差しでそう告げる明に、俺は思わず彼女の顔をじっと見つめた。

「……ああ、待ってるよ。いつまでも、楽しみに待ってる」

「うん。楽しみにしていてね」

　そう告げると、明は満足そうに微笑んだ。

　まぁ、いいか。このまま待っていよう。

　それから明は、テーブルの上に置いたままのホールケーキにナイフを入れて切り分ける。

「プレゼントがない代わりに、真夜のケーキ、大きく切ってあげるからね。イチゴも三つにしてあげる」

　明は、俺のお皿にケーキを乗せると、自分の分のイチゴも俺のケーキの上に置いてくれた。

　しばらくふたりでケーキを食べていると、「……ねぇ、真夜」と明が、最後に食べるために残しておいたイチゴをフォークに刺しながら口を開く。

「何？」

　ケーキを食べる手を止めて聞き返したのに、明から言葉がなかなか戻ってこない。

「どうした？」

　もう一度聞き返すけれど、「なんでもない」と明は頭を振った。

　……また、これか。

　さっきの車でもそうだけど、最近このパターンが多すぎる。

　俺はフォークをテーブルへ置くと、ため息をついた。

「あのさ、明。俺に何か話があるなら言ってくれないか。その態度、すごく気になる」

　そう声をかけても、明は口を閉ざしたまま。

「ほら、早く言え」

　少し強めの口調で促しても、やはり何も答えてはくれない。

　それでもしばらくすると、フォークに刺したままのイチゴをぱくっと口に入れて、もぐもぐと食べ終えてから明が口を開いた。

「真夜は、去年の誕生日はどんな風に過ごしたの」

「去年？」

　確か、当時付き合っていた彼女と、彼女が予約したレストランでコース料理を食べながら過ごした記憶がある。それを正直に話すと、「やっぱり、彼女いたんだ……」と、軽くため息をこぼした。

「真夜の彼女ってどういう人だったの？　職業は？　年齢は？」

「そんなの、もう今は別れているんだから、どうでもいいだろ」

「いいじゃん、教えてよ」

　まさかこんな質問がくるとは思わなかった。俺は、大きく息を吐き出すと、仕方なく答える。

「モデルだよ。歳は俺と同じ。友人の紹介で知り合って、向こうからアプローチされて付き合った。でも、三年で別れた」

　言い終えてから明を見ると、なぜか呆ぼう然ぜんとした様子で固まっている。その唇から「モデル……」と、小さな声がこぼれた。

「ちなみに、その人の名前は？」

「それこそ、明には関係ないだろ。もうとっくに付き合いは終わってるんだ」

「そうだよね。ごめん。でも、気になって……」

　明がしゅんとした様子で下を向く。

　もしかして、最近、明が俺になかなか言い出せなかったのは、これか？　そうだとしたら、俺の元カノなんて気にする必要は全くないのに。

　俺が好きなのは、明だから。

　あの日もそう伝えたはずなのに。やはり明は、覚えていないのだろう。

　でも、仕方がない。そのことだけじゃなくて、明は、自分の母親の最期の瞬間も忘れてしまっているのだから。

　でも、俺はずっと待っている。

　明が、あの日の俺の言葉を思い出してくれるまで、ずっと……。










ため息の理由




　降り注ぐ日差しがポカポカと暖かい。

　そんな今日のランチは、千華ちゃんと一緒に、職場のビルの近くにある公園でとっている。

　この公園には、お昼頃になるといつもキッチンカーが何台か来ていて、周辺のオフィスビルで働く社員たちの列ができる。

　私たちは、エスニック系の料理を出しているキッチンカーに並んで、ハンバーグと目玉焼きが乗ったロコモコをそれぞれ注文した。ベンチに座って食べていると、隣の千華ちゃんが不意に私へ視線を向けてくる。

「明さん、何かあったんですか。最近、よくため息ついてますけど」

「えっ、そう？」

「はい。仕事中もよくしてますよ。まさか無意識ですか」

　自分でも気がつかなかった。そんなに、ため息をついてたのかな。

　……そうだとしたら、原因はあれしかない。

　三日前の真夜の誕生日。千華ちゃんから聞いたモデルの東雲優愛さんの元恋人が、もしかして真夜なんじゃないかとずっと気になっていた。

　迎えに来てくれた真夜に車の中では聞けなくて、ケーキを食べている時、遠回しに去年の誕生日の過ごし方を聞いてみたら、彼女と過ごしたという答え。

　その彼女というのが、真夜と同じ歳の、モデルで交際期間は三年ほど。千華ちゃんから教えてもらった優愛さんの情報と同じだった。

　やっぱり、結婚の噂まであった優愛さんの元恋人は、真夜かもしれない。そう思ったら、ずっと心がモヤモヤとしている。

「はぁ……」

「あ！　ほら、また出た」

「あっ」

　思わず自分の口を両手で覆う。すると、そんな私の様子に千華ちゃんが心配そうに尋ねてくる。

「何か、悩み事でもあるんですか？　私でよければ、相談に乗るので話してください」

　千華ちゃんに相談したら、少しはこのモヤモヤが解消するのかな。確かに、ひとりで悩んでいるよりかは、スッキリとするのかもしれない。

　そう思って、口を開こうとした途端、千華ちゃんがさらに言葉を続ける。

「というか、隣から聞こえてくるそのため息がうるさすぎて、仕事に全く集中できないし、今も気になってせっかくのロコモコが美味しく感じません。明さんのため息を止めたいので、原因を話してください」

「うっ……なんかすみませんでした」

　無意識とはいえ、私のため息がそこまで千華ちゃんに迷惑をかけていたとは申し訳ない。

「実は、この前のあれが当たっているかもしれなくて……」

「この前？」

　それだけだと通じないのか、千華ちゃんが首を傾ける。

「ほら、モデルの東雲優愛さんの元恋人――」

「ああ！　はいはい、思い出しました」

「やっぱり、それって真夜かもしれない」

　そう打ち明けると、千華ちゃんは「ええ!?」と叫んだ。

「優愛の元カレって、明さんの旦那さんだったんですか？」

「うん……。はっきりと名前を言われたわけじゃないんだけど。それとなく聞いてみたら、真夜の元カノはモデルで、年齢も優愛さんと同じ三十一歳。交際期間も三年だって言ってたから、そうだと思う」

　そこまで言うと、私は両手で顔を覆った。

「どうしよう。ふたりが別れた原因が私だったら……」

　私との結婚が決まったから、真夜は優愛さんと別れるしかなかった。本当は、まだふたりは愛し合っていたはずなのに、私が仲を引き裂いてしまった。もしもそうだとしたら、ふたりにとって私は邪魔者だ。

「落ち着いてくださいよ、明さん。まだそうと決まったわけじゃないですから」

　千華ちゃんが励ましてくれる。

「旦那さんと優愛が別れた理由は、明さんじゃなくて、ほかにあるかもしれないし」

「ほかって？」

「それはわかりません。でも、今の優愛の活躍を見ている限りでは、失恋を引きずっている様子はないですし。私は、ふたりが別れた原因は明さんじゃないと思いますよ」

「そうかな……」

　気になるなら、真夜に直接聞くのが早い。でも、そこまで踏み込めない。

　そんなモヤモヤとした気持ちをスッキリさせられないまま、今日から真夜はドイツへと出張に行ってしまった。戻ってくるのは一週間後。

「元気出してください、明さん！　旦那さんの元カノが東雲優愛みたいな美人モデルで、いまいち派手さが足りない明さんには敵かなわない相手だとしても、奥さんは明さんなんですからね」

　千華ちゃんが、私の背中をポンポンと優しくさすってくれた。

　彼女なりに落ち込む私を励まそうとしているのは伝わってくるものの、『派手さが足りない』って……。

　自覚はあるだけに、ちょっとヘコむ。でも、千華ちゃんに悪気はない。

　千華ちゃんは、はっきりとした性格の子で、思ったことをわりとズバッと口にする。たまにその言葉があまりにも鋭くて、グサッと刺さる時もあるけど、ストレートに言われて、かえってスッキリする場合もあるくらいだ。

「あ、そうだ！　そんなモヤモヤは、土曜日に美味しいものをたっぷりと食べたら忘れますって」

「そうかな」

　食べても、そう簡単に忘れられないと思う。

「今週の土曜日楽しみですね、明さん！」

　うきうきとした様子でそう告げた千華ちゃんの頭の中は、すでに私の悩み事よりも、今週の土曜日に行く Viola Luna のランチビュッフェで、いっぱいになっているのかもしれない。




　そして、その週の土曜日。

　待ち合わせ場所の駅へ向かうと、そこにはすでに千華ちゃんの姿があって、私の到着を待っていた。

「遅いですよ、明さん！」

「えっ、そうかな」

　少し早めに着くように家を出たから、遅刻はしていないはず。

　腕時計を確認すると、待ち合わせ時間である十一時の十分前。どうやら千華ちゃんがだいぶ早く到着して、私を待っていたらしい。

　目的地である Viola Luna は、この駅からでもすでにその外観が見えるほど近い距離にある。話をしながら歩いて数分で到着すると、目の前にそびえ立つ立派な外観を見上げながら、千華ちゃんが感嘆の声をあげた。

「やっぱり大きいですねー」

「そうだね」

　その隣で私も頷いてしまう。

　地上三十八階、高さにして百五十メートルは超える、シヅキホテルグループ最大規模のホテル Viola Luna。

　私がここへ来るのは去年の九月、大学時代の友人の結婚式に参列した時以来になる。

　いつ来ても圧倒されてしまうほどの大きさだ。こんなに巨大なホテルの総支配人を務めているのだから、真夜はやっぱりすごいなと思う。それと同時に、なんだか自分とは遠い人のように感じてしまった。

　思えば、私の記憶にある真夜は、いつも人の輪の中心に立ってリーダーシップを発揮している人だった。

　頭の回転が速くて、何が起きても慌てずにゆったりと構えている。加えて、誰に対しても裏表なく丁寧に接するから、男女問わず人気者。私は、そんな真夜をいつも頼もしく感じていたし、何が起きても、真夜がそばにいてくれたら大丈夫だと思えた。

　だから七年前のあの日。真夜から仕事で三年間バリへ行くと告げられた時は、まるで自分の身体の一部を取られてしまうような、深い喪失感を味わった。それくらい私にとって真夜は、そばにいるのが当たり前の存在だった。

「明さん、早く行きましょう！」

「う、うん。そうだね」

　真夜を想ってしんみとりとした気持ちになっていると、千華ちゃんに声をかけられた。弾んだ足取りで歩きだす千華ちゃんを、私は慌てて追いかける。

　回転ドアのエントランスを抜け、開放感のある吹き抜け構造のロビーへと出た。エレベーターに乗り込むと、最上階まで一気に上がる。

　ビュッフェ会場のレストランへ向かう途中、同じフロアに今年の三月にオープンしたばかりの保しなの支店の前を通った。こっそりと中の様子を窺うと、ほとんどのテーブルが埋まっていて、繁盛しているように見える。

　どうやらオープンしたばかりの支店は順調そうだ。それにホッと安心しながら、さらに先へ進んで、目的のレストランに到着。そこにはすでにたくさんの人の列ができていて、見たところ女性が多い。

「なんだか、ワクワクしてきました」

　千華ちゃんがキラキラと目を輝かせている様子に思わずクスッと笑ってしまった。そんな私も、実はビュッフェでたくさん食べるために朝食を抜いてきたので、お腹がペコペコだ。

　私たちは、レストランの入口にいるスタッフさんにチケットを見せ、中へと足を踏み入れる。案内された窓側の席からは東京湾を一望でき、遠くにはレインボーブリッジや東京タワーなど都心のビル群が見えた。

　その開放的な景色に、私はつい見惚れてしまう。一方の千華ちゃんは、景色よりも料理に夢中らしい。

「明さん！　さっそく料理を取りに行きましょう！」

　張り切った様子で椅子から立ち上がるので、そのあとを追いかける。

　中央にあるビュッフェ台にはたくさんの料理が並んでいて、どれもとても美味しそうだ。特に、ローストビーフのカットサービスには多くの人が集まっているし、デザートコーナーも充実していて、ケーキやプリン、ゼリーなどスイーツをはじめ、メロンやパイナップルなどのフルーツも並んでいる。

　それぞれ食べたいものをお皿に載せてから席へと戻る。千華ちゃんのお皿にはたくさんの料理が盛られていて、今にも溢あふれそうだ。

「千華ちゃん、そんなに食べられるの？」

「はい。全部の料理を制覇したいと思います」

　千華ちゃんは「いただきます」と両手を合わせると、さっそく料理を食べ始めた。

「んー！　美味しい～」

　頬に手を添えて笑顔になる千華ちゃんを見て、私も料理を食べようとすると――。

「失礼します」

　きっちりとしたスーツ姿の男性が、私たちのテーブルへとやってきて深々と頭を下げた。

「私、当レストランの責任者を務めております中なか森もりと申します。総支配人の奥様でいらっしゃいますよね」

『総支配人の奥様』という聞き慣れない言葉にきょとんとしていると、その中森さんが再び尋ねてきた。

「姿月総支配人の奥様の、明さんでいらっしゃいますよね」

「あっ、はい」

　そこまで言われて、ようやく『総支配人の奥様』が私だと気がついた。慌てて頷くと、中森さんがホッとしたような笑顔を見せる。

　でも、どうして私を知っているんだろう。レストランに入る時もチケットを渡しただけで、名乗らなかったはずなのに……。

「本日は、当レストランのランチビュッフェにお越しいただきまして、ありがとうございます。お食事中のところ失礼かとは思いましたが、やはりご挨拶をと、お声をかけさせていただきました」

「あ、いえ、それは、わざわざすみません」

　私も椅子から立ち上がると、ペコリと頭を下げた。顔を上げると、にっこりと微笑む中森さんと目が合う。

　年齢は多分、父と同じぐらいだと思う。白髪をカッコよく活かした、いわゆるグレーヘアがお似合いの、紳士なおじさまだ。

「当レストランでは、海外の有名店で修業を積んだシェフたちが腕によりをかけ、一品一品丁寧に調理をしておりますので」

　そのあと中森さんはビュッフェ台に並ぶ料理の説明を細かくしてくれた。ひと通り終わると、またにっこりと微笑む。

「どうぞ、このあとも当レストラン自慢の料理をお楽しみください」

「はい。ありがとうございます」

「私はこれで失礼いたします。何かございましたら、いつでもお声がけください」

　そう言って、中森さんは私たちのテーブルをあとにした。背筋がピンと伸びた後ろ姿を見つめながら、私はふと思い出す。

　……そういえば、結婚式の時に見かけたかもしれない。

　真夜側のゲストで、披露宴の時に少しだけ言葉を交わした。だから中森さんは私を知っていて、こうして今日も声をかけに来てくれたんだ。

　私もちゃんと覚えておけばよかった。結婚式の時は挨拶をする人が多すぎて、ひとりひとりしっかりと顔と名前までは覚えられなかった。

　今さらながら反省していると、私と中森さんのやり取りを聞いていた千華ちゃんが口を開く。

「明さん、すごいですね。レストランの責任者が挨拶に来るなんて。さすが総支配人の奥様。なんだか一緒にいる私までＶＩＰ扱いされた気がします」

「ＶＩＰって……」

　それは大おお袈げ裟さだと思う。私は椅子に腰を下ろすと、大きく頭を振った。

「私なんて、ぜんぜんすごくないよ」

「そんなことないですって。だって、よく考えたら明さんは未来の社長夫人ですもん。しかも、大企業シヅキホテルグループの！」

　確かに、このままいくとそうなるのかもしれない。今の真夜はこの Viola Luna の総支配人だけど、いずれはお父さんの跡を継いでシヅキホテルグループの社長になる。

　そうなれば私は千華ちゃんの言う通り社長夫人。でも、私なんて、ぜんぜんすごくない。

　真夜と結婚したのだって、彼に好きになってもらったわけじゃなくて、お互いの父親に勝手に決められてしまったから。

　そういえば真夜は、私との結婚をどう思っているんだろう……。

　好きでもない相手と結婚するなんて嫌じゃなかったのかな。そう思ったら胸がズキンと痛んだ。

『俺は好きだよ』

　先日、真夜に言われた言葉を思い出す。

　だけど、あれはきっとあの場限りの言葉で、本気じゃない。

　子供の頃から何度も何度も何度も告白をして、そのたびにフラれ続けてきたんだ。そう簡単に、真夜が私を好きになるはずないってわかっている。

　私の初恋は、叶わないまま終わったんだから……。










寂しい気持ち




「たくさん食べましたね」

　十一時半のスタートから制限時間の二時間が経過すると、私と千華ちゃんはビュッフェ会場のレストランをあとにした。

　エレベーターで下の階まで降りてロビーを歩きながら、千華ちゃんが満足そうにお腹をさする。

　全種類の料理はさすがに食べられなかったものの、半分は制覇したと思うくらい千華ちゃんはよく食べていた。

「本当に美味しかったです。明さん、誘っていただいてありがとうございました」

　千華ちゃんが丁寧に頭を下げる。

「喜んでもらえてよかった。また一緒に行こうね」

「はい！　あっ、でも、次にここの料理を食べるのは、私の結婚式の時にします」

「それじゃあ、その時は私も招待してね」

「もちろんです。なので、明さん。旦那さんに頼んで結婚式の費用を少し値引きしてもらえませんか」

「うーん。それはどうだろうね」

「やっぱり、ダメですよね～」

　そう言って、千華ちゃんは恥ずかしそうにヘヘッと笑った。

　それから、彼氏が車で迎えに来ているという千華ちゃんとはロビーで別れて、私はひとりでこれからの予定を考える。

　せっかくここまで来たから、保しなの支店に顔を出してみようかな。店主を務めている従兄弟の光輝君とも久し振りに話がしたいし。

　この時間だとお昼の営業がだいぶ落ち着いてきた頃だから、行っても迷惑にはならないはず。そう思って、エレベーターホールへ戻ろうとした時だった。

「……わっ！」

　背後から何かがドンと勢いよくぶつかってきた。慌てて振り返ると、男の子が尻もちをついている。

「大丈夫？」

　座り込んでいる男の子の脇に手を入れて持ち上げて、その場に立たせる。すると、少し離れた場所から、男の子の母親らしき女性が慌てた様子で近づいてきた。

　妊婦さんなのか、そのお腹はかなり大きい。

「晴はる斗と！　急に走ったら危ないでしょ」

　晴斗？　どこかで聞いたような……。

　男の子の母親に視線を向けると、向こうも私を見ていたようで、目が合うとハッとした表情に変わった。

「もしかして、明ちゃん？」

　名前を呼ばれて、ようやく私も気がつく。

「志し穂ほさんですか？」

　よく見るとその女性は、従兄弟の光輝君の奥さんの志穂さんだった。会うのは、かなり久し振りな気がする。四月の私の結婚式には、妊娠中の志穂さんの体調があまりよくなくて、光輝君だけが出席していたから。

　大きなお腹を抱えた志穂さんと一緒にいる男の子は、息子の晴斗君だ。最後に会った時はまだ小さな赤ちゃんだったのに、いつの間にかこんなに大きくなっていて驚いてしまう。確か、今は四歳ぐらいだったかな。

「ごめんね、明ちゃん。晴斗がぶつかって」

「いえ、私は大丈夫です。晴斗君は大丈夫？」

　そう言って、晴斗君の顔を覗き込むと「だいじょーぶ！」と元気な声が返ってきた。

「ほら、晴斗。ちゃんと謝りなさい」

　母親の志穂さんに少しだけ厳しく注意されて、晴斗君はしょんぼりしながらも「ごめんなさい」と、ペコッと頭を下げた。「大丈夫だよ」と私も笑顔で返すと、志穂さんがハッと思い出したように口を開いた。

「そういえば明ちゃん。遅くなってしまったけど、結婚おめでとう。私、お腹も大きいし、晴斗もいるから、せっかく結婚式に招待してもらったのに参列できなくて、ごめんね」

「いえ、気にしないでください」

　光輝君から聞いた話によると、私たちの結婚式の頃の志穂さんは切迫早産というものになっていたらしい。赤ちゃんが予定日よりも早く生まれてきそうになっていて、お医者さんに自宅で安静に過ごすように言われていたそうだ。

「大丈夫なんですか？」

　ワンピースの上から大きなお腹をさすっている志穂さんに尋ねると、彼女は明るい表情で頷いた。

「ええ。なんとか回復して安静解除が出たから。あとは来月の予定日まであまり無理はしないで過ごさないと」

「来月って、もうそろそろじゃないですか」

　改めて、志穂さんの大きなお腹を見つめる。

「こんなところまで来て、大丈夫なんですか？」

　なんだか、とても歩きづらそうだ。それなのに、晴斗君も一緒に連れて、志穂さんはどうして Viola Luna に来ているんだろう。

「主人の忘れ物を届けに来たの。仕事で必要だから。ここまでなら来られると思ったけど、いざ来てみたらやっぱり疲れちゃうわね」

「えっ、大丈夫ですか。とりあえず、あそこに座りましょう」

「ええ。そうしようかな」

　私は志穂さんの腰に手を回して支えながら、フロントの近くにあるソファまで一緒に歩いた。そのあとを晴斗君もついてくる。

　ソファに腰掛けると、志穂さんは「ふぅー」と息をついた。

「ホテルのスタッフさんに、どこか横になれる場所があるか聞いてきましょうか」

「ううん、大丈夫。ありがとう。ここに座って少し休めば、楽になると思うから」

　そう言われても、心配になってしまう。

　すると、「ママ～。パパの忘れ物届けたら、公園に遊びに行くって約束したでしょ。早く行こうよー。ねぇねぇ、立ってよー」と、晴斗君が志穂さんの手をつかんで、なんとか立たせようと引っ張っている。そんな晴斗君に、志穂さんも困り顔だ。

「ごめんね、晴斗。ママちょっと疲れちゃったから休ませて。公園はもう少し待って」

「えー、やだよー。僕もう待ちきれないよ」

　晴斗君が志穂さんの手をぶんぶんと振り回す。

「早くー。公園、早くー」

「晴斗。お願い。もう少し待っててね」

「やーだー。ママの嘘つき」

　晴斗君は志穂さんの手を放すと、とうとう駄々をこね始めてしまった。

「ママ早くー。公園行きたいー！　約束したのにー！」

　大きな声で騒ぎだしてしまい、周りにいる宿泊客たちの視線が向けられる。志穂さんは申し訳なさそうな顔で、なんとかなだめようとはしているものの、晴斗君の機嫌は直りそうにない。

「ママの意地悪。僕は公園に行きたいのに」

　とうとう泣きだしてしまった。志穂さんも大きなお腹をさすりながら困った様子だ。

　そんなふたりのやり取りを見ていた私は、泣いている晴斗君の前で腰を屈めて視線を合わせる。

「ねぇ晴斗君。ママとじゃなくてお姉ちゃんでよければ、これから一緒に公園に遊びに行かない？」

　そう声をかけると、泣いていた晴斗君の涙がピタッと止まった。

「公園行けるの？」

「うん。でもママはここで少し休ませてあげて。それでも、いいかな」

「お姉ちゃんと？」

　晴斗君がじーっと私を見つめてから、パッと笑顔になった。

「うん、いいよ。一緒に遊ぼう」

　晴斗君の小さな手が、私の手をギュッと握った。すると志穂さんが慌てたように私に声をかける。

「明ちゃん、本当にいいの？」

「はい。このあと特に予定ないし、お昼、食べすぎちゃったから、身体も動かしたいので。志穂さんさえよければ、晴斗君と近くの公園で遊んできますよ」

「そう？　明ちゃんがそう言ってくれるなら、お願いしてもいいかな」

　志穂さんの言葉に「はい」と答え、私は晴斗君の手を握り直した。

「じゃあ行こっか。晴斗君」

「うん！　しゅっぱーつ」

　晴斗君が張り切った様子で私の手を引きながら、エントランスを目指して歩きだす。

「晴斗。明ちゃんに迷惑かけたらダメだよ」

　背中に志穂さんの声を聞きながら、私と晴斗君はホテルをあとにした。




「疲れたぁー」

　その夜、帰宅するなり私は崩れるようにソファへと倒れ込んだ。

　四歳児の体力を舐なめていた。

　あのあと、志穂さんの代わりに晴斗君を公園に連れていったけれど、次から次へといろんな遊具で遊んで走り回るので、追いかけていたらすっかりヘトヘトになってしまった。

　一時間ほどたっぷりと遊んでから Viola Luna へ戻り、それから志穂さんがお礼に晩ご飯をご馳走するからと自宅へ誘ってくれて、その好意に甘えることにした。

　晴斗君と公園で遊んで身体を動かしたせいか、私はお腹がペコペコだった。志穂さんが作ってくれた唐揚げを、晴斗君と一緒にもりもりと食べた。

　どうやら私は『明ちゃん』と名前で呼んでもらえるほど気に入ってもらえたらしく、晩ご飯のあとも、晴斗君が大好きな戦隊ものの人形で一緒に遊んだ。

　それから帰宅したわけなのだけど……子供の相手が、こんなに疲れるとは思わなかった。もうこのままお風呂にも入らずにここで眠ってしまいたい。

　晴斗君からまた遊びたいと言われたので、明日も公園で遊ぶ約束をしてしまった。でも、体力がもつか心配になってくる。

　普段あまり身体を動かさないから大丈夫かな。今日だけでかなりヘトヘトになってしまったし。

　真夜が選んだ座り心地抜群のふかふかしたソファに寝転がりながら、ついウトウトしていた時だった。近くに置いたままのカバンの中でスマホが鳴っている。

　こんな時間に誰だろう？

　眠いし、動きたくないから、電話に出るのがめんどくさい。しばらく経てば留守電に切り替わるし、大切な用事ならメッセージが残っているはず。あとで確認すればいいか。と、再びウトウトしていると、鳴っていた電話が切れた。

　ところが、すぐにまたかかってくる。続けて二回もかけてくるなんて、もしかしたら何か重要な電話かもしれない。

　私は重たい身体をむくりと起き上がらせると、カバンへと近づきスマホを手に取る。

「真夜からだ……」

　時差があるから、ドイツはまだお昼過ぎ頃のはず。仕事中のはずなのに電話なんて、どうしたんだろう。私は、慌ててスマホを耳に当てる。

「もしもし、真夜。何かあったの」

『何かないと、俺はお前に電話したらいけないのか』

　少しムスッとした声が返ってくる。

「あっ、ごめん。そういうわけじゃないんだけど」

　出張先から突然、電話がかかってきたから驚いてしまった。一瞬、もしかして真夜の身に何か起きたのかもしれないと思って……。

『寝てたのか？』

「うーん……ソファで寝そうになってたところ」

『ソファで？』

　呆れたような真夜の返事が戻ってくる。

『俺がいないからって、羽伸ばして、自堕落な生活送ってるんじゃないだろうな』

「違うよ！　今日はとても健康的な一日を過ごしたんだから」

『へぇ。何してたの？』

　真夜に尋ねられたので、私は今日一日の行動を彼に伝える。

「えっと。お昼に真夜のホテルのランチビュッフェに行ってきた」

『ああ、あれか。誰と行った？』

「職場の後輩」

『そうか。ランチどうだった』

「うん。美味しかったよ。ローストビーフのカットサービスがあって、後輩と何度も並んじゃった」

　思い出したらよだれが出そうになる。あれは美味しかったなぁ。

「ランチビュッフェのあとは、たまたま志穂さんに会ったの。ほら、光輝君の奥さん。わかる？」

『ああ、知ってるよ』

「それで、いろいろあって息子の晴斗君と公園で遊ぶことになって」

『いろいろってなんだよ』

　真夜に突っ込まれたけれど、そこの説明まで詳しく話すのがめんどくさくなったので省略する。

「まぁ、いろいろあったんだよ。それで、晴斗君と公園で遊んだんだけど、四歳のパワーはすごいね。たった一時間遊んだだけでもうヘトヘト。それで今、ソファに倒れてたところ」

『はは、そうか』

　電話の向こうで真夜が笑っている。その笑い声を聞きながら私は言葉を続けた。

「公園で遊ぶのなんて何年振りだろう。疲れたけど、やっぱり身体を動かすのはいいね。ほら、美味しいお昼ご飯を食べて、そのあとは外で遊ぶなんて、健康的な一日だったでしょ」

『そうだな』

　私の言葉に真夜は優しい声を返してくれた。その声がなんだかとても心地よく感じて、ずっと聞いていたくなってしまう。

　そういえば、真夜とは幼い頃からの付き合いだけど、電話で話をした記憶はあまりないような気がする。だから新鮮なのかもしれない。

　いつもよりもしっかりと耳に届いてくる、優しい低音の声。なんだか胸がキュッと締めつけられた。

　真夜に会いたいな……。

　ふとそんな感情が込み上げてくる。

　真夜のドイツ出張は一週間。二日前の木曜に日本を発ったから、帰国日まではまだあと五日もある。

　そんなに会えないんだ……。つい最近まで、六年間も真夜とは音信不通だったはずなのに。結婚して一緒に暮らしているうちに、昔みたいに真夜がそばにいるのが当たり前になっていた。

　だから、一週間も会えないのは寂しい。そんな気持ちが、つい口からこぼれてしまった。

「真夜は、予定通りに帰ってくる？」

　そう言ってから、ハッと気がついた。

　私は、何を言っているんだろう。これじゃあまるで寂しいから早く帰ってきてと言っているみたいに聞こえてしまう……。

　真夜が出張へ行ってから、この二日間は寂しさなんて感じなかったのに。この電話のせいで、真夜の声を聞いたら会いたくなってしまった。

　でも、会いたいと思っているのは私だけなんだろうな。真夜は、私なんかいなくてもなんとも思っていないはず。そう考えたら虚しくなった。

　勝手にひとりで落ち込んでいる私の耳に、真夜の声が響く。

『そうだなぁ。こっちでの仕事も今のところ順調だから、予定通り来週の木曜には帰るよ』

「ふーん、そっか」

　寂しい気持ちを見破られないようにして、なるべく素っ気ない返事をする。

『帰国日の確認するなんて。もしかして明、俺がいなくて寂しい？』

「えっ」

　本心を見破られてドキッと心臓が跳ねた。

　どうして、真夜はいつも簡単に私の心を読んでしまうんだろう。

　そして多分ここで正直に〝寂しい〟と伝えられたら可愛いんだろう。でも――。

「寂しくないから」

　口から出たのは本心とは反対の言葉だった。それに対して真夜は少し黙り込んだあとで『そう言うと思った』と静かに笑った。

　思い返せば、私は子供の頃からそうだった。素直に〝寂しい〟と伝えるのが苦手。

　あの時だってそうだ。

　中学生の頃、自宅療養を続けていた母の検査結果が悪くなり再入院になった。

　その夜、寂しくて部屋でひとりで泣いていると、一階のお店で開かれているシヅキホテルグループの会食に来ていたはずの真夜が突然、私の部屋にやってきた。

『潔子さん入院したんだって？　寂しがってる明を慰めてやるから。ほら、ここに座りな』

　真夜は、自分が座っているベッドの隣に私を呼んだ。

『ぎゅーって抱きしめてあげようと思って』

　私はそんな真夜の優しさをはねつけた。でも本当は真夜に抱きつきたかった。そうしたら寂しい気持ちがなくなると思って。でも、できなかった。

　そのあと、お酒をたくさん飲んで眠くなったらしい真夜は私のベッドで眠ってしまった。その手をそっと握ると、真夜の体温が伝わってきて、それまでは我慢できていた寂しさが一気に溢れた。私の瞳からは自然と涙が出ていた。




　そんな懐かしい思い出に、ついぼんやりとしてしまった。

『お土産みやげは何がいい？』

「え」

　ふと真夜の声に呼び戻されてハッとなる。そんな私に真夜がもう一度問いかける。

『ドイツのお土産。欲しいものがあれば、なんでも買って帰るけど、何がいい？』

「うーん……」

　ドイツのお土産かぁ。それよりも今は真夜に早く帰ってきてほしい……とは、恥ずかしくて言えない。

「何がいいかなぁ」

　のんびりと考えていると、電話の向こうで突然、真夜がバタバタと慌てだしたのがわかった。続けて、部下の人らしい男性の声が遠くで聞こえて、それに対して真夜が何かの指示を出している。

『ごめん、明。そろそろ仕事に戻らないといけないから切るな』

　そして『じゃあな』という言葉とともに、電話は一方的に切れてしまった。

　もしかして、忙しい仕事の合間を縫って、わざわざ私に電話をかけてきてくれたのかもしれない。

　さっきまで真夜の声が響いていた右耳には、もう何も聞こえない。私は、スマホをそっと耳から離す。

『寂しい？』

　そう聞かれて、素直に〝寂しい〟と言えたらよかった。

　今も、あの時も……。




　翌日の日曜は午前から晴斗君と公園で遊んでから、志穂さんが作ってくれたお昼をご馳走になり、午後もまた公園で遊んでから帰宅した。

　そうして迎えた週明けの月曜。

　前日の晴斗君との公園遊びで疲労した身体を引きずりながら私は職場へと向かった。

　すると、珍しく千華ちゃんが私よりも早く出社していて、隣の席でにっこりとした笑顔で私を見つめている。

「明さん、おはようございます」

「おはよう千華ちゃん。朝からご機嫌だね」

「わかります？」

　千華ちゃんがこれまでにないくらい幸せそうな笑顔を見せる。

「実はこれ、見てください」

　そう言って千華ちゃんは、左手の甲を私に見えるように出した。その薬指にはキラッと輝いているものがあって……。

「えっ！　それってもしかして婚約指輪？」

「うふふふふ。当たりでーす！」

　嬉しそうに千華ちゃんが笑う。

「実は、一昨日、彼氏にプロポーズされました！」

「一昨日!?　その日って一緒にビュッフェに行った日だよね」

「はい。そのあと彼氏が車で迎えに来てくれたので、ぶらぶら買い物をしたあとスーパーに寄って家に帰ったんです。それで、一緒に晩ご飯を作って食べて……」

　千華ちゃんはそこでいったん言葉を切ると、自身の左手の薬指へとチラッと視線を送った。

「そのあとこの指輪を渡されて、プロポーズされました。ぜんぜんロマンチックじゃなかったけど、嬉しくて泣いちゃいましたよ。あれはもう、完全に不意打ちを食らっちゃいましたね」

　プロポーズを思い出しているのか、千華ちゃんの瞳がうるっとしている。よっぽど嬉しかったのだろう。

「おめでとう千華ちゃん。よかったね」

「ありがとうございます。強く願っていれば叶うものなんですね」

　心待ちにしていたプロポーズを受けた千華ちゃんからは、幸せオーラが滲にじみ出ていて、私まで幸せな気持ちになった。

　それからすぐに就業開始の時間になり、経理部全体のミーティングを終えてから業務に入る。しばらくは黙々と仕事をしていた千華ちゃんだけど、ふとキーボードを打つ手が止まった。

「そういえば、明さんの時はどうだったんですか」

　そう尋ねられて、私はつい電卓を叩く手を止めてしまった。

「どうって？」

「プロポーズですよ。明さんは旦那さんからどんなプロポーズがあったのか、すっごく興味があります」

　興味津々な様子で「教えてくださいよー」と私を見つめる千華ちゃんには申し訳ないけど、期待通りの返事はできないと思う。

「私は、プロポーズはなかったよ」

「えっ。なかったんですか？」

「だって、私たちは千華ちゃんたちとは違って、恋愛結婚じゃなかったから」

「えー。それでも、ひと言くらい何かなかったんですか」

「うん。なかった」

　私がはっきりと言い切ると、千華ちゃんは「そうなんですか」と残念そうに呟いて、再び仕事へと戻った。そんな彼女の左手薬指に、自然と視線が向かってしまう。

　一瞬だけ、うらやましいと思ってしまった。私と真夜の結婚は親に決められた政略結婚。プロポーズなんてあるわけないとわかっている。

　それでも、婚約指輪をもらって幸せいっぱいの千華ちゃんを見ていると憧れてしまう。私も、真夜から、好きだよと言われてプロポーズされてみたかった。

　私は、子供の頃から真夜のお嫁さんになりたかった。それが叶ったのにそれほど嬉しく感じないのは、やっぱりこの結婚が親に決められたものだからなのかもしれない。

　そんなことをぼんやりと考えていると、デスクの隅に置いていたスマホがブルッと震えて、私は千華ちゃんの薬指から慌てて視線をそらした。確認すると、真夜からのメッセージが入っている。

　どうやらドイツでの仕事が延びてしまい、帰国が予定日より二日遅れた土曜になってしまうらしい。

　そのメッセージに【了解】とだけ打ち込んですぐに返信をしたものの、なんだか気分が晴れない。

　一昨日は、寂しくないと言ってしまった。でも、あれは大嘘だ。

　本当はすごく寂しい。

　真夜の声が聞きたい。

　真夜の顔が見たい。

　真夜に早く帰ってきてほしい。

　そう思っているはずなのに、正直に伝えられない。

　予定通りに帰れるって言っていたのに真夜の嘘つき。

　仕事だから仕方がないとわかってはいても、約束を破られてヘコんでしまう。

　そんな沈んだ気分を紛らわせるため、さっき送ったばかりのメッセージのあとに、うさぎがベーッと舌を出しているスタンプも一緒に送った。










独り占め




『俺、バリへ行ってくるから』

　――十七歳の冬休み。

　新年が明けて三日が経ち、もうすぐ学校も始まるという寒い日の午後だった。

　私は、暖房を効かせた自分の部屋で、全く手をつけていなかった冬休みの宿題の残りを、もう間に合わないと半べそをかきながら必死に片づけていた。

　すると、仕事が休みの真夜が新年の挨拶も兼ねて、久し振りにうちへ遊びに来た。

　なんていいタイミング。『お願いします。宿題を手伝ってください、真夜様』と丁寧に頼んだのに、『嫌だ』とあっさり断られてしまった。

　真夜の薄情者、意地悪、大嫌い、とぶつぶつ呟きながら宿題を続けていると、私のベッドでくつろぎながらスマホをいじっていた真夜が、突然サラッと先ほどの衝撃的な事実を告げるから驚いた。

　びっくりして、シャーペンの芯がポキッと折れてしまうほど。

『親父にさ、バリにあるうちの会社の系列ホテルの支配人やれって言われたから、ちょっと行ってくる』

　何それ。ちょっとコンビニ行ってくる、みたいな軽い言い方。バリって外国だよね。フランスにあるんだっけ？　それはパリか。

　真夜の突然の報告に、頭がこんがらがって、思考が乱れている。バリがどこら辺にあるのか、今すぐには思い浮かばない。でも、コンビニのようにちょっと行って帰って来られる距離じゃないのはわかる。

　しかも、支配人ってホテルの中で一番偉い人だ。

　大学を卒業してから、お父さんが社長を務める実家のホテルグループで本格的に働き始めた真夜。まだ二年目のはずなのに、もう支配人になるなんて。

　真夜が遠くへ行ってしまう……。

　これはもう、のんきに宿題なんてやっている場合じゃない。私は、勉強机を離れて、真夜がくつろいでいるベッドへと駆け寄った。

『いつ行くの？』

『二月の頭頃かな』

　……って、あと一ヵ月しかないじゃん！

『いつ戻ってくる？』

『親父には三年って言われてる』

『三年……』

『寂しい？』

『うん……あっ、ううん。寂しくない』

　いけない。思わず本音で頷いてしまった。

　私は慌てて首を横に振ると、よろよろと勉強机へと戻った。再び宿題に取りかかろうとするものの動揺してしまい、シャーペンを持つ手がブルブルと小刻みに震える。

　真夜が遠くへ行ってしまう。外国に行ってしまったら、すぐには会えない。

　泣きそうだった。でも必死にこらえた。

　宿題の内容が頭に入ってこないし、手は震えるし、シャーペンの芯を何回も折ってしまうし、もう最悪だ。

　このままだと、絶対に宿題が終わらない。真夜のせいだ。ここは責任を取って、宿題を手伝ってもらわないと。

　自分が今日まで宿題に手をつけなかったのが悪いのに、それをこのタイミングでバリ行きをサラッと告げた真夜のせいにしながら、私は必死に動揺を静める。

『あっ、そうだ。お土産どうする？』

　のんきな真夜の声に腹が立った。

『欲しいものがあれば、なんでも買ってくるよ。とは言っても、渡すのは三年後だけどな』

　私は、三年も真夜に会えないんだ……。

　その事実が、胸に突き刺さる。

　子供の頃から、私のそばには真夜がいて、それが当たり前だった。真夜は社会人になり、私は高校生になって、以前よりも会う回数は減ってはいても、会いたいと思えば会える距離に私たちはいた。

　でも、真夜が外国に行ってしまったら、これまでみたいにすぐには会えない……。

　私は、中学生になった頃から、真夜への恋心を必死に諦めようとしていた。

　物心ついた時から真夜が好きで、告白を続けていたものの、いつまで経っても真剣に受け止めてもらえないし、その真夜は次から次へと違う彼女――しかも美人ばかり――と付き合っているし。もう、私の想いは真夜には届かないと気がついたから。

　でも、真夜が私の中で特別な存在なのは変わらなかった。

　どんなに諦めようとしても、やっぱり私は真夜が好きで、真夜以外の人を好きにはなれない。私の中で真夜は、それほど大きな存在だった。

　遠い外国の地へ行ってしまうと知った時、私にはやっぱり真夜が必要なんだと改めて気づかされた。

　お土産なんていらないから、バリに行かないでほしい。どこにも行かないで、真夜……。

　あと少しでそんな言葉が口からこぼれそうになった。でも、なんとか呑のみ込んだ。なぜかそれだけは言ってはいけないような気がしたから。

　それから一ヵ月後。予定通り真夜はバリへと旅立った。

　そしてそのわずか三日後。入院中だった母の容態が突然悪化し、そのまま息を引き取った――。




「うっ……」

　カーテンの隙間から差し込む光が眩しくて、閉じていた目をそっと開ける。

　とても懐かしくて、切ない夢を見ていたような気がする。その余韻のせいなのか、まだ胸が少し苦しい。

　そっと手で目元を触れるとうっすらと湿っていた。

　もしかして、寝ながら泣いてた？

　ごしごしと目元を拭いてから、ヘッドボードに置いてある目覚まし時計を見る。すると、時刻は朝の八時を指していて……。

「って、え!?　八時!!」

　寝坊した！と、慌てて飛び起きようとしたものの、そういえば今日は土曜日で、仕事は休みだと思い出す。それならまだゆっくり寝ていよう――。

「……ん？　なんか苦しい……」

　そこで、ようやく違和感に気がつく。横向きに寝ている私のお腹に回されている腕の存在と、何かが背中にぴったりと張りついている感触……。

　そうっと首だけで後ろを振り返ると、そこにはすやすやと気持ちよく眠っている真夜の姿があって、背後から私をギュッと抱きしめている。

　しかもよく見ると、上半身は服を着ていない。また、シャワーを浴びてすぐに寝たらしい。しかも自分の部屋のベッドじゃなくて、私の部屋のベッドで。

　どうして？　というか、真夜、いつ帰ってきたの？

　帰国するのは、今日の夕方のはずだ。それなのにすでに帰宅しているし、なぜか私の部屋のベッドで一緒に眠っている。

　この状態の説明がつかない。ただ、気持ちよく眠っている真夜を見ていると、起こすのがかわいそうになってしまう。

　どうしよう……。

　考えていると、私のお腹に回されている真夜の腕の力が強まった。

「……明」

　不意に私の名前を呼んだ真夜にギュッと抱き寄せられ、さらに身体が密着する。一瞬、目を覚ましたのかと思ったけれど、真夜の瞳は閉じられたまま。微かに寝息が聞こえてくる。

　その綺麗な寝顔と、密着した身体から伝わる真夜の熱に、私の胸の鼓動が自然と早くなる。今すぐにでも離れたい。

　すると、私のお腹に回っている真夜の腕に再び力がこもった。

「く、苦しい……」

　耐えられず声が漏れてしまう。でも腕の力は抜けなくて、ギュッとさらに強い力で抱きしめられてしまった。私はもう限界に近くて、このままでは口から何かが飛び出てきそうだ。

　それにしても、寝ているはずなのに、真夜はどうしてこんなに強い力を込められるんだろう。――もしかして、起きてる？

　そう思った瞬間、彼の目がパッと開いた。

「あ！　やっぱり起きてた」

「おはよう、明」

「おはようじゃなくて、放してよ」

　そう抗議すると、わざと力を込められる。

「だから、苦しいんだって～」

　私のその反応を見て真夜が楽しそうに笑っている。朝からこんな嫌がらせは、やめてほしい。

「本当に苦しいから」

　本気で抗議をしたら、ようやく腕の力が弱まった。でも、ベッドの中で真夜に抱きつかれているこの状況は変わっていない。本当に、もう放してほしい。

　でも、これ以上何かを言っても、きっと素直に聞き入れてはもらえない。むしろ、おもしろがって、また腕の力を強めてくるかもしれない。ここはひとまず、この状況を受け入れよう。

「真夜、何時に帰ってきたの？　帰国するの、今日の夕方って言ってたよね」

「その予定だったんだけど、仕事が終わって少しでも早く日本に帰りたくて、乗る便を早めたんだ。そしたら、家に着いたのが深夜の二時になったけど」

　ふわぁーと、大きなあくびをしながら真夜が答えた。

　そんな彼に、なぜ私のベッドで寝ているのかを尋ねたところ、「なんでだっけ？」と、とぼけた笑顔を返されてしまった。

「それより明、今日、何か予定ある？」

「今日？　ううん、特にないけど」

　予定はないけど、できればそろそろ起きたい。朝食の準備もしたいし、洗濯もしたい。それなのに、真夜がなかなか私の身体を解放してくれない。

「ねぇ、明。何か俺としたいことない？」

「真夜と？」

　またこの人は、いきなりよくわからないことを聞いてくるから困る。

「俺、今日休みだから。明が俺を独り占めしていいよ」

「何、その言い方」

　独り占めって……。

　少し呆れて見つめていると、真夜が急かしたように再び告げる。

「で、俺と何したい？」

「突然そんなの思い浮かばない」

　すると、そんな私の返事が気に入らなかったのか、真夜が私のお腹に回している腕に再びグッと力を込めて抱き寄せてくる。

「く……苦しい……」

「ほら、早く言え」

「だから、思い浮かばないよ。それより、この腕を放してほしい」

「俺と何したいか言ったら、放してあげる」

「だって、本当に思い浮かばない」

　でも、言わないと放してもらえない。

「わかった、言う。言うから放して」

　そう答えると、真夜の腕の力が弱まった。

「えっと……。それじゃあ、一緒にリフレッシュしよう」

「リフレッシュ？」

「うん。真夜、出張で疲れてるでしょ。だから、何か一緒にリフレッシュして、疲れを取ろう」

　そんな私の提案に、真夜はしばらく考えているような素振りを見せる。そして、「わかった」と静かに頷くと、私のお腹に回っていた腕を解いてくれた。

　よかった。これでようやくこの状況から抜け出せる。と、安心したのも束つかの間――。

「えっ？」

　私の身体はコロンと転がされて、気がつくと横向きだった体勢が仰向けへと変わっていた。さらに、真夜が私に覆い被さってきて、顔の横で両手首をつかまれているので身動きが取れない。

　上半身裸の真夜の身体が、はっきりと目に入ってしまう。細身だけど、ほどよく筋肉がついて引き締まっているその身体に、ドキッと心臓が跳ねた。

「えっと、真夜……？」

　目で『この体勢は、何？』と訴えてみる。

　すると、私を見下ろす真夜の口角が楽しそうに上がった。

「明は、俺と一緒にリフレッシュしたいんだろ」

「えっ、うん。そうだね」

　確かに私はさっきそう言った。でも、それとこの体勢はどう関係するんだろう。

「じゃあ、始めていい？」

「な、何を」

「何って決まってるじゃん。ベッドで男が女を組み敷いてすることなんて、ひとつしかないけど」

「えっと……」

　もしかして真夜さん、勘違いしていませんか？

「リフレッシュするんだろ。明は経験ないかもしれないけど、結構気持ちよくなれるよ。というか、俺がしてあげる」

「えっ、待って。違う。違うから」

「何が？」

「真夜の捉え方。私の言ったリフレッシュって、そういう意味じゃないからね」

　私が慌てて否定すると、すかさず真夜が言葉を返す。

「じゃあどういう意味だよ」

「それは、えっと……。例えば、のんびり散歩をするとか、美味しいものを食べるとか、映画を観るとか、温泉に入るとか、あとは、えっと……」

　私の思いつく、すべてのリフレッシュ方法を挙げてみる。でも、そのどれも真夜には響かなかったようで、「ふーん」とつまらなそうに返された。

「俺のリフレッシュは違うんだよな。そういえば、俺たち結婚したけど、そういうことはまだしてなかったよな」

「それは、真夜が私をそういう風に見てないから……」

　つい、そんな言葉がポロッとこぼれた。すると、そんな私の呟きを聞き逃さなかった真夜が、私を見つめながらフッと優しく微笑む。

「見てたよ。ずっと、明に触れたくて仕方なかった。必死に我慢してたけど、そろそろ限界かもしれない」

　次第に優しい笑みが消え、熱を帯びていく視線で見つめられると、私の身体は固まって動けなくなる。

『ずっと、明に触れたくて仕方なかった』

　それって、どういう意味だろう。

　私はこれまで、真夜は私をそういう行為をする対象とは見ていないと思っていた。同居を始めた日の夜だって、私になんて全く興味がなさそうにあっさりと寝てしまったし、キスをする場所もいつも額だし。

　私は、真夜に女性として意識されていない。そう思っていたのに……。

　さっきの真夜の言葉の真意を、必死になって考える。だけど、真夜に組み敷かれたこの状況のドキドキが勝って、うまく頭の中が整理できない。

　黙り込んでしまった私に、真夜の顔がゆっくりと近づいてくる。

　確かに、女性として意識してもらいたいと思っていた。でも、展開が急すぎて戸惑ってしまう。

「いや、待って」

　いつの間にか、私の手首をつかんでいた真夜の片手が、私のパジャマの中に入り込もうとしていて……。

「やだってばっ！」

　気がつくと、私は片手で真夜を思い切り突き飛ばしていた。それほど強い力ではなかったのに、事に及ぼうとしてすっかり油断していたせいか、私に突き飛ばされた真夜の身体がベッドから落ちてしまった。

「いってー」

「あっ、ごめん！」

　そんなつもりはなかったのに、どうしよう。

　私は慌ててベッドから起き上がる。床に落ちた真夜を確認すると、座り込んだまま頭を押さえていた。

「大丈夫？」

　そっと声をかけると、頭を押さえていた真夜の手が、そのままわしゃわしゃと自分の髪をかき回す。

「わかった！　それじゃあ、水族館とかどうだ」

「水族館？」

「リフレッシュするんだろ」

　どうやらわかってくれたらしい。ひとまず、これで身の危険は回避できたと、私はホッと胸を撫で下ろした。

　それから私たちは朝食をとり、出かける用意を済ませると、マンションの地下に駐車させている真夜の白のスポーツカーに乗り込んだ。










泣いていいよ




　目的の水族館へ到着すると、さっそくチケットを買って館内へと入る。

「真夜って、水族館好きだったの？」

　すいすいと魚が泳ぎ回る水槽をふたりで並んで眺めながら、私はふと尋ねてみた。

「いや、別に。好きってわけでもないけど」

「じゃあ、どうして水族館に来たの？」

「リフレッシュできそうだと思って」

「ふーん」

　のんびりと水槽を見て回っていると、これまでとは雰囲気がガラッと変わった、幻想的な空間へとやってきた。

「わぁー」

　中央にある丸い形をした水槽と、壁面にある水槽には、様々な種類のクラゲが展示されている。ふわふわと漂うその様子は、見ていてとても癒される。顔を近づけて、水槽の中を覗き込んでいると、ずっと昔、同じような姿勢で、同じようにクラゲを見ていたのを、ふと思い出した。

　――前にも、この水族館へ来た？

　私は、隣の水槽で透明なクラゲを眺める真夜の横顔を、そっと見つめた。

　そうだ。あの時も、私の隣には真夜がいた。確か、私が九歳で、真夜が十六歳。母と一緒に水族館へ行くはずだったのが、三日前になって母が突然体調を崩して、そのまま再入院。

　約束していた水族館へ行けなくなり、母も病院へと戻ってしまい、私はとてもショックを受けて落ち込んでいた。そんな時に、真夜が『じゃあ俺と行こう』と私を誘ってくれたんだ。

　ふたりともまだ子供だったから、今日のように車じゃなくて、電車を乗り継いで、ここまで来た。その途中で見えた海が、太陽の光を反射してすごく綺麗だったのも、今、思い出した。

　真夜が覚えていてくれて、今日ここへ私を連れてきてくれたのかはわからない。でも、あれから十年以上経って、こうしてまた真夜と同じ水族館を訪れる日が来るなんて、あの時の私は、想像すらしていなかった。

　老舗とはいえ小さな和食料理屋の娘の私と、世界中でホテルを経営している大企業の息子の真夜。私たちは幼馴染だけど、時が経てば、だんだんと住む世界が変わってしまう。そう思っていた。

　それなのに、結婚して夫婦になって、こうしてまた、子供の頃に来た水族館に、真夜と一緒に来ている。それはなんだかとても不思議な感覚だった。

　と、同時に、胸が苦しくなるような切ない気持ちに襲われる。

　もしも、真夜がいなくなってしまったら……。母の時のように、真夜も失ってしまったら、どうしよう。

　――真夜は、これからも私のそばにいてくれるよね。

　クラゲを眺めている真夜の背中に向かって、私は心の中でそっと問いかける。

「明？」

　不意に真夜が振り返り、目が合った。

「そんなとこでボーッと突っ立って、どうした」

　今さっき心の中で問いかけた言葉は告げないまま、「ううん、なんでもない」と、必死に笑顔を作り、大きく頭を振った。そんな私のもとへ、真夜がゆっくりと近づいてくると、すぐ目の前でぴたりと止まる。

　なんだろう？　そう思って見上げると、真夜の両手が私の脇腹に伸びてきてそっと触れた。そして、そのままこちょこちょとくすぐられる。

「な、何!?」

　自然と笑いが込み上げてきた。

「くすぐったいからやめてよ」と、身体をよじりながらなんとか逃れようとしても、真夜は、私の脇腹をしつこくくすぐり続けてくる。

　しばらくすると満足したのか、真夜の手がパッと離れ――。

「やっと笑った」と、私の顔を覗き込む。

「せっかくリフレッシュに来たのに、何、暗い顔してるんだよ」

「えっ」

　自分では気がつかないうちに、どうやら自然と表情が暗くなっていたらしい。

　もしかして、突然くすぐってきたのは、そんな私を笑わせるため？

　その強引な方法はどうかと思うものの、でも、おかげでさっきまでの不安な気持ちはどこかへ飛んでいった。

「ほら。次、行くぞ」

　そう言って、クラゲコーナーをあとにする真夜の背中を、置いていかれないように急いで追いかける。

　順番に最後の水槽まで見て回り、水族館をあとにした私たちは、近くのレストランで軽めのランチ。そのあとは、せっかくなので海岸沿いをのんびりと散歩する。

　風は少し冷たいけど、陽の当たる場所はポカポカと暖かい。

「そうだ。明にこれあげる」

　歩きながら、不意に真夜がズボンのポケットから何かを取り出した。私はそれを受け取ると、手の平に乗せてじっと見つめる。

　クラゲのキーホルダーだった。多分さっきの水族館で、私に隠れて買っていたのだろう。でも、どうしてクラゲ？

「あっ……」

　――そうだ、思い出した。もしかして、このキーホルダーって……。

　隣を歩く真夜を見上げると、彼がふと笑う。

「それ、前に明と一緒に来た時、売り切れだったから」

「真夜、忘れていなかったんだ」

「当たり前だろ。あの時の明、潔子さんが再入院になって、水族館にも行けなくなったから、めちゃくちゃ落ち込んでて。見兼ねて、俺が連れてきてやったんだからな」

「うん。そうだったね」

　真夜も、私と一緒にこの水族館へ来た日を覚えていてくれたんだ。その時に、私が欲しかったクラゲのキーホルダーが、人気商品で売り切れになっていて買えなかったことも覚えていてくれた。

　それで、私の知らない間にこっそりと買っておいてくれたんだ……。

　私は、手の中のクラゲのキーホルダーをギュッと握りしめる。

「ありがとう、真夜」

「どういたしまして。つか、忙しくてドイツのお土産買い忘れてさ。その代わりでいい？」

「えっ。ああ……」

　出張中の真夜から電話がきた時、お土産は何がいいか尋ねられたのを思い出す。でも、特に欲しいものはなかったから、買い忘れていても特に気にはならない。

　そういえば、七年前も同じような質問をされた。

『あっ、そうだ。お土産どうする？』

　自分の部屋で冬休みの宿題をしていたら、突然、真夜がバリへ行くと言い出して……。

　あの時も今も、私が思うことは同じ。

「お土産なんていらないよ。真夜が、無事に帰ってきてくれたら、それだけでいい」

　気がつくと、心の中の言葉が、思わず口からこぼれていた。

　一気に恥ずかしさが込み上げてくる。ハッとして隣を見ると、真夜も私を見ていたようで視線がぶつかった。それを先にそらしたのは、真夜のほう。

「……マジでやめろよ」

　歩いていた足を止めると、真夜は視線を空へと投げた。そのまま重たい息を吐くと、額を手で覆う。

「ズルいんだよ。そうやって俺の心をぐちゃぐちゃにして」

「え」

「いや、なんでもない」

　真夜は首を振りながらそう告げると、止めていた足を再び前に進める。そして、少し歩いたところでボソッと呟いた。

「今、明をすごく抱きしめたいんだけど」

「は？」

「いいかな、抱きしめて」

「や、やだよ」

　私は咄とっ嗟さに真夜から距離を取った。こんな人目の多い海岸沿いの道で抱き合っていたら、目立つに決まっている。絶対にやだ。

「じゃあ、手、握っていい？」

　私が返事をするより先に、真夜の右手が私の左手をギュッと握った。

「真夜の手、冷たいんだけど」

「明の手はあったかい」

　そう言って、真夜が優しく笑うので、私は何も言葉を返せなくなってしまった。

　仕方ない。冷たい真夜の手を温めてあげると思って、手を繋いであげよう。

　私からもギュッと真夜の手を握り返すと、真夜もまた、私の手を握る手に軽く力を込めた。




　少し歩いて、私たちは車を停めてあるコインパーキングへと戻った。

　車に乗り込むと、「行きたい場所がある」と真夜が車を走らせる。

「どこに行くの？」

「美味しい食事のあるところ」

　それしか教えてもらえないまま、真夜が運転する車は途中で渋滞にはまりながらも目的地へと進んでいく。その景色が少しずつ懐かしい街並へと変わっていったところで、ようやく私は気がついた。

「よし。到着だ」

　そう言って、真夜が車を停めたのは、私の実家である和食料理屋『保しな』の前。

　そこで私を車から降ろすと、真夜は近くのコインパーキングへ。取り残された私は、その場にただ立ち尽くして、真夜が戻ってくるのを待つ。

　もしかして、晩ご飯は保しなで食べるのかもしれない。

　趣のある木造の一軒家。その入口にかかる年季の入った赤い暖簾のれんを見つめる。

『あら、明ちゃんお帰りなさい』

　そんな母の声が聞こえた気がした。

『明ちゃんたら、今日、学校に給食袋を持っていくの忘れたでしょ』

『明ちゃん。今日のかけっこはどうだった。頑張って走れた？』

『どうしたの明ちゃん、そんなに浮かない顔して。さては、また真夜君にフラれたんでしょ』

　私が小さな頃から入退院を繰り返していた母は、家にいるよりも病院にいるほうがずっと多かった。でも、一時退院で家にいる時は、よくお店の入口の掃き掃除をしていて、学校帰りの私を必ず笑顔で迎えてくれた。

　そんな当時の記憶をふと思い出して、母が恋しくなる。

「行くぞ、明」

　車を停めて戻ってきた真夜が、私の手をギュッと握った。そのままお店の引き戸を引いて中へと入っていく。

「いらっしゃい……って、なんだ、びっくりした、真夜君じゃないか。いつドイツから戻ったんだ？」

　私たちを迎えてくれたのは、相変わらず大きな父の声だった。

「昨日の夜です。ずっと向こうの食事ばかりで飽きてしまって。保しなの和食が食べたくて来てしまいました」

　和食が食べたいなら、わざわざ店まで来なくても私が作ってあげたのに。でも、いいか。私も久し振りに保しなの料理が食べたいから。

「あっ、そうだ。今日は明も一緒なんです」

　そう言って、私の前に立っていた真夜がすっと横にずれた。そのせいで私の視界はスッキリして、カウンターの中にいる白い割烹着姿の父と目が合う。

　会うのは多分、結婚式の時以来だと思う。いつでも来られるはずなのに、全く顔を見せていなかったので気まずい。

「久し振り」

　小さな声でそう告げると、「久し振りだな」と嬉しそうに父は笑った。

「しっかりとご飯食べてるか？」

「うん」

「仕事は？」

「ちゃんと行ってる」

「真夜君にワガママ言って、迷惑かけてないだろうな」

「かけてないよっ！」

　最後の質問に、ついムキになって返してしまう。そんな私に「元気そうで安心した」と父が笑顔を見せた。

　それから私と真夜は、四人掛けのテーブル席に向かい合って座った。改めて店内を見渡すと、席はすべて埋まっているし、奥にある個室にも客が入っている。

「繁盛してるね」

　経営難だと父は言っていたけど、そんな風には見えない。

「うちのホテルに支店を入れただろ。それでメディアに取り上げられて、その効果もあって客が増えたらしい」

「へぇ」

　そういえば、今年の三月、真夜が総支配人を務めているホテル Viola Luna に保しなの支店が新しくオープンした時、雑誌やテレビなどで紹介されていた。

　高級ホテル Viola Luna に、老舗の和食料理屋がオープンするとあって話題となり、それが宣伝になって、本店に再び客が戻ってきた。真夜のお父さんの戦略通りだ。

　しばらくすると、天ぷらをメインにしたコース料理の品が運ばれてきた。

「やっぱり、保しなといえば天ぷらだよな。特にこのキスの天ぷらはふっくらとしていてうまい」

　目の前で美味しそうに天ぷらを頬張る真夜は、仕事の接待や会食などで保しなによく来ている。私よりも保しなの料理を食べているし、味にも詳しいと思う。

　私が、最後にここの料理を食べたのはいつだろう。すぐには思い出せない。

「明、食べないの？」

　テーブルの上の天ぷらに手をつけないでいると、真夜に声をかけられた。

「食べるよ」

　そう答えて、私はキスの天ぷらを箸で持ち上げる。ひと口かじると、真夜の言う通り、ふっくらとしていて美味しい。

　そのほかの料理も美味しくて、こんなに美味しい料理を食べられる保しなが経営難で潰れなくてよかったと改めて思う。これもすべて、真夜の実家のシヅキホテルグループのおかげだ。

　コース料理を最後まで食べ終えると、厨房にいる父に声をかけてから私たちはお店をあとにした。




　せっかく実家へ来たのだから、母にも挨拶をしていこうと、店の外階段を上がる。

　リビングに置かれている仏壇の前に、真夜と並んで座り、手を合わせた。

　今日も、母は遺影の中で優しく微笑んでいる。

　そういえば、母は最期の瞬間にどんな表情をしていたのだろう。ふと気になり、当時を振り返ろうとしても、やっぱり何も思い出せない。

　記憶から消えてしまうほど、私にとって母の死はショックな出来事だった。

　どんなに思い出そうとしても、そこだけ切り取られてしまったかのように、記憶からすっぽりと抜け落ちている。でも、ただ漠然と悲しい気持ちだけは今でも残っていて、母を思い出すと胸が締めつけられるように苦しい。

　今も、遺影の中の母の笑顔を見つめながら少し泣きそうだ。でも、必死にそれをこらえる。多分、まばたきひとつでポロッと涙が落ちてしまうだろう。目を大きく見開いて、私は耐えた。

「――ごめんな、明」

　すると、隣から不意にそんな声が聞こえた。

　どうして突然、謝るんだろう。不思議に思いながら振り向くと、真夜が私を見つめていた。

「潔子さんが亡くなった時、そばにいてあげられなくて」

『ごめんな』って、そういう意味だったんだ。

　私は、軽く笑顔を作って答える。

「仕方ないよ。その時、真夜はバリにいたんだもん」

「それでも俺は、お前のそばにいてあげたかったよ」

　そう告げた真夜の手が私の頭に触れると、くしゃっと髪を優しく撫でた。そこからじんわりと真夜の体温が伝わる。彼が触れたその場所に、私はそっと手を置く。

　泣きそうになっていた私に気がついて、それを慰めてくれたかのようだ。真夜のそんな仕草に、さらに涙が出そうになった。でも、必死に下唇を噛んで涙をこらえる。

「そろそろ帰ろう」

　真夜が、私とは視線を合わせずにすっと立ち上がる。そのままリビングをあとにしたので、私は急いで彼のあとを追いかけた。

　近くのコインパーキングに停めていた真夜の車へ乗り込む。

　シートベルトをつけたものの、運転席に座る真夜はなかなか車を発進させようとしない。前を見つめたまま、その表情はどこか険しい。

　そういえば、ここまで歩いてくる間も、真夜はずっと黙っていた。

「どうしたの？」

　様子のおかしい真夜に声をかける。でも、返事がない。

「……真夜？」

「泣いてもいいんだぞ」

「え」

「さっきから泣くの我慢してるんだろ」

　前を向いていた真夜の視線が、私へと向けられる。

「つか、泣けよ。なんで我慢するんだよ。泣け。今ここで、俺の前で涙を流せ」

「は？」

　なんだそれは。どうして、そんな強引に泣け泣け言われないといけないんだ。

「な、泣けるわけないでしょ」

　自分でも、どうしてかわからない。でも、私は子供の頃から人前で泣くのが苦手だった。

　母が入院中で家にいなかった時。父の仕事が忙しくて家に独りぼっちだった時。本当は寂しくて仕方がなかった。でも、それを理由に泣いたら母と父に迷惑をかけてしまう。だから、泣きたいくらいに寂しくて悲しくてつらい時も、『大丈夫』と笑って強がった。

　涙を流していいのはひとりの時だけ。

　ずっと自分にそう言い聞かせて生きてきた。

　だけど、本当は――。

「はぁ……」

　隣から大きなため息が聞こえたかと思うと、どこかイラ立つように真夜が片手で自分の髪をくしゃくしゃっとかき回した。

「俺は、もうお前の強がりは聞き飽きてんだって」

　そう呟いて、真夜は運転席から私の座っている助手席に、グッと身を乗り出す。そして、私の身体に腕を回すと、そっと優しく抱き寄せてきた。

「俺の目の前で泣いてくれないと、こうやってお前を抱きしめられないだろ」

　真夜の腕の力がギュッと強くなる。それと同時に、彼の香水の香りが鼻を掠める。

「俺は、明に泣いてほしい」

　どうしてそんなことを言うんだろう。それに、こんな風に優しく抱きしめられたら、引っ込んだはずの涙が、また込み上げてきてしまう。

「俺の前で泣いてくれたら、明の涙が止まるまでこうして、いつまでも抱きしめてるから。一番に俺を頼ってほしい。いつでも明を抱きしめられるよう、そばにいるから」

「真夜……」

　本当はずっと、寂しいと声をあげて泣きたかった。誰かにこの寂しい気持ちを受け止めてもらいたかった。そんな自分に、ようやく気がつく。

　私は真夜の背中に両手を回すと、彼の服をギュッと強く握りしめた。瞳からはポロポロと涙が溢れてくる。

　その涙が止まるまで、真夜は私の背中をいつまでも優しく撫でてくれた。










約束




『真夜の嘘つき。約束はちゃんと守ってよ』

　――今から約二ヵ月前の結婚式。

　挙式を終えた俺と明は、披露宴までの時間を控え室で過ごしていた。すると突然、明が厳しい口調で俺を問いつめてきた。

『式が始まる前、真夜にお願いしたよね。誓いのキスは頬にしてって』

　ウエディングドレスのふんわりとした裾を握りしめた明が、ソファに座りくつろいでいる俺をじっと見下ろしている。

　本人は俺を睨みつけているつもりだろうけど、元々穏和な顔つきの明の睨みなんて全く怖くなかった。それに、明が俺に対して腹を立てている理由もわかっていたし、それについて挙式後に問いつめられるのも想定していた。だから、特に慌てたりはしなかった。

『おっ、このクッキー、うまそう』

　明の言葉を聞き流すと、俺はテーブルの上に用意されたお菓子へと手を伸ばす。

『ねぇ、真夜。私の話、聞いてる？』

『ほら、明も食べてみな。このクッキー、ベルギー王室御用達らしいぞ』

『えっ、ベルギー王室……ひとつちょうだい』

『はい、どーぞ』

　明にクッキーを手渡すと、彼女がそれを口の中へ入れた。

『あっ、本当だ。美味しい』

『だろ。ほら、もう一個』

『ありがとう』

　さっきまで強い口調で俺を問いつめていたはずなのに、単純な明の気持ちはすっかりクッキーへと向かった。

　あの日、挙式が始まる前。俺は明から『誓いのキスは、唇ではなくて頬にしてほしい』と、お願いをされた。理由は、ただ単に俺と人前でキスをするのが恥ずかしかったらしい。

　でも、式が始まり誓いのキスになると、俺はその約束を破って、明の唇に自分の唇を重ねた。

　あの日、俺は誓ったんだ。明を永遠に愛する、と――。




「真夜。おはよー」

　どこからか明の声が聞こえた気がした。

「起きろっ！」

　被っていたはずの布団を突然奪い取られ、驚いて目を開ける。すると、そこには明の姿があった。

「もう！　何回も起こしてるのに、ぜんぜん起きないんだから」

　俺は枕元のスマホに手を伸ばすと、時間を確認する。

「……もうこんな時間か」

　大きくあくびをすると、ベッドから起き上がる。

「もう朝食できてるよ。一緒に食べよう」

　柔らかい声でそう告げた明に、ふと触れたくなった。いつかのように、布団の中に引きずり込んでしまおうか。

　そう思い、手を伸ばす。ところが、明が素早く身をひるがえしたため、俺の手は明の手をつかめなかった。そのまま明は部屋を出ていってしまう。俺は、伸ばした手のやり場に困り、その手でくしゃっと前髪をかき上げた。

　――ダメだ。明に触れたくて仕方がない。

　最近、そんな欲求が抑えられなくなってきている。

　出張から戻ったあの日もそうだった。

　深夜に帰宅してからシャワーを浴びて、すぐに寝るつもりだった。でも、明の寝顔だけでも見たくなって、こっそりと彼女の寝室へと忍び込んだら……次第に触れたくなって、誘われるように明の布団の中へと潜り込み、そのまま寝てしまった。

　目が覚めて、寝起きの明が可愛くて、理性が一気にぶっ飛んだ。無理やり襲おうとしてしまった。明に突き飛ばされていなかったら、俺は多分、あのまま事に及んでいたと思う。

　今まで必死に耐えていたのに、情けない。

　はぁ、と深くため息を落としてから、俺はゆっくりと部屋を出た。リビングへ向かうと、明はキッチンで朝食の準備をしていた。そんな彼女に声をかける。

「今日の朝食、何？」

　そう尋ねはするものの、明と一緒に住むようになってからの俺の朝食は、毎日和食と決まっている。特に納豆はよく出てくる。あまり好きじゃなかったものの、食べ続けているおかげで、大好きになってしまいそうだ。

　だから、今日もお決まりの納豆ご飯だろうと思っていたら、予想外の答えが返ってきた。

「フレンチトーストだよ」

　……は？

「真夜、食べたいって言ってたから」

　いや、確かにそうだけど。

　納豆ご飯でも別に構わないが、たまにはフレンチトーストを朝食に食べたい。何度かそうぼやいていた。でも、頑なに拒否され続けてきたのに、まさか俺のそんな小さな願いが叶う日がくるとは。

　ダイニングテーブルには、フレンチトーストが載ったお皿が置かれている。しかもふっくらとしていてとても美味しそうだ。こっそりと感動してしまう。

「食べよう」と、明が紅茶を淹いれ、ふたり揃って朝食をとり始めた。

「そういえば今度の土曜日、晴斗君と遊んでくるね」

　明がふと口を開いた。

「最近よく一緒に遊んでるな」

　俺はまだ会ったことがないが、晴斗君というのは明の従兄弟の子供だ。最近よく明の口からその名前が出るし、晴斗君と遊ぶ約束があるからと出かける回数が増えた。

「私を気に入ってくれたみたいで、遊ぼうって誘われるんだよね。あっ、ついでにお昼も一緒に食べてくるね。午後はショッピングモールに行って、ヒーローショーを一緒に見る約束してるから」

「どうぞ、ごゆっくり」

　晴斗君と遊ぶのが楽しみなのか、弾んだ声で話す明が少し気に入らなくて、つい冷たい口調で返してしまった。

　明を取られたみたいで気に入らない。相手はまだ四歳の子供なのに、その子に嫉しっ妬としてどうするんだ、三十二歳の俺……。

　そんな自分に呆れながら、フレンチトーストを口に頬張った。

　うまいな……。

　そのあとも無言で食べ進めていると、そんな俺の様子を窺うように明がそっと声をかけてきた。

「もしよかったら、真夜も一緒に遊ぶ？」

「え、俺？」

「仲間はずれにされて寂しそうだから」

　その言い方がおかしくて、思わず口の中のフレンチトーストが飛び出そうになる。慌てて紅茶で飲み込んだ。

　仲間はずれって……。明には、俺がそう感じている風に見えたのか。

「俺は遠慮しとくよ。というかその日は仕事だし、そのあとも仕事関係の人と約束があるから、帰りが遅くなるかも」

「そっか」

「それに、明と晴斗君のショッピングモールデートをジャマしたら悪いからな」

「デートって、ヒーローショー見に行くだけなんだけど……。あっ、でも晴斗君、私が好きなんだって。大きくなったら結婚しようねって言われた」

「は？」

　それは聞き捨てならない。俺は晴斗君をよく知らないが、ずいぶんとマセた子供だ。一度会いに行って、明は俺の奥さんだってガツンと言っとくか。……って、子供相手に嫉妬はやめよう。

「だからね、晴斗君と約束してきた」

「約束？」

「大人になっても、まだ私を好きなら迎えに来てねって言ったの。そしたら晴斗君、絶対に明ちゃんを迎えに行くからね、だって。可愛いよね」

　明はそう言うと、楽しそうにフフッと笑った。

「私も忘れないで、ちゃんと覚えておかないと。いつか晴斗君が迎えに来るかもしれないから」

「……明が覚えていても、晴斗君は忘れているかもな。きっと明よりも美人な女の子に出会って、その子に恋に落ちてるよ」

「何、その言い方、ひどい」と明は怒ったように呟いて、お皿の上のフレンチトーストをパクパクと口に頬張る。その様子を、俺はただ静かに見つめていた。

　何げなく明の口から〝約束〟という言葉が飛び出たせいかもしれない。ふとあの日を思い出してしまう。

『……ずっと待ってる。だから約束だよ、真夜。絶対に私を迎えに来てね』

　――七年前。

　バリへと発つ空港で、俺を見送りに来た明と交わした大切な約束。

　明は、潔子さんを亡くした時の記憶と一緒に忘れてしまっているけど、俺はどうしても、その約束を守りたかった。そのために俺は、ズルい手を使って明と結婚をした。

　今でもふと考えてしまう。本当にこれでよかったのかと――。




　その答えが欲しくて、この夜、俺は保科家へと向かった。リビングの片隅にある仏壇に、いつもよりも長めに手を合わせる。

　今日は仕事終わりに保しなで会食があったので、お開きになったあと、久志さんに声をかけて、二階の自宅に上がらせてもらった。

　今の時刻は二十二時。

　しばらくして目を開けると、仏壇に飾られた一枚の写真が目に入る。

　青空を背景に、今にも風で飛ばされそうな白い帽子を手で押さえながら、ふんわりとした柔らかい笑顔を浮かべる女性。明の母親の潔子さんだ。

　明は、どちらかというと父親の久志さん似だ。卵のように丸いフェイスラインにタレ目なんてそっくりだし、誰が見てもふたりは親子だとわかるはず。

　でも、明がまとう柔らかな雰囲気は、潔子さんによく似ていると思う。

『真夜君、いつもありがとう。明をここまで連れてきてくれて』

　あの頃、まだ小学生だった明は、ひとりで電車を乗り継いで潔子さんが入院している病院まで行けなかった。

　だから、お店の仕事で忙しい久志さんの代わりに、よく俺が病院まで付き添った。明が中学生になるとひとりで潔子さんのお見舞いへ行けるようになり、俺が一緒に行く必要もなくなった。

　潔子さんが亡くなったのは、俺がバリへと発ったわずか三日後。親父から訃報を受け取った俺は、すぐにでも帰国したかった。でも、その時の俺はバリのホテルの支配人就任を翌日に控えた状態で、すぐには帰国できなかった。

　明を心配してメッセージを送ったものの、返信はない。電話も留守電に切り替わり、折り返しもなかった。

　こうして明との連絡は途絶えてしまった。彼女を気にかけながらも、支配人としての仕事に日々追われていた俺は、バリにいる三年間、明とは一度も連絡を取り合うことができなかった。

　今思えば、なんとかして時間を作って帰国していればよかった。

　明のそばに寄り添ってあげたかった。

　帰国して、俺は真っ先に明の実家へと向かい、潔子さんの仏壇に手を合わせた。

　明は独り暮らしを始めたらしく不在だったけれど、明の父親の久志さんから衝撃的な事実を知らされた。明は、母親の潔子さんの死にショックを受けて、その前後数日の記憶を失ってしまったという。

　俺と空港で交わした約束も一緒に忘れてしまったのだろう。だから、明は、俺の帰国を久志さんから聞いて知っているはずなのに、連絡も寄越さなければ、会いにも来なかった。それなら、俺が明に会いに行こう。

　――でも、俺はそこで思いとどまった。

　最後に会ってから、もう三年も経っているんだ。あの約束を覚えていない明にとって、俺はもう過去の存在になっているのかもしれない。

　一番つらかった時、そばにいてあげられなかったんだ。必要のない存在だと思われていても仕方がない。

　きっと明にはもう俺のいない新しい生活が出来上がっている。母親の死を乗り越えて、穏やかに暮らせているならそれでいい。もしかしたら、俺以外の男がそばにいて、俺のことなんて少しも思い出さないくらい幸せに過ごしているのかもしれない。

　そうだとしたら、そんな明の生活を、突然現れた俺がジャマするのはよくない。そう思って、明とは距離を置いたはずだった。

　それなのに俺は、明との約束を守りたいという自分の強い感情に任せて、一方的に結婚を押しつけてしまった。

　空から明のことを見守っているであろう潔子さんは、この結婚をどう思っているのだろう。俺のしたことが正しかったのか、間違っていたのか。

　――答えがあるなら、どうか教えてください。

「おおっ、真夜君！」

　勢いよくリビングの扉が開く音と大きな声に、ぼんやりと潔子さんの写真を見ていた俺は、驚いてビクッと肩が跳ねた。振り向くと、久志さんが割烹着姿のままリビングへと入ってくる。お店の仕事は終えたらしい。

「もうこんな時間だが、お茶でも一杯飲んでいかないか」

「はい。いただきます」

　仏壇から離れて、ダイニングテーブルの椅子に座ると、淹れたてのお茶が入った湯飲みをふたつ、久志さんがテーブルの上に置いた。さっそくひと口、喉へ流し込む。

「そういえば真夜君。泰たい三ぞうさんの体調はどうだ？　風邪をこじらせて入院していると聞いていたけど」

　久志さんが心配した様子で親父の体調を尋ねてきた。俺は湯飲みをテーブルに置いてから答える。

「無事に退院できて、今は元気です。仕事にも復帰しました」

「そうか。それはよかった」

「でも、今回の入院で自分の体力の限界を感じたみたいで。来年には社長を退くと言っています」

「それじゃあ、いよいよ真夜君がシヅキホテルグループの新しい社長になるのか」

「そうですね」

　頷いてから、全く冷めない熱いお茶をゆっくりとすすった。

「真夜君みたいな優秀な跡継ぎがいるなら、泰三さんも安心して任せられるはずだ」

「そうだといいんですが」

「大丈夫。真夜君ならきっといい経営者になれる。保しなのピンチを救ってくれたみたいに」

　久志さんはそう言うと、白い歯を見せてニカッと笑う。

「本当に真夜君には感謝しているんだ。保しなのピンチをいち早く聞きつけて、支援を申し出てくれたんだから。そのおかげで、店は今も存続できているし、それどころか売上も伸ばせた。すべて真夜君のおかげだ。本当にありがとう」

　改めてお礼を言われ、俺は気まずさを感じてしまった。久志さんからそっと視線をそらすと、頭を横に振る。

「感謝をするのは俺のほうです」

　保しなの危機を救う代わりに、明と結婚をさせてほしい――。

　俺は、ズルい手を使って明と結婚をしてしまった。そのことに少しの罪悪感もあるけれど、それ以上の覚悟もある。

　この結婚が正しかったのか間違っていたのか、今はわからない。でも、あの時の俺は、明との約束を守りたい、俺が明を幸せにしたい、という気持ちが強かった。

　きっと明にはもう俺のいない新しい生活が出来上がっている。母親の死を乗り越えて、穏やかに暮らせているならそれでいい。もしかしたら、俺以外の男がそばにいて、俺のことなんて少しも思い出さないくらい幸せに過ごしているのかもしれない。

　そうだとしたら、そんな明の生活を、突然現れた俺がジャマするのはよくないと距離を置いた。だから、帰国しても明に連絡しなかったし、会いにも行かなかった。

　そんな生活が三年ほど続いた昨年の九月、Viola Luna のロビーで偶然、明を見かけた。久し振りだったが、すぐに彼女だと気がついた。

　華やかなパーティードレス姿の明は、どうやら知り合いの結婚式に参列するために Viola Luna に来ていたらしい。

　友人を祝福する彼女の横顔は笑っていた。でも、それは俺が知っている笑顔じゃなかった。作りもののように、どこか冷めた笑顔。明はもっと、その名前の通り人を明るく照らすように笑う子なのに。

　明は今、幸せに暮らせているのだろうか……。

　その時、バリへと発つ空港で明と交わした約束を思い出した。

『約束だよ。真夜が日本に戻ってきたら、私を真夜のお嫁さんにしてね』

『ああ、約束だ』

　明は忘れてしまっているらしいが、どうしても俺はあの日の約束を守りたかった。

　同じ頃、明の実家である保しなの経営難を知った。それを利用して、俺は、明の父親である久志さんに提案をした。

『保しなの経営難を救う代わりに、明と結婚をさせてください』

　ずっと明が好きだった。だから『絶対に幸せにします』と、俺は久志さんに何度も頭を下げた。もちろん、親父の了承も得た。そして俺は明と結婚をした。

　――なぁ、明。

　お前を永遠に愛して、幸せにすると誓うから、これからも俺のそばで笑っていてほしい。昔みたいに、俺を好きだと言ってほしい。

　そしていつか、俺との約束を思い出してほしい。










雨




　今にも雨粒が落ちてきそうな、真っ暗で重たい雲が空一面を覆っていた。今朝の天気予報によると、午後からは降るらしい。

　明日の土曜日は、晴斗君と公園で遊ぶ約束をしている。だから、雨は今日のうちにすべて降ってしまって、明日はスッキリ晴れるといいな。そう思いながら、社食でひとりランチを食べていた。

　普段、ランチは千華ちゃんと一緒にとっている。場所はその日の気分で変えていて、社員食堂や、徒歩十分圏内にあるカフェや定食屋、晴れていて暖かければ近くの公園で食べたりもする。

　でも月に一、二回は、千華ちゃんは広報部にいる同期の子とランチに出かけてしまう。そういう時、私はひとりで社員食堂を利用するようにしている。

　そして、今日がたまにある〝おひとり様ランチ〟の日だった。社員食堂でＢランチの鶏の照り焼き、ひじきの煮物、味噌汁、ご飯を食べ終えてから、経理部のあるフロアへと戻る。

　すると、そこには私よりも先にランチから戻っている千華ちゃんの姿があり、デスクに座りながら何かチラシのようなものをじっと見つめていた。

「千華ちゃん、何見てるの？」

「わっ！　め、明さん」

　後ろから声をかけると、驚いた千華ちゃんが私を振り返り、慌ててチラシをデスクの引き出しにしまった。

　私は、千華ちゃんの隣にある自分の席に腰を下ろすと、スリープにしていたパソコンを起こしながら尋ねる。

「なんのチラシ見てたの？」

「えっ、えっと……」

　千華ちゃんは言葉を詰まらせながら、小さな声で「これです」と、さっき慌ててしまったチラシを取り出した。

「お昼休みの時に広報部の同期からもらったんです。いよいよ来週から発売になるうちの会社の新商品の口紅の宣伝用チラシ……」

　私の反応を窺うように、恐る恐る千華ちゃんが見せてくれたチラシには、モデルの東雲優愛さんがいた。

　頬に軽く手を添えて、力強い瞳でまっすぐに前を見つめている彼女のふっくらとした唇には、上品な赤の口紅が塗られている。

　千華ちゃんは私に気を遣ってくれたのだろう。旦那の元恋人が写っているチラシなんて普通は見たくないから。

　だけど、私は動揺したりしない。

「それならもう見たよ」

　そう告げると、千華ちゃんは「えっ！」と大きな声を出す。

「明さんもう見てたんですか？」

「うん。今朝、駅前にあるビルの看板で」

　会社の最寄り駅に着いて驚いた。向かいのビルの上に設置された巨大ビジョンに東雲優愛さんが映っていたから。

「明さんの前で優愛の話題はタブーだと思って、慌てて隠しちゃいました」

「気を遣ってくれてありがとう。でも大丈夫だよ。千華ちゃん、東雲優愛さん好きなんでしょ？」

　優愛さんがうちの会社に来た時の千華ちゃんは、とても感激した様子だった。優愛さんについての情報も詳しかったし、多分ファンなんだろうな。

　すると、千華ちゃんが頷いた。

「はい……とても打ち明けづらいんですけど。私、高校生の頃から東雲優愛に憧れていて、服装や髪型、メイクを真似しています。だって、見てくださいよ、これ！」

　興奮した様子でそう言って、千華ちゃんは優愛さんの写ったチラシを私の顔の前に持ってきた。

「めちゃくちゃ綺麗だと思いません？　この溢れ出す色気！　真っ赤な唇がセクシーすぎて、もうたまりません!!　こんな表情で迫ってこられたら、どんな男もイチコロですよ」

　写真の優愛さんと目が合う。

　千華ちゃんが熱く語るように、優愛さんはとても美人だ。真夜の隣を歩くのに相応ふさわしいのは、きっと優愛さんのように容姿も体形もすべてパーフェクトな美人で、私じゃない。

　真夜の元恋人が優愛さんかもしれないということを、最近はなるべく考えないようにしていたのに、また気になり始めてしまった。

「……すみません、明さん。つい優愛を褒めすぎてしまいました。嫌でしたよね？」

　無言でチラシを見つめている私に気がついたのか、千華ちゃんは表情を曇らせ、申し訳なさそうに呟く。そして、再び引き出しにそっとそれをしまった。

　千華ちゃんは悪くない。彼女はただ純粋に優愛さんが好きなだけ。むしろ、私のこのモヤモヤとした感情に巻き込んでしまって、こちらのほうが申し訳なさでいっぱいになる。

　私は、慌てて首を横に振った。

「大丈夫だよ。前より気にしてないから。それに、私もこの東雲優愛さん、綺麗だと思うもん。今朝、駅前で見た時、キュンときた。この赤いリップもすごく似合っていて素敵だし」

「ですよね！　ですよね！」

　千華ちゃんに笑顔が戻った。

　彼女に合わせるように私も口角を上げて微笑む。でも、胸の中のモヤモヤとした気持ちと、漠然とした不安は消えない。

　ふと窓に目を向けると、いつの間にか激しく雨が降っていた。音は聞こえてこないけど、窓ガラスを打ちつける雨粒でその勢いが伝わってくる。

　子供の頃から、雨の日は好きじゃない。

　雨の日はいいことが起きないと決まっているから。

　一時退院していた母が、病院へ戻ってしまう日は、なぜかいつも雨が降っていた。それに、初めて真夜が彼女と手を繋いで歩いているところを見た日も、抱き合っている姿を見た日も、キスをしているところを見た日も、雨上がりのどんよりとした空の下だった。

　お母さんが亡くなった日も雨が降っていたのかな……。

　その日の記憶をどうしても思い出せない私には、わからない。ただ、雨の日はいいことが起きないという私のこれまでの経験上、きっとその日は近年まれに見る大荒れの天気だったと思う。




　あの日も、台風が近づいてきているせいで、風がとても強い日の夕方だった。

　中学生になって半年ほどが経った頃。その当時の真夜の彼女にあとをつけられて、ちょうど家に着いたタイミングで声をかけられたことがあった。

『あなた、真夜の幼馴染だかなんだか知らないけど、すごく目障り。あなたの母親の見舞いのせいで、真夜が私とのデートをすっぽかしたんだけど』

　その頃の私は、母が入院している病院まで真夜によく付き添ってもらっていた。中学生になっても、本当はもうひとりで電車の乗り換えもできたのに、なんとなくひとりで行くのが心細くて、真夜に声をかけて一緒についてきてもらっていた。

　でも、そのせいで真夜は彼女とのデートの約束を破ってしまったのだろう。

『ごめんなさい』

　謝罪の言葉が、私の口からこぼれる。

　でも、真夜の彼女は相当腹を立てているらしく、さらに私を責めてきた。

『いい加減、真夜から離れてよ。真夜の彼女は私で、あなたはただの幼馴染。あなたなんか、真夜にぜんぜん相手にされていないんだから』

　それだけ言うと、彼女は足早に立ち去っていった。

　私は、しばらく呆然と玄関の前で立ち尽くしてしまった。ようやく状況が呑み込めた時、ああもうダメなんだ、と理解した。

　やっぱり、私は真夜のそばにいるべきじゃない。

　このまま真夜を好きでいるのは、きっとよくないんだ。

　このままこの想いを持ち続けていても、私は真夜に好きになってはもらえない。それどころか、私が真夜の恋をジャマしているなら、もう諦めないといけない。

　それからは、母のお見舞いにもひとりで行くようになったし、真夜とも距離を置くようにして、自分から連絡をしたり、会いに行ったりするのもやめた。

　たまに真夜が私の部屋にふらりとやってきても、なるべく素っ気ない態度をとるようにした。

　それでも真夜への想いは、完全には断ち切れなかった。そのまま数年が経ち、高校二年生の時。真夜から、仕事で三年間バリへ行くことを告げられた。

　真夜が遠くへ行ってしまうとわかって気がついた。私は、どんなに真夜を諦めようとしてもやっぱり真夜が好きで諦められないのだ、と。

　もう一度、真夜に告白をしたい。

　そう思った私は、真夜がバリへ出発する日に空港まで見送りに行くと決めた。

　どんな言葉で返されるかわからない。でも、もう一度、私は真夜に自分の気持ちを伝えたかった。

　それなのに、私は、その日、真夜の見送りに空港まで行ったのかを覚えていない。

　真夜がバリへと出発した三日後に母が亡くなり、そのショックから前後数日の記憶をなくしてしまったから――。




「――ちゃん。明ちゃーん！」

　隣から大きな声で名前を呼ばれてハッと気がつく。

　どうやら意識がどこかへ飛んでいたらしい。振り向くと、ケチャップで口の周りを真っ赤にした晴斗君が、志穂さんの手作りオムライスを頬張っていた。

　昨日の土砂降りが嘘のように、今日は雲ひとつなくスッキリと晴れている。約束通り、午前中は晴斗君と公園に遊びに行った。

　遊具や砂場は少し湿っていたけど、ボールを蹴ったり、鬼ごっこやかくれんぼをしたりして、二時間ほどたっぷりと遊んだ。

　そうしてお腹を空かせたあと、晴斗君のおうちで志穂さんの手料理をご馳走になっている。午後は予定通り、近くのショッピングモールのヒーローショーだ。

「明ちゃん。ママの作ったオムライス食べないの？　早く食べないと腐っちゃうよ」

「えっ。ああ、うん。そうだね。今から食べるから大丈夫だよ」

　腐っちゃう、という表現がおもしろくてクスッと笑ってしまった。

「明ちゃん。オムライス食べたら、ヒーローショー行こうね」

「うん、行こうね」

「よし！　僕、今からすごーく早く食べるから見ててね」

　そう言って、晴斗君はスプーンで次から次へと、オムライスを口に運んでいく。飲み込めないのか、頬がパンパンだ。

「晴斗。しっかりと噛んで、ゆっくりと食べなさい」

　キッチンで洗い物をしていた志穂さんが戻ってくると、晴斗君を注意しながら椅子に腰を下ろした。予定日が三週間後に迫っているお腹は、かなり大きく重そうだ。

「明ちゃんごめんね。せっかくの休日なのに、晴斗に付き合わせて」

「いえ。晴斗君と遊ぶの楽しいし、私も休日のいい気分転換になっているので大丈夫ですよ」

「そう言ってもらえると助かるわ。私はこんなお腹だし、主人も休日は仕事だから、晴斗をどこにも連れていってあげられなくて」

「私でよければ、いつでも晴斗君と遊ぶので、遠慮せずに声かけてください」

　休日だからといって特に予定はない。家でだらだらと過ごすよりも、晴斗君と外で元気に遊んで健康的に過ごしたほうが、ずっといい。

「でも、せっかくの休日なのに。旦那さんと出かける予定もあるでしょ」

「いえ、真夜は仕事が忙しくて。最近、なかなか休みも合わないんです」

　今日も仕事関係の人と約束があって、帰りが遅いと言っていた。相変わらず仕事は大変そうで、忙しいのも帰りが遅いのも、特に気にはしていなかったけれど……。

「それって……本当に仕事？」

　突然、志穂さんに怪け訝げんな表情で見つめられて、私は固まってしまう。

　どういう意味だろう……。

　すると、志穂さんが言いづらそうに口を開いた。

「こんなことを言うのは余計なお世話とは思うけど……二週間ぐらい前だったかしら。真夜さんが女の人と一緒にいるところを見てしまって」

「えっ……」

「その女の人っていうのが、モデルの……あっ、ほらほら、あの人よ」

　不意に志穂さんがテレビ画面を指差した。そこにはちょうどうちの会社の新商品の口紅のＣＭが流れていて、映っているのは東雲優愛さん。

「タクシーから降りてきたふたりが、一緒にレストランに入っていくところを見たの。ずいぶんと親しげな様子が気になって……明ちゃん？」

　志穂さんの話を聞きながら自然とスプーンを握る手に力が入っていた。そんな私の反応が心配になったのか、志穂さんが気遣うように声をかけてくる。

　でも、私は何も言葉を返せない。

　元恋人同士の真夜と優愛さんが一緒にいた。その事実に胸の奥がうずきだす。

「明ちゃーん！」

　突然、大きな声で名前を呼ばれてハッと振り向くと、晴斗君が、笑顔で私に空っぽのお皿を見せていた。

「見て見て。僕、食べ終わったから早くヒーローショー行こうよ」

「う、うん。そうだね」

　真夜と優愛さんが気になって、不安で押し潰されそうだ。でも、いったん考えないようにして、私は残りのオムライスを慌てて食べた。




　それから晴斗君を連れて近くのショッピングモールへと向かう。ヒーローショーは最前列で見られた。そのあと、さらに握手会と写真撮影もあり、晴斗君はずっと笑顔で楽しんでくれた。

　ショッピングモールをあとにする頃には、はしゃぎすぎたのか晴斗君はだんまりで、途中でおんぶをしてあげた途端、私の背中で眠ってしまった。そんな晴斗君を、志穂さんが待つ自宅に送り届けてから、私もマンションへと歩きだす。

　見上げると、さっきまで広がっていた青空は、どんよりとした灰色の雲に変わっていた。これから雨が降るのかもしれない。

　念のためカバンの中に折り畳み傘を忍ばせてはいるものの、できれば降り始める前に家に着きたい。私は歩く速度を上げた。ところが、少し進んだところで、ポツンと頬に何かが当たる。

　来た、とカバンから折り畳み傘を取り出して広げた途端、雨はザーッと音をたてて強く降りだした。

『タクシーから降りてきたふたりが、一緒にレストランに入っていくところを見たの。ずいぶんと親しげな様子が気になって……』

　ふと志穂さんの言葉が浮かんでくる。

　真夜と優愛さんが、一緒にいた……。

　ふたりが付き合っていた事実も思い出し、胸が締めつけられるように苦しくなる。晴斗君と一緒にいる時は頭から追い払っていたけど、ひとりになるとやっぱり考えてしまう。

　きっと、ふたりの関係はまだ続いているんだ……。

　そのことで、頭がいっぱいになっていたせいかもしれない。ただでさえ視界の悪い雨の中、注意力散漫に歩いていた私は、前方から歩いてきた人の存在に気がつかなかった。

　すれ違いざまにお互いの傘がぶつかり、その反動で思わずよろける。そのまま、私は倒れてしまい、濡れた地面にお尻がついてしまった。

「すみません」

　相手の人は大丈夫かなと咄嗟に謝ったところ、「あぶねぇな。しっかり前見て歩け」と、三十代ぐらいの男性に強い口調で怒鳴られてしまった。

「すみません」

　もう一度謝罪の言葉を口にするものの、男性は急いでいるのか、私を無視して足早に去っていった。

　濡れた地面に尻もちをついてしまったせいで、ズボンがじんわりと冷たくなってくる。慌てて立ち上がると、転んだ時に咄嗟に手をついたせいで、手の平をすりむいてしまったらしく、ヒリヒリと痛む。

　やっぱり雨の日は嫌いだ。私にとって悪いことばかりが起きてしまう……。

　私は、再び傘を持って雨の中を歩き始める。けれど、少し進んだところで、ふと足を止めた。

　少し先にある道路脇に、見覚えのある白のスポーツカーがハザードランプを点滅させて止まっている。

　ここからだとナンバーまでは確認できない。でも、あの車は真夜の愛車にとてもよく似ている。

　すると、運転席のドアが開き、スーツ姿の背の高い男性が降りてくるのが見えた。手には傘を持っている。

「……真夜」

　見間違えるはずがない。白のスポーツカーから降りてきたのは、真夜だ。

　でも、どうしてこんなところにいるのだろう。今日は仕事だと言っていたし、そのあとも仕事関係の人と約束があると言っていた……。

　真夜が傘を広げると、そこに飛び込むように黒髪の女性が近くの店から駆け寄ってくるのが見えた。長身の真夜と並んでもそれほど身長が変わらないほど、女性にしては背が高くスタイルがいい。

　真夜が助手席のドアを開け、当たり前のように女性がそこへ乗り込む。助手席のドアを閉めて、運転席側へと回った真夜が車に乗り込むと、白のスポーツカーはゆっくりと動きだした。

　そして、交差点にさしかかるとウインカーを右に出して曲がり、そのまま私の視界から消えていった。

　――何が、起きたんだろう。

　状況が呑み込めずに、私はその場に立ち尽くす。

　真夜が、自分の車に女性を乗せてどこかへと向かった。女性の顔はしっかりと見えなかった。ただ、彼女の黒髪とスタイルのよさ、そしてお昼に聞いた志穂さんの言葉を思い出した私は、なんとなくＣＭで見たばかりの東雲優愛さんが頭に浮かぶ。

　そうしたら、もうそうとしか思えなくなった。

　真夜が、自分の愛車に優愛さんを乗せてどこかへと向かった。

　そう考えた瞬間、トクンと心臓が激しく波打つ。

　気がつくと、傘を持つ手が震えていた。

　やっぱり、雨の日はいいことが起きない。

　自分の目で、はっきりと確かめてしまった。真夜と優愛さんの関係は、今もまだ続いている。

　真夜は、私をなんとも思っていない。私たちは結婚したけど、それはお互いの親に決められたもの。

　真夜が大好きで告白してはフラれていたあの頃と、私たちの関係は今も同じだ。私は、真夜が好きだけど、真夜は絶対に私に振り向いてはくれない。

　昔からこの想いは一方通行だった。

　私は今も真夜が好きなのに……。

　真夜と一緒にいると楽しくて笑顔になれる。ホッとする。寂しさを感じない。

　私が幼い頃から入院生活を送っていた母と、お店の仕事が忙しかった父。私は、いつも家に独りぼっちだった。

　父のお店の常連客のシヅキホテルグループの社長の息子、七つ年上の真夜は、物心ついた時から私のそばにいた。自宅もわりと近かったから、真夜はよく私の家にふらっと遊びに来ていた。

『家にいるより、ここのほうが落ち着くから』

　真夜はよくそう言っていた。

　もしかしたら、独りぼっちで留守番をしていた私をいつも気にかけてくれていたのかもしれない――と、今になって思う。

　いつも、さりげなく私のそばにいてくれた。そんな優しい真夜を、好きになってしまうのは当然だ。

　あの頃の私は、真夜と一緒にいると楽しくて、たくさん笑えて、安心できて、寂しさなんて少しも感じなかった。真夜を好きでいることがとにかく幸せだった。

　諦めようと思った時期もあったけど、真夜のそばにいられる時間はやっぱり幸せだった。

　でも、今は真夜を好きでいるのがつらい。絶対に私に振り向いてはくれない真夜と一緒にいると、たまにすごく虚しさを感じてしまう。

　もう、やめたい。

　こんな結婚、しなければよかった……。










きっかけ




「それにしても、すごい雨ね。こんな土砂降りの中を歩いて帰っていたら、たとえ傘を差していたとしても、全身がずぶ濡れになりそう」

「そうならずに済んで、よかったな」

「ええ、本当。送ってくれてありがとう。助かったわ」

「通り道だし、気にするな」

　激しく降る雨の中、俺は車を走らせる。向かう先は、助手席に座っている優愛の自宅マンション。

「ねぇ。そういえば、付き合い始めの頃、こうして真夜の車に乗っていたら週刊誌の記者に撮られて、雑誌に載ったわよね」

「ああ。あったな」

「あの頃が懐かしい」

　そう言って、優愛はクスッと笑った。

　モデルの仕事をしている優愛とは、三年ほど交際をしていた。付き合うきっかけは共通の友人の紹介で、そのあと優愛から熱烈なアプローチを受けて交際が始まった。

　俺としては、それなりに順調に交際を続けていたつもりだった。でも、昨年の夏、優愛から突然別れを告げられた。理由は、俺よりも仕事に集中したいから。

　その通り、現在の優愛はモデル活動の場を海外に広げて、世界的に有名なファッションショーにも出演している。

　俺と付き合っていた頃から、モデルとしての人気は結構あったらしい。そして今や、日本を代表するモデルのひとりと言っても過言ではない。

　そんな優愛が、来月、俺が総支配人を務めているホテル Viola Luna に新しくオープン予定のチャペルで開かれる模擬挙式で、花嫁役をしてくれることになった。

　人気モデルの優愛がウエディングドレス姿で登場するとあって、今の時点で女性を中心にかなり話題にはなっている。おそらくマスコミが取材にも来るだろうし、新しいチャペルの宣伝効果も確実だ。わざわざスケジュールを調整して花嫁役を引き受けてくれた優愛には、感謝しかない。

　今日はその模擬挙式のリハーサルがあり、そのあとは俺と優愛、それにホテルの広報担当の社員数人も交えて食事会をした。それが終わり、店を出ると土砂降りの雨で、俺が車で優愛を自宅まで送っていくことになって、今に至る。

　移動中の車内には、ラジオから流れるゆったりとしたメロディーと、窓ガラスを打ちつける雨音だけが静かに響いている。

「そういえば、真夜の結婚相手ってあの幼馴染の子なのよね」

　優愛が不意に尋ねてきた。

「えっと、名前は……明ちゃん、だっけ？」

「覚えていたのか」

「ええ。あなたと付き合っていた頃の会話の中で、何度か話題に出ていたから」

　優愛の前で明の話をした覚えはあるものの、どんな内容かまでは覚えていない。あまり余計なことを話していなければいいが。

「よかったわね。大好きな幼馴染と結婚ができて」

　そのどこか含みのある優愛の言い方が気になって、運転中だがチラッと一瞬だけ彼女に視線を送った。優愛は、まっすぐ前を見つめながら、静かに口を開く。

「私と付き合っていた頃から、真夜にとって〝明ちゃん〟は特別な存在だって会話の端々から感じ取れてた。しばらく会っていないって言っていたけど、もしも私と付き合っていた頃にふたりが再会していたら、多分、私は負けちゃっていたと思う」

　その言葉に、俺は返す言葉が見つからなかった。

　優愛と付き合い始めたのは、帰国して半年ほどが経った頃。何度かふたりで食事へ行くようになり、優愛から告白をされた。でも、最初は断った。その時の俺はまだ明を忘れられなかったから。

　俺にとって明はずっと〝妹〟だった。もしも俺に妹がいたら、こんな感じなんだろうな。そう思いながら明に接していた。そして、きっと明も同じように考えているだろうと思っていた。

　明が俺に抱く気持ちもまた妹が兄を慕うような感覚だと思っていたから、告白されてもなるべく明を傷つけないようにサラッとかわしてきた。

　そんな俺が、明を好きだと自覚したのは多分あの時だ。

　高校生の明が、同じ学校の制服を着た男子生徒から告白されているところを偶然見てしまった。明は断っていたが、その時初めて、明が自分以外の男のものになることを想像した。その瞬間、悔しさが込み上げてきた。

　大切だから、壊れないよう触れずに眺めているだけだった宝物を、あっという間に、よく知らない誰かに盗まれてしまう――そんな気持ちになった。

　明を誰にも取られたくない。

　そんな独占欲が芽生えた時、俺は、もう明を妹とは見ていない自分に気がついた。

　ひとりの女性として好きだと思った。

　でも、その気持ちに気がついても、しばらくは認めようとはしなかった。戸惑っていたのかもしれない。ずっと妹のように思っていた明に、こんな感情を抱いてしまって……。

　その一年後、バリ行きが決まり、日本を発つ空港で明に告白をされた。拒む理由があの時の俺にはもう何も見つからなかった。

　俺も自分の気持ちを明に伝えて、三年後、俺が日本へ戻ったら結婚しようと約束をした。

　それなのに――明は忘れてしまった。それどころか、俺が帰国したと知っても、連絡も寄越さず、会いにも来なかった。

　きっと明にはもう俺のいない新しい生活が出来上がっている。そう思って、俺は明と距離を置いた。

　それからしばらくして、友人の紹介で優愛と出会った。すぐに熱烈なアプローチを受けたものの、俺はまだ明への想いを引きずっていたため、最初は断っていた。

　でも、優愛と付き合えば明への気持ちを断ち切れるかもしれないと思うようになり、彼女との交際を始めた。

　それなのに、ダメだった。

　どうしても明を忘れられなくて、そんな自分の感情を必死に隠している日々がつらかった。

　優愛に対しても、本気で好きになれないのに、それなりにうまく付き合おうとしていることに罪悪感のようなものをずっと抱いていた。

　だから、優愛から別れを切り出された時、ホッとしたのを今でもよく覚えている。

　俺は、きっともう明以外の女性を本気で好きにはなれない。

　そう気がついた時、友人の結婚式に出席するため Viola Luna に来ていた明を偶然見かけた。

　この再会を運命なんていう言葉で表現するのは、おこがましいのかもしれない。でも、俺はあの時、神様に言われた気がした。

　明と交わした約束を守っていい、と――。




「――ただいま」

　優愛を自宅マンションへ送り届けてから自宅へ戻ると、リビングは真っ暗だった。

「明？」

　照明をつけても、そこには誰もいない。

　夕方までには帰ると言っていたのに、明はまだ晴斗君の家から戻っていないらしい。

　運転中だったから確認できなかったが、もしかしたら何か連絡が来ているかもしれない。そう思ってスマホを確認すると、思った通り明からのメッセージが届いていた。

　それは、時間にして一時間ほど前。優愛との食事を終えて、彼女を車で送っている頃に届いたメッセージだった。

「……は？」

　それを読んだ俺は思わず固まってしまう。

「なんだよ、これ……」

　そう告げる自分の声は震えていた。思わず、スマホを握る手に力がこもる。

　次の瞬間、今すぐに明を探さなければと、俺は慌ててリビングを飛び出した。










嘘でも夢でもない




【こんな結婚しなければよかった】

　思わずそんなメッセージを真夜に送ってしまって、今はすごく後悔している。

　運転中でスマホを見られなかったのか、メッセージはしばらく未読のままだったのに、少し前にそれが既読になった。でも、返事はない。

　真夜は、どう思っただろう……。

　あのあと、真夜が優愛さんを車に乗せた場面をたまたま見かけてしまい、動揺した私は、まっすぐ自宅に帰れずに、実家へと逃げた。

　今は、勉強机も本棚もすべて当時のまま置かれている自分の部屋のベッドで、ゴロンと大の字に寝転がっている。

【こんな結婚しなければよかった】

　それを読んだ真夜はどう思っただろう。

　その時の感情に任せて、ついそんなメッセージを送ってしまったせいで、自宅に帰りづらくなってしまった。

　でも、保しなで晩ご飯を食べて、お腹がいっぱいになったら気持ちも少し落ち着いてきたし、そろそろ帰らないと。私がずっとここにいたら、きっと父も心配する。

　家に帰ったら真夜に『あんなメッセージを送ってごめん』って謝ろう。そう思った私は、ゆっくりとベッドから起き上がる。けど、ふと思い直した。

　私が謝る必要はあるのかな……。

　そもそも悪いのは真夜だ。私と結婚したのに、こそこそと別の女性、しかも元恋人と会っていたんだから。やっぱりここは悩んだり落ち込んだりしていないで、怒っていいところなんだ。そう思ったらなんだか腹が立ってきた。

「真夜のバカー！」

　胸の中のモヤモヤを吐き出したくて、そう叫んだ時だった。

「誰がバカだって」

　――え？

　そんな声とともに、ガチャッと部屋のドアが開く音。慌てて振り向くと、そこに立っているのは真夜だった。

「な、なんでいるの？」

　居場所を伝えた覚えはない。それなのに、真夜はどうして私が実家にいるってわかったんだろう。

　とても不機嫌な顔の真夜が、ずかずかと私の部屋に入ってくる。そして、ベッドに座っている私の目の前まで来ると、隣に腰を下ろした。

「明、これどういうつもりだ」

　真夜が自分のスマホを私の顔の前に持ってくる。その画面には私が送った【こんな結婚しなければよかった】というメッセージが表示されていて。

「えっと……これは……」

　真夜と優愛さんが一緒にいるところを見たから……。

　さっきまでは真夜を問いつめる気満々でいたはずなのに、いざ本人を前にしたらスムーズに言葉が出なくなった。

　そのままじっと口を閉じていると、突然、真夜に抱き寄せられた。

「こんなメッセージもらったあとで、家に明がいないと心配するだろ」

「……それで、私を探してくれたの？」

「ああ。でも、こんな時間に明が行きそうな場所なんて、実家しか思い浮かばなかったけど。来てみたら、やっぱりいた」

　真夜は私の身体を離すと、目を見つめて問いかける。

「それで、俺と結婚しなければよかったってどういうことだ。俺、明に何かした？」

「……自分の胸に手を当てて、よーく考えてみたら」

　素っ気なく、ボソッと小さな声で私は答える。

「は？」

　真夜は、わけがわからないと不服そうな表情を浮かべてはいるものの、考えてくれてはいるようだ。でも、これといって思い浮かばなかったらしい。

「……ダメだ。わからん」

　そう呟いて私を見つめる。

「俺、明に何した？」

　私は、小さく息を吐いてから、ゆっくりと口を開く。

「……今日、真夜が女の人を車に乗せるところを見た」

「え？」

「仕事関係の人と会うって言ってたのに……」

　そう告げると、少しして真夜は理解したらしく「ああ」と大きく頷いた。

「女って、優愛のことか」

「……っ」

　真夜の口から〝優愛〟と告げられた瞬間、ズキンと胸が痛んだ。

　こんなにあっさりと認めるとは思わなかった。普通なら隠そうと思うはずなのに。私には隠す必要もないの？　そう思ったら腹が立ってきた。

「最低。真夜のバカ。やっぱり結婚するんじゃなかった」

「は？　何？　もしかしてこれが原因？」

「そうだよ。それしかないよ。どうして元カノを車に乗せたりしたの」

「元カノって、お前……」

　今まで平然とした顔をしていた真夜が、そこでようやく少し表情を変えた。

「どうして、俺と優愛の関係を知っているんだ」

　そう尋ねられたので、私が働いている会社の新商品のイメージモデルに東雲優愛さんが起用されたと真夜に伝えた。職場の後輩が優愛さんのファンで、噂になった元恋人のことを聞いたところ真夜が思い浮かび、さりげなく探ると、やっぱり優愛さんの元恋人は真夜だと確信したことも打ち明ける。

「……そうか」

　私の話を聞き終えた真夜は静かに頷いた。

「優愛とは三年ぐらい付き合ってた。けど、去年の夏に別れてる」

「それって、もしかして私が原因だったりする？」

「どうして？」

「その頃って私との結婚が決まった頃でもあるから。そのせいで優愛さんと別れたのかなと思って」

「違う。もう、その前に別れてた。優愛がモデルの仕事に専念したいと言って、向こうから別れを切り出されたんだ。だから、明とは一切関係ない」

　真夜は、強い口調でそう言ったあと、軽く息を吐き出す。

「確かに今日、優愛と食事をしたあと、車に乗せた。店から出るとすごい土砂降りで、模擬挙式に出演してくれるモデルが雨に濡れて風邪でもひいたら大変だと思って、家まで送ったんだ」

「模擬挙式？」

「今度うちのホテルに新しくできるチャペルで模擬挙式をするんだ。その新婦役をしてくれるのが優愛で、忙しいところを引き受けてくれたお礼として、今日行われたリハーサルのあと、ご馳走した」

　一気に説明する真夜に、「そうなんだ……」と答えるのが精一杯だ。

「それと、二週間前も模擬挙式の打ち合わせがあって、そのあと優愛と食事をした。でも、どちらもふたりきりじゃなくて、俺のホテルの社員も数名一緒だ」

　二週間前といえば、志穂さんが、真夜と優愛さんが一緒にいたところを見たと言っていた頃とも重なる。

　真夜が嘘をついているようには見えなかった。だから、彼の話は本当だと思うけど、心の中はスッキリとしない。

「それに、明にもちゃんと言っただろ。今日は仕事関係の人と会うって」

「うん……」

「つまり、俺にとって優愛はただの仕事仲間。向こうだって今は俺なんて忘れて、仕事しか頭にないよ」

　たとえそうだとしても、私は、真夜が私以外の女の人と一緒にいるところなんて見たくなかった。

　――そう素直に伝えられたらいいのに。

　うつむいた私の瞳から、ポロッと涙がこぼれた。そんな私に気がついたのか、真夜がそっと声をかけてくる。

「ごめんな、明。俺はもう優愛に対して恋愛感情は全くないけど、何も知らない明からしたら不安になったし、嫌だったよな」

　私は、小さく頷いた。

「でも、今、ひとつわかった」

　すると真夜が優しく私に微笑みかける。

「明が今でも俺を好きなんだって」

「え？」

「俺と優愛の関係に、ヤキモチ焼いてくれたんだろ。それって明はまだ俺が好きだから。違う？」

　どう答えていいのか迷った。

　私は、真夜が好き。その感情には、もうとっくに気がついている。でも、子供の頃のように正直に、好きだと伝えてもいいのかわからない。

　母を亡くしてから、私は、人を好きになるのが怖い。好きになって、その人が自分にとって大切な存在になればなるほど、失った時のショックは大きいから。

　私は、できればもう母を亡くした時のような悲しい思いはしたくない。だから、真夜と音信不通だった六年間で、必死に真夜への気持ちを忘れようとしていたし、忘れられたと思った。

　でも真夜と再会して、結婚をしてしまった。そうしたらもう、認めるしかなかった。

　――やっぱり私は、真夜が好きなんだ。

「明の気持ち、正直に言っていいよ。大丈夫。俺もお前と同じ気持ちだから」

　真夜のその言葉にハッとなって顔を上げる。

　真夜の気持ちって……？

「俺も、明が好きだから」

　真夜が、私を好き？

　彼の顔を見つめたまま、私は頭が真っ白になった。理解が追いつかない。

　ポカンとしている私に、真夜はなぜか呆れたようなため息をついた。

「つか、結婚したばかりの頃、俺は伝えたよな。明が好きだって。それなのに明は何も言ってくれなかったけど」

　……待って。それって、いつ？

　少し考えてからふと思い出した。多分、真夜から Viola Luna のレストランのランチビュッフェのチケットをもらった日だ。

『俺は好きだよ』

　確かにそう言われた……。

「ええええ!?　あれ本気だったの？」

　焦って問いかけると、真夜は頷きながら優しく笑った。

「当たり前だろ」

　そう言われた瞬間、また瞳からポロッと涙がこぼれた。私は、大きく頭を振る。

「こんなの嘘だ、ありえない」

「嘘じゃないから」

「じゃあ、これは夢だ」

「なんで、そうなるんだよ」

「だって、子供の頃から何度も何度も告白したのに、真夜はぜんぜん相手にしてくれなかった。だから、この展開が信じられない。これは夢だ」

「ほら、現実だ」

　そう言って、真夜が指で私の額をピンと軽く弾いた。

「痛っ！」

　痛みがある……。夢じゃないの？

　でも、それにしても痛すぎる。本気でデコピンしてきた。ヒリヒリとする額を手で押さえながら、私は真夜を睨むように見つめた。

「なんで急にデコピンするの、バカ真夜」

「バカだと、こら」

「い、いひゃい～」

　真夜が私の頬を両手でつまむと、びろーんと横に引っ張る。そのまま私の頬は、真夜の両手にムギュッと押し潰された。そのせいで口がタコのように尖ってしまう。

　そんな私を見た真夜が笑いながら「おもしろい顔」と呟いた、すぐあと――。

　私の頬を挟んでいた真夜の手の力が緩むと、私の唇に素早く真夜の唇が重なった。その突然のキスに驚いた私は、大きく目を見開く。しばらくして、真夜の唇がそっと離れていった。

　好きだと言われただけでもありえないのに、さらに唇にキスまでされてしまった。

　すっかり放心状態になってしまった私は、そのままぼんやりと真夜を見つめる。

「明も、俺を好きだって言って」

　すると、私の頬に触れていた真夜の手が片方、私の腰に回るとグイッと引き寄せられ、再び唇が重なった。

　今度は、触れるだけのキスとは違い、何度も角度を変えて、そのたびに少しずつキスが深くなっていく。

　真夜の手がしっかりと私の腰を押さえているので、逃げられない。キスにうまく応えられない私は、ギュッと目を閉じ、されるがままにそれを受け入れた。

　しばらくして唇が離れると、真夜に肩を押された私はベッドに仰向けに倒されてしまう。そして、私の顔の横に手をついた真夜が私に覆い被さり、上からじっと見つめてきた。

「明、俺が好き？」

「……うん」

　さっきまでいろいろと悩んでいた。でも、私はもう自分の気持ちに正直に頷く。

「好き。真夜が大好き」

　そう告げると、真夜はホッとしたように微笑んだ。

「よかった。これでようやく明に手が出せる」

「え……んっ」

　真夜の唇が私の唇を塞いだ。そのまま深いキスをされながら、真夜の手が私の胸の辺りにそっと触れた。

　その瞬間、ピクッと身体が跳ねてしまう。でも、真夜はそんな私の反応すら楽しむように、服の上から胸に触れてくる。その手がするすると下へ向かい、上着の裾から入り込んできて、私の素肌に触れた。

　まさか、ここで、そういうことする気じゃないよね……？

　思わず、私は真夜の手をつかんだ。すると、真夜がキスをやめて唇を離し、不満そうに口を開く。

「何？」

「何って……ここ、私の実家なんだけど」

「だから？」

「お父さん帰ってきたら、どうするの！」

　そう告げると、真夜がチラッと時計に目を向けた。

「まだ大丈夫だろ。店が閉まるまでには時間がある」

　サラッとそう告げて、真夜が再び私にキスを仕かけようとする。その唇を私は慌てて両手で塞ぎ、力いっぱい押し返した。

「ここじゃダメ！　絶対ダメ！」

　必死にそう告げると、真夜は自分の唇を塞いでいる私の両手を、片手で軽く払いのける。

「じゃあ、どこでならいいの？」

「えっ」

「どこでなら明を抱いていい？」

　熱い視線で見つめられて、私の心臓がドキッと跳ねる。

　これからの行為を拒むつもりはない。初めてだから、少しだけ怖い気持ちも、もちろんある。

　でも、真夜となら大丈夫。ずっと好きだった相手だから。

　ただ、やっぱり実家では嫌だ。せめて、場所を変えてほしい。

「……私と真夜の家でならいいよ」

　恥ずかしくて視線をそらしながらボソッとそう告げると、真夜は「わかった」と静かに告げた。

「でも、ひとつだけ伝えとく」

「な、何？」

「このままここで続きをさせてくれるなら、明の実家ってこともあるし一回だけで我慢する。でも、マンションに帰ってからだと、俺もう自分を抑えられる自信ないよ。多分、満足するまで何回もするけど、いいんだな」

　その言葉の意味がすぐに理解できない私は、きょとんとして真夜を見つめる。すると、真夜は優しく微笑み、私の頬にそっとキスを落とした……。










初めての朝




「ふぅ……いいお湯だぁ」

　朝にお風呂に入るなんて、多分人生初だ。

　いつもはどんなに疲れて帰宅しても、夜寝る前には必ず入るようにしていたから。光が差し込む明るい時間帯の入浴が新鮮で、私は、普段より長くお湯につかっていた。

　せっかくなので、いい香りのする入浴剤も入れてリラックスだ。今日は日曜日で仕事も休みだし、ゆっくりしよう。

　昨夜の名残で、身体もまだなんだか重たい。それもこれも、全部真夜のせいで……。

　たっぷりとはった湯船につかりながら、ふと昨夜を思い出した私は、途端に恥ずかしくなってしまう。

「わあぁぁぁ～～！」

　思わず叫び声をあげながら、口元までお湯につかった。このまま頭のてっぺんまで一気にもぐって、お湯の中に姿を消してしまいたい。

　そう思ってしまうくらい、とんでもない出来事が、昨夜、私の身に起きた。

　忘れてしまいたいような、忘れたくないような……。

　朝、目が覚めたら夢だと思った昨夜の出来事は、私の隣ですやすやと眠る真夜と、身体中に残るだるさで現実だと理解した。

　思い出すと、まだ恥ずかしい。でも、すごく幸せな時間でもあった。

　昨夜、私の実家から自宅マンションへ戻ると、玄関に入ってすぐ真夜が私にキスをしてきた。そのまま真夜の部屋のベッドへと向かい、私たちは身体を重ねた。

　途中からはよく覚えていない。いつの間にか私は眠っていたから。

　今朝、目が覚めると真夜はまだ寝ていたので、起こさないようにそっとベッドから抜け出した。そして、ひとりでのんびりと湯船につかっている。

「明」

　ふと真夜の声が聞こえて、すりガラスにシルエットが見えた。どうやら彼も目を覚ましたらしい。

「風呂入ってるの？」

「う、うん」

　思わず声が裏返ってしまう。昨晩、あんなことをしたあとだから、真夜と顔を合わせるのが気まずい。

「じゃあ、俺も入ろ」

　そんな声が聞こえて、ハッとなる。

　私がまだ入ってるんだけど。まさか、一緒に入るの？

　その時、サッと素早く扉が開いた。そこには、衣服を全部脱いだ真夜がいて……。

「きゃー！」

　私は、叫びながら両手で目を覆い、背を背ける。

　大丈夫。見てない。ギリギリ見なかった。

　ひとりで勝手に動揺していると、真夜が湯船に入ってくる気配がした。そして私のすぐ隣に座った。

　広い浴槽なので大人ふたりで入ってもまだまだ余裕のはずなのに、真夜がやたらと私のほうに寄ってくるから狭く感じてしまう。

「ちょっと！　入ってこないでよ、変態！」

　色のついた入浴剤を入れていて、よかった。おかげでお湯につかると鎖骨辺りから下は見えないので、私は目を覆っていた両手を、そっと外した。

「変態って、ひどくないか？　昨晩、俺ともっとすごいことしたのに、それはないだろ。それに、明の身体なら、もうとっくに全部見てるんだけど」

　ニヤッとした意地悪そうな笑みを浮かべる真夜から、私はプイと視線をそらした。

「つか、身体、大丈夫？　痛かったり、だるかったりしない？」

「……おかげさまで、全身痛いです」

　ここは、ちょっと大袈裟に言ってやりたくなった。

「だよな。ごめん。初めてなのに無理させたよな。でも明が可愛すぎて、我慢できなかった」

　……面と向かって、そんなこと言わないでほしい。

　女性からモテモテで、おそらくそういう経験が豊富であろう真夜とは違い、私は昨夜が初めてだった。

　だからといって、そういう行為に対する知識が、全くなかったわけではない。それなりに理解はしていたつもりだ。でも、実際そういう行為をしてみると、私の想像をはるかに超えるものだった……。

　お風呂からあがると、私たちは少し遅めの朝食をとり始める。

　普段、朝は和食派だけど、さすがに今朝は作る元気がなかった。そんな私を労ってくれているのか、真夜が簡単に作ったサラダと、トーストしたパンにバターをぬった朝食を出してくれた。

　でも、私はあまり食欲がなくて、トーストを半分も食べられなかった。

「天気もいいし、これからどこか行くか」

　食後の紅茶をちびちびと飲んでいると、向かいの席で朝刊を読んでいた真夜がふと顔を上げる。

「俺も明も、今日は久し振りに一緒に休みだろ。だから車で少し遠出でもしてみようと思ったんだけど」

　そういえば、真夜がドイツ出張から戻ったあと、水族館へ行った日から、しばらく一緒に出かけていない。

「行きたい！」

　真夜とお出かけができる。そう思ったら胸が弾んで、思わず椅子から立ち上がってしまった。そんな私を見つめる真夜が柔らかな笑顔を浮かべる。

「どこ行きたい？　どこでも連れてくよ」

「どこがいいかなぁ」

　天気がいいから、室内よりも屋外がいいかもしれない。でも、今朝は起きるのが遅かったし、そのあとゆっくりとお風呂にも入っていたから、時刻はすでに十時を過ぎている。

　今から出かけるとなると、どこがいいんだろう。

　うーんと唸うなりながら、あちこち行き先を思い浮かべていると、真夜のほうからクスッと笑い声が聞こえた。

「どうしたの？」

「いや、なんでもない。気にするな」

「とても気になるんですけど……」

　真夜は、込み上げてくる笑いを必死にこらえようとしていたものの、こらえきれずにぷっと吹き出した。

　一体、彼のどんな笑いのツボを刺激してしまったのか。全くわからない私は、真夜の笑いが収まるのをじっと待つ。

　しばらくしてようやく落ち着いた真夜は、笑いすぎて目にたまった涙を指でサッと拭った。

「明のそのクセ、変わってないと思って」

「クセ？」

「やっぱり気がついてないのか。明ってさ、子供の頃から、考え事する時は右斜め上をじっと睨むように見つめるよな」

「えっ、本当？」

　全く自覚がなかった。周りの誰も、私にそんなクセがあるなんて言わなかった。でも、真夜だけは気がついていたなんて。それだけ、私を子供の頃からよく見てくれていたのかな。

　そう思ったら、真夜が愛いとおしくてたまらなくなった。

　そういえば、私たちって両想いでいいんだよね……？

　昨日の夜、私の実家のベッドで真夜は私に『好きだ』と言ってくれた。それは覚えている。だけど、やっぱりまだ完全には信じきれていない自分がいる。

　子供の頃からずっと好きで、告白してもフラれ続けていた真夜と想いが通じ合ったなんて。幸せすぎてなんだか怖い。

　もしも今、真夜を失ってしまったら……。

　ふと、そんなことを考えてしまった。

　そういえば、水族館でも今と同じような感覚になった。胸が苦しくなるような切ない気持ち。

　今の幸せが消えてしまいそうで、怖くなる。お母さんの時みたいに、真夜もいなくなってしまったら……。

「行きたいとこ、決まった？　特にないなら俺が決めるけど」

　そう言って真夜は、朝刊と飲み終えたマグカップを持って椅子から立ち上がる。そのままキッチンへ向かおうとする背中に駆け寄って、その背中に思い切り抱きついた。

「明？」

　そんな私の突然の行動に、真夜が困惑したような声で私の名前を呼んだ。

「私、真夜と一緒にいたい」

「えっ……ああ、今日は一日中、一緒にいられるから、どこ行く？」

「そうじゃなくて」

　真夜のお腹に回した腕にギュッと力を込めた。その力が強すぎたせいか真夜の口から「うっ……」と苦しそうな息が漏れる。

「……おい、明。苦しい……。口からさっき食べたパン出てきそう」

「あっ、ごめん」

　私はパッと手を放した。

　真夜は、手に持っていた朝刊とマグカップをダイニングテーブルへ置いた。それから私を振り返ると、視線を合わせるために高い背を屈める。

「どうした？」

　真正面からじっと見つめられて、その視線から逃げるように私はうつむいた。

　真夜がいなくなってしまうと想像したら怖くなった。だからこの先もずっと私のそばにいてほしい。

　正直にそう打ち明けたら、真夜はどう思うだろう。きっと困るよね。重たいヤツって引かれてしまうかもしれない。せっかく真夜に好きだって言ってもらえたのに、嫌われたくない。

「――おい」

「痛っ」

　ひとりでうじうじと考えていたら、不意にデコピンをされた。

「なんか言え。急にそんな沈んだ顔されたら、気になるだろうが」

　視線を上げると、不愉快そうに眉間に皺を寄せた真夜と目が合う。

「これも昔からの明の悪いクセだ。何か不安なことがあったり、悲しくなるようなことがあったら、我慢しないで吐き出していいから」

「真夜……」

「これからは、ちゃんと弱みを見せて、俺を頼れ。わかったな？」

「……うん」

「それなら、よし」

　真夜は口元を緩めて穏やかに笑うと、私の頭に手を乗せてポンポンと優しく撫でた。

　幸せだな、本当に……。

　まっすぐな真夜の優しさに胸がジーンとなって、自然と瞳が潤みだす。

　やっぱり私は真夜が好き。大好き。だからずっと一緒にいたい。

　いなくなったら、なんて〝もしも〟のことを考えるのはやめよう。だって、真夜はここにいる。私のすぐそばに。今は、その幸せをただ純粋に受け止めればいいんだ。

　そう思ったらさっきまでの不安な気持ちが消えて、少しだけスッキリとした。

　と、その時。ダイニングテーブルに置いてあるスマホが音をたてて振動を始めた。

「電話だ」

　誰からだろう？

　画面を確認すると、それは志穂さんからだった。私は、スマホを耳に当てる。

「もしもし」

『あっ、明ちゃん。よかった、出てくれて』

「どうしましたか」

　電話の向こうで、一体何が起こっているのかはわからない。ただ晴斗君の大きな泣き声が聞こえてくる。そのせいもあり、志穂さんの声が少し聞きとりづらい。

『明ちゃん、昨日の帰り道、お財布なくて困らなかった？』

「えっ、財布ですか。いえ、特には……」

　財布を使う場面がなかったので困らなかった。帰り道でお金を使って買い物はしなかったし、電車にはスマホカバーのポケットに差しているＩＣカードを使ったから。

　でも、どうして突然、財布について尋ねられたんだろう？

　そう不思議に思っていると志穂さんが告げる。

『実は、明ちゃんのお財布、今、うちにあるのよ』

「えっ、志穂さんのうちに？」

　どうして私の財布が？

　そういえば、昨日はマンションへ戻ってから真夜とすぐにああいうことになったから、カバンを玄関に置いたままだった。財布のことなんて少しも頭になかった。

「ちょっと待ってください」

　志穂さんにそう告げると、私はスマホを手に持ったまま、玄関へと小走りで向かう。置き去りにしたカバンの中を探ってみたが――。

「本当に財布がない……」

　どうしてだろう。昨日、志穂さんの家で取り出した覚えはないのに。

「もしかして明、財布忘れてきたの？」

　私のあとを追ってきたのか、背後から呆れたような真夜の声がする。

「ドジなヤツだな。でも、財布がないのに今の今まで気がつかないってのも、なんか笑えるんだけど」

「うるさいなぁ」

　からかってくる真夜は無視して、通話を中断させていたスマホを再び耳に当てた。

「もしもし、志穂さん。今、確認したらやっぱり財布なかったです。そちらで取り出した覚えはないんですけど――」

『明ちゃん。晴斗のせいなの』

「晴斗君？」

　どういうことだろう。

『晴斗が勝手に明ちゃんのカバンから財布を取り出したみたいなの。財布がここにあれば明ちゃんがまた家に来てくれるって思って隠したみたい。私も今朝、気がついて、慌ててすぐに電話したの』

「そうだったんですか」

『本当に本当にごめんなさい。晴斗はきつく叱っておいたから』

　そっか。それで電話の向こうから晴斗君の大きな泣き声が聞こえるんだ。

　昨日は財布がなくても特に困らなかったし、晴斗君も私を困らせようとか、そういう悪意があってやったわけじゃない。

　四歳の晴斗君なりに、どうしたらまた私と会えるのかをすごく考えて、取ってしまった行動なのだろう。

「大丈夫ですよ、志穂さん。もしよかったら、今から取りに伺ってもいいですか」

『ええ、もちろん。あ、でも晴斗のせいだから私から届けに行くわ』

「いえ、志穂さんは家にいてください。私が行くので」

　出産予定日が近い、あの大きなお腹を抱えてここまで来るのはきっと大変だし、大事な身体に何かあったら大変だ。それに晴斗君の願い通り、今日もまた会いに行ってあげないと。

『本当にごめんなさい、明ちゃん』

「いえ、大丈夫なので気にしないでください。それじゃあ、これから伺いますね」

　明るくそう答えて、私は電話を切った。それから後ろにいる真夜を振り返る。

「ごめんね、真夜。私これから晴斗君の家に行ってくる」

「車で送ってこうか？」

「いいの？」

「いいよ。俺も、明のことが大好きな晴斗君と会ってみたかったし」

　それから私たちは出かける準備を済ませて、真夜の車で志穂さんのアパートへと向かった。
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「明ちゃん、ごめんなさい」

　アパートに着いて、インターホンを鳴らしてから玄関を開けると、泣きながら晴斗君が私に駆け寄ってきた。

「明ちゃんの大事なお財布、取ってごめんなさい」

「大丈夫だよ、晴斗君」

　私の足にギュッとしがみついて泣いている晴斗君の髪を、優しく撫でる。

「いけないことしちゃったって、わかればいいんだよ」

「うん、ごめんなさい。明ちゃん怒ってない？」

「怒ってないよ。でも、もうしたらダメだよ」

「しない。絶対に、絶対にしない。だからまた遊んでくれる？」

「もちろん」

　そう微笑んだら、晴斗君も涙でべちゃべちゃになった顔で安心したように笑った。

　傍らで申し訳なさそうな表情を浮かべている志穂さんが、財布を私にそっと手渡してくれる。

「これ、明ちゃんのお財布」

「ありがとうございます」

「本当にごめんなさい、明ちゃん。私がちゃんと晴斗を見ていなかったのがいけなかったわ」

「いえ、本当にもう大丈夫なので」

　むしろ、あまり気にして思いつめないでほしい。お腹にもよくないだろうし。

「連絡もらうまで、自分の財布がないのに気がつかなかった明が、うっかりしてたのも悪いしな」

　すぐ後ろから声がして振り返ると、近くのコインパーキングに駐車に行っていた真夜が戻ってきていた。

「あら、真夜さんも一緒だったのね」

　いつものように私ひとりで訪ねてきたと思っていた志穂さんが、突然の真夜の登場に目を見開いて驚いている。そういえば、このふたりが顔を合わせるのは、今日が初めてかもしれない。

　真夜と志穂さんが軽く挨拶を交わしていると、晴斗君が私の服をツンツンと引っ張ってきた。

「ねぇねぇ、このおじちゃん誰？」

　その視線は真夜を捉えている。すると、私の隣にいる真夜の口から「おじちゃんだと……」という不満そうな声がボソッと聞こえた。

　もちろん、本気で気にしているわけではないと思う。でも、ついそんな不満を漏らした真夜がおもしろくて、クスッと笑ってしまった。すると、軽く睨まれてしまい、私は上がっていた口角を慌てて戻す。

　それから晴斗君の質問に答えようとすると、私よりも先に、真夜が晴斗君に声をかけた。

「初めまして晴斗君。俺は、明の旦那の真夜っていいます」

　すると、その自己紹介に晴斗君がちょこんと首を傾げる。

「マヤが名前？」

「そうだよ」

「じゃあ、ダンナって何？」

「旦那は、そうだなぁ……。結婚した人かな」

　真夜なりにわかりやすく説明すると、それに対して晴斗君が大きな声をあげた。

「違うよ。明ちゃんと結婚するのは僕だよ」

「えっ」

「僕がダンナだよ。おじちゃんじゃないよ」

　まさかそう返されると思っていなかったのか、真夜にしては珍しくきょとんとした表情を浮かべている。それがおもしろくて、ついまたクスッと笑ってしまうと、それに気がついた真夜に鋭く睨まれた。

「ほら、帰るぞ」

　そのまま手を握られてグイッと引っ張られる。まだ行き先は決まっていないけど、このあとは真夜と出かける予定になっている。無事に財布も受け取ったし、そろそろ失礼しよう。

「それじゃあ志穂さん、私はこれで――」

　言葉の途中で服をくいっと引っ張られた。見ると、晴斗君の小さな手が私を一生懸命引き止めようとしている。

「明ちゃん、もう帰っちゃうの？」

　寂しそうに潤んだ瞳で晴斗君に見つめられる。……そんな視線を送られたら、帰りづらい。

「一緒に遊ぼうよ、明ちゃん」

「晴斗君……」

　遊んであげたい。だけど、今日はこれから真夜と出かける予定になっている。

　でも、私のカバンから財布を取り出してまで、また私に会いたがっていた晴斗君を思うと、このまま帰るのもかわいそうだ。

　迷っていると、そんな私の気持ちを察してくれたのか、志穂さんが晴斗君にぴしゃりと告げる。

「ダメよ、晴斗。明ちゃんだって予定があるんだから。それに、昨日たっぷりと遊んでもらったでしょ」

「やだ。もっと遊びたい」

「ダメ」

「やーだー。明ちゃんと遊びたい」

　晴斗君が悔しそうに足をドンドンと踏み鳴らして、その目には大粒の涙が浮かんでいる。やっぱり、このまま晴斗君を置いて帰りづらい。

　どうしようかな……と、考えていると、私の手をつかんでいた真夜の手が不意に離れた。そして晴斗君と視線を合わせるように膝を折る。

「晴斗君。おじちゃんも混ぜてくれるなら、これから皆で一緒に遊ぼうか」

「えっ、真夜？」

　予想外の提案に私が慌ててしまう。そんな私を振り返って真夜は軽く微笑んだ。

「いいよな、明」

「う、うん」

　もちろん、私は賛成だけど。

　私が頷いたのを見て、真夜はすっと立ち上がると、今度は志穂さんに声をかける。

「もしよかったら、これから晴斗君を連れて公園に遊びに行ってもいいですか」

「えっ、ええ、もちろん。でも、真夜さんと明ちゃんは大丈夫なの？」

「大丈夫です。これから明と出かけようとしていましたけど、行き先も決まっていなかったし」

「ねぇねぇ、早く遊びに行こうよ！」

　そう言って、晴斗君がぴょんぴょんと跳び跳ねている。その嬉しそうな姿を見たせいか、初めは私たちに遠慮していた志穂さんもダメとは言えなくなってしまったらしい。「本当にいいの？」と、私と真夜に何度も確認をしてからようやく頷いた。

「晴斗、ママとお約束よ。明ちゃんと真夜さんの言うことをちゃんと聞いて、いい子にすること。守れる？」

「うん！」

　そうして私と真夜は晴斗君を連れて公園へと向かった。




　いつも私と晴斗君が遊んでいる公園には芝生の広場がある。今日は天気もいいので、たくさんの家族連れが、レジャーシートの上にお弁当を広げてランチを楽しんでいた。

　私たちも公園に着く頃にはお昼になってしまうと思い、ここに来る途中でパン屋に立ち寄ってきた。芝生広場のベンチがちょうど空いていたので、そこに座ってまずはパン屋で買ったサンドイッチでお腹を膨らませる。

　それから公園で遊び始めたものの、晴斗君と初めて遊ぶ真夜は、すぐにヘトヘトになっていた。滑り台やブランコ、鉄棒などの遊具から遊具へと走り回り、常に動き続けている晴斗君を追いかける。

「ちょっと、休憩」

　さっきまで晴斗君とふたりでヒーローごっこをしていた真夜が、私の座っているベンチへと戻ってきた。隣に腰を下ろすと、背もたれに背を預けて「はぁー」と長く息を吐き出す。

　晴斗君扮ふんするヒーローにこてんぱんにやられる悪役にひたすら徹して、真夜は、どうやら相当疲れているらしい。

「俺、体力には自信あったけど、最近はデスクワークばかりだったから、だいぶ鈍ったな。これくらいでへばるなんて。忙しくて、しばらくやめてたけど、またジムにでも通うか」

　そうぼやく真夜の視線の先では、ヒーローごっこに飽きたらしい晴斗君がひとり集中して砂場で遊んでいる。

「これなら、四歳の頃の明と、おままごとや人形で遊んでいたほうがましだったな」

「そっか。そういえば私も真夜によく遊んでもらってたね」

「さっきの晴斗君じゃないけど、遊ぼう遊ぼうって、泣いてせがまれて大変だった」

「はは。よく覚えてないけど、困らせたみたいでごめんね」

　あの頃、近所に同年代の女の子の友達がいなかった私は、よく真夜に遊び相手になってもらっていた。

　おままごとでは私が奥さんで、真夜には旦那さんをやってもらっていた。あの頃は、ただの遊びの設定だったけど、あれから時が経ってまさか本物の夫婦になれるなんて。やっぱりどこか信じられない。

　そんな懐かしい記憶を思い出していると、不意に真夜に尋ねられた。

「明はどっちがいい？」

「どっちって？」

　その言葉の意味がわからなくて首を傾げると、真夜は私の耳に唇をそっと寄せて囁ささやくように答える。

「俺たちの子供。男の子か女の子か」

「こ、子供!?」

　突然のその言葉に驚いてつい大きな声をあげてしまった。

　私と真夜の子供……。

　想像して思わず動揺してしまう。

「実は、明には言ってなかったけど、やんわりと親父に急かされてるんだよな」

「そうなの？」

「俺たちの子供は、シヅキホテルグループの大事な跡取りになるから」

「そ、そっか……」

　考えてみればそうだよね。シヅキホテルグループは同族経営が続いているから、次期社長である真夜の次に跡を継ぐのは、真夜の子供が当然だと思われている。

　真夜と結婚して姿月家に嫁いだのに、今の今まで気がつかなかった。でも、つい昨日、ようやく真夜と結ばれたばかりなのに、子供まではまだ考えられない。

　それに、ずっと片想いしていた真夜と結婚できて、両想いになれただけでも私にとっては奇跡なのに。これ以上の幸せを望んでしまったら、欲張りすぎて何か不幸が起こりそうな気がしてしまう……。

　またひとりで勝手に思い悩んでいると、真夜の手が不意に私の頭にポンと乗った。

「まっ、焦らなくてもいいから。もしも親父に何か言われても、気にするなよ」

「う、うん……」

「さてと、そろそろ帰るか」

　そう言って真夜がベンチから立ち上がる。そして公園の時計へ視線を投げた。

　真夜は、子供が欲しいと思っているのかな……。

　跡取りのことを考えると必要だと思っているに決まっていても、それを抜きにしても欲しいと思っているのかな。

　晴斗君と全力で遊んでいる真夜の姿を見ていたら、真夜はきっといいお父さんになれるような気がした。

　私は、どうだろう。いいお母さんになれるかな。

　亡くなった母みたいに――病気でつらかったはずなのに、そんな素振りはひとつも見せずに、いつも笑顔で、優しくて、穏やかで。自分よりも私を優先して、大切に思ってくれて……。

『お母さんなら大丈夫よ、明ちゃん』

　その時、不意にそんな母の言葉を思い出した。

　それと一緒に思い出した記憶では、病室のベッドで横になっている母の手を私がギュッと握りしめていて……。

『明ちゃんが二十歳になるまでは、生きていないとね。明ちゃんの振り袖姿、きっと可愛いんだろうなぁ』

　これは多分、忘れていた記憶の一部かもしれない。今までずっと思い出せなかったのに、不意に思い出した……。

「……明？」

　真夜に名前を呼ばれてハッと気がつく。

「どうした。なんか顔色悪いけど」

「えっ……。あ、ううん、大丈夫」

　そう言って、笑ってみせた。でも、ぼんやりとしていた私を心配に思ったのか、「本当に大丈夫か？」と、真夜が私の顔を覗き込んでくる。

「もしかして疲れた？」

「えっ、あ、うん。そうかもしれない」

『お母さんを思い出していた』なんて言ったら、真夜に余計な心配をかけてしまいそうなので、ごまかした。

　私を見つめる真夜の視線から逃げるように、すっとベンチから立ち上がる。

　公園の時計は、もうすぐ十六時になろうとしていた。

　園内で遊んでいた人の数も少しずつ減り始め、今は両手で数えられるくらいしか残っていない。

　私たちも、そろそろ帰らないと。

　砂場で遊んでいる晴斗君に声をかけると、まだ帰りたくないと返されてしまった。そのまま遊び続けている晴斗君のもとへ、私と真夜はそっと近寄る。

「……僕、もっと遊びたい」

「でも、そろそろ帰らないとだよ、晴斗君」

「やだ。まだ公園にいる」

　そんなやり取りが何回か続いた。

　いつもは『帰ろう』と声をかけると、すんなり歩きだしてくれるんだけど。今日はどうしたんだろう。

「帰ろうよ、晴斗君。きっとママも晴斗君がお家に帰るの、待ってるよ」

「……待ってないよ」

　晴斗君が、小さな声でそう告げた。

「ママ、僕を待ってないよ」

「どうしてそう思うの？」

「だって、ママはお腹の赤ちゃんが大事だから。僕のこと、嫌いだから」

　そんな晴斗君の言葉に、思わず私と真夜は顔を見合わせてしまった。

　どうして晴斗君がそんな風に思ってしまっているのかはわからない。でも、それは絶対に違うと思う。

「それは違うよ、晴斗君のママは、晴斗君も赤ちゃんもどっちも大好きだよ」

　必死にそう伝えるものの、晴斗君はふてくされたような表情を浮かべている。

「晴斗君……」

　こんな時、四歳の子供にどう声をかけたらいいんだろう。言葉が思い浮かばなくて悔しい。

　すると、そんな私たちのやり取りを黙って聞いていた真夜が、晴斗君に向かって口を開いた。

「晴斗君のママのお腹の中にいる赤ちゃんは、男の子と女の子どっち？」

「女の子だよ」

「それじゃあ妹になるのか」

　そう呟いて真夜が優しく微笑む。

「晴斗君。妹は、晴斗君にとって人生で最初に守る女の子なんだ」

「守る？」

「ああ。お兄ちゃんは、どんな時も妹を守らないといけない」

「どうやって？」

　晴斗君の質問に真夜は少し考えてから答えた。

「妹が泣いている時は涙を拭いてあげて、つらくて悲しい思いをしている時はそばにいてあげる。どんな時も笑って楽しく幸せでいてもらうために、お兄ちゃんは妹を守るんだ」

　晴斗君に向けて話す真夜の言葉に、私は、自分の子供の頃を重ねてしまった。

　私にとって真夜は、まさに〝そういうお兄ちゃん〟だった。

　私がくだらないことで泣いていた時。つらくて悲しいことがあっても、それを口には出せずにグッと我慢していた時。真夜はいつも、そっとそばに寄り添ってくれた。笑わせて楽しませてくれて、幸せな時間をたくさん私にくれた。

　――そうやって、私は真夜に守ってもらっていたんだ。

「わかった！　僕も妹を守る！」

　さっきまでのふてくされた顔はどこへ行ったのか、真夜の言葉を聞いた今の晴斗君は、いつの間にかスッキリとした顔つきに変わっている。

　多分、晴斗君は、妹ができることに不安を感じていたのだろう。大好きなお母さんを妹に取られてしまう。その寂しさをどう表現したらいいのかわからなくて、『ママは僕が嫌い』なんて言ってしまったんだ。

　でも、真夜の言葉で四歳の晴斗君なりに気持ちが軽くなったらしい。

「早く家に帰ろうよ！　僕、妹を守らないといけないから。ママも僕が早く帰ってこないか待ってるよ」

　不安が消えた晴斗君にもう迷いはなさそうだ。

「明ちゃん。手、繋いで帰ろう」

　そう言って、私の右手をギュッと握ってくる。

「僕ね、妹を守ったら、次は明ちゃんを守ってあげるからね」

「えっ」

　その可愛らしい言葉に胸がキュンとなる。

　じゃあお願いしようかな、と言おうとすると、左手をギュッと強く握られた。

「晴斗君。明なら大丈夫だよ」

　振り向くと、私の手を握っているのは真夜の大きな手だった。

「明は、この先もずっと俺が守るから」

　その視線は晴斗君に向けられている。でも、言葉は私の胸に強く響いた。










記憶




　それから暑い夏が過ぎ去り、季節は一気に秋へと進んだ。

　志穂さんは無事に元気な女の子を産んで、晴斗君はお兄ちゃんになった。妹の名前は晴斗君の漢字から一文字取って〝美み晴はる〟に決まったそうだ。

　志穂さんの話によると、晴斗君はまだ小さな妹を溺愛していて、幼稚園から戻ると真っ先に美晴ちゃんのところへ向かい、片時もそばを離れようとしないらしい。

　生まれる前は妹ができることを不安に感じていた晴斗君は、すっかり妹思いのお兄ちゃんへと成長した。

　それはとても喜ばしいものの、少し寂しくも感じてしまうのは、あんなに私と遊びたいと言っていたはずの晴斗君から、最近全く誘われなくなってしまったからかもしれない。

「それって、まるで元カレを忘れられなくて引きずっている女みたいですよ」

「そ、そうかな」

「はい。元カレが今カノとラブラブなのを見せつけられて、めちゃくちゃ悔しい！って感じです」

　土曜日のランチ時。今日は千華ちゃんに誘われて、新しくできたばかりだという卵料理専門のお店でランチをとっている。

　卵料理専門店だけあってメニューは卵を使った料理のみ。その中から私はタマゴサンドを、千華ちゃんはオムライスをそれぞれ注文した。

　運ばれてきた料理を食べながら、何げなく晴斗君の話をしてみたら、千華ちゃんらしい発想で言葉を返された。

「四歳の元カレ晴斗君よりも、明さんには、あんなにイケメンで素敵な旦那さんがいるんだからいいじゃないですか。晴斗君と遊ぶよりも、旦那さんとラブラブデートを楽しんでください」

「うん……それが最近、真夜も私の相手、してくれないんだよね」

「それって、倦けん怠たい期きってやつですか？」

「ううん。そういうわけじゃなくて……」

　私は首を横に振りながら、タマゴサンドを小さくかじった。それを飲み込んでから続きを話す。

「最近、仕事が忙しいみたいで、休みも返上して働いてるんだよね。家でも、仕事ばかりしてるし」

「そうなんですか。それはちょっと寂しいですね」

「うん。でも仕方ないんだけど……」

　まだ正式には発表されていないけど、来年の春に真夜がシヅキホテルグループの社長へ新しく就任することが決まった。

　元々忙しい普段の仕事に加えて、社長就任の準備や引き継ぎに追われていて最近は特に忙しそうだ。おまけに先週から海外へ出張に出ていて不在。戻りは明日の夕方だと言っていた。ただ、状況によっては延びてしまうらしい。

　家で見送りをした時、口数も少ないし顔色も悪くて、だいぶ疲労がたまっているようだった。それでも微笑んで、私の頬にキスをして『行ってくる』と、真夜は出張へ向かった。それから忙しいのか、一度も連絡がない。

　そんな真夜を思い出して心配していると、目の前の千華ちゃんが思い出したように声をあげた。

「あっ、そうだ！　忘れないうちにこれを明さんに渡しておかないと」

　そう言って千華ちゃんがカバンから取り出したのは長方形の白い封筒。それを私に手渡す。

「結婚式の招待状です」

「ありがとう！」

　受け取ってさっそく中身を確認する。

　千華ちゃんから結婚式の日付はすでに伝えられていたので、もちろんその日の予定は今からしっかりと空けてある。

　会場は、彼女が以前から希望していた Viola Luna で、三ヵ月前にできたばかりの新チャペルで挙式を行うらしい。

　優愛さんが花嫁役で出演した模擬挙式を見に行ったところ気に入って、予算オーバーになってしまうものの、どうしても新チャペルで挙げたくなったそうだ。

「お手数ですが、招待状の返信お願いします。もしも食べ物のアレルギーとかがある場合は、書いておいてください。あと、妊娠していてアルコールが飲めない場合とかも……って、明さん、まさか妊娠――」

「えっ!?」

「え？」

『妊娠』という言葉に即座に反応してしまったせいで、千華ちゃんがきょとんとした顔を見せる。

　多分、千華ちゃんは軽い冗談のつもりで言ったと思う。でも、今の私にとってそれは冗談には聞こえない。何げなく飛び出した〝妊娠〟の言葉に、過剰な反応を見せてしまった。

　すると、何かを感じ取ったらしい千華ちゃんが、珍しく控えめに尋ねてくる。

「ええっと、もしかしてなんですけど……明さん、まさか妊娠していたりします？」

「……実は……そうかもしれなくて」

　私が頷くと、目の前の千華ちゃんの目が真ん丸になる。

「えっ、それ本当ですか、明さん」

「うん。まだ市販の検査薬で調べただけなんだけど……」

　毎月わりと同じ周期で来ていた生理が、もう一週間ほど遅れていると気がついたのは三日前。もしかしたら今月がたまたま遅れているだけかもしれないけど、なんとなく妊娠しているような気がした。

　真夜と両想いになって、初めて身体を重ねた日から、わりと頻繁にそういうことはしていたから。

　たいていは真夜が仕かけてきて、私がその流れに身を任せる感じで始まる。もちろん、私が断ったら真夜はその先を続けないと思う。でも、真夜に求められると嬉しい私は、その誘いを拒まない。

　妊娠する可能性は、充分にある。そう思った私は、生理が遅れていると気がつくと、薬局で市販の妊娠検査薬を購入して試してみた。すると、くっきりとした二重線がすぐに現れたのだ。

「おめでとうございます！　明さん」

「ありがとう。でも、まだ病院でしっかり診てもらったわけじゃないから……」

　話の流れとはいえ、こんなに早い段階で千華ちゃんに打ち明けるとは思わなかった。

　まだ真夜にも伝えていないのに。

　早く伝えようと思ったものの、出張に出ていて連絡が取れないから話ができない。でも、明日には帰国予定だし、せっかくだから顔を見て話そうと思っている。

　真夜は、どういう反応を見せるだろう。喜んでくれるといいな。その時を想像したら、今から明日が楽しみになってきた。

　――早く真夜に会いたい……。

　すると、カバンの中でスマホが鳴りだした。取り出して確認すると、画面には知らない番号が並んでいる。

「出ないんですか？」

　千華ちゃんに促されて、知らない番号を不審に思いながらも、私はゆっくりとスマホを耳に当てる。

「もしもし……」

『あっ、よかった繋がった』

　聞こえてきたのは、男性の声だった。私が電話に出て安あん堵どしているのか、ホッと胸を撫で下ろしているのが伝わってくる。

『姿月明さんのご連絡先でよろしいでしょうか』

「はい。そうですけど……」

　その声だけでは、電話の相手が誰なのかわからなくて、探るように言葉を返す。すると、電話の向こうの男性が慌てたように名乗り始める。

『突然の電話、大変申し訳ございません。私、Viola Luna 総務部秘書課の玉たま城きと申しまして、姿月総支配人の秘書をしております』

　そういえば、玉城という苗字を真夜との会話の中で何度か耳にしたような気がする。でも、どうして真夜の秘書から私に電話がかかってくるんだろう。

　不思議に思っていると、玉城さんが少し焦ったように言葉を続けた。

『姿月総支配人なのですが、本来なら明日、出張先から帰国のはずでしたが、一日前倒しにして、本日帰国なさいました』

「えっ、もう日本にいるんですか？」

『はい』

　もしかして、向こうでの仕事が早く終わったのかもしれない。でも、そうだとしたら真夜から私に連絡をくれるはず。それが事前になかったのもおかしいし、どうして真夜本人ではなくて、秘書の玉城さんから連絡を受けているのか、よくわからない。

　すると、玉城さんから予想もしない言葉を告げられる。

『実は、姿月総支配人なのですが、現在、病院にて入院の手続きを……』

「えっ、入院!?」

　その瞬間、ドクンと心臓が跳ねた。そのまま一気に心拍数が上がっていく。

『入院』という言葉は、子供の頃から私が一番嫌いな言葉だ。入退院を繰り返していた母を思い出して、胸が苦しくなるから。でも、そんな動揺を隠して、声を絞り出す。

「入院って、何があったんですか」

　私の声は、微かに震えていた。そんな私に玉城さんが冷静に説明をしてくれる。

『出張中も、時々お腹の痛みがあったようなのですが、無理をして仕事を続けていらしたようで……念のため、帰国予定日を一日早めたんです。姿月総支配人から連絡は受けていたでしょうか』

「いえ、何も……」

　私がそう答えると、玉城さんは『そうですか』と静かに告げた。

『姿月総支配人、だいぶ身体がつらそうだったので。きっと、奥様に連絡を入れるのを忘れてしまったのかもしれません』

　そこまで真夜の体調が悪かったと知り、現在の彼の容態が気になった。

「それで、真夜は……」

　続きを促すと、玉城さんが落ち着いた声で話し始める。

『それが、日本に到着してすぐ空港内で倒れてしまいまして』

「えっ、倒れたんですか？」

『はい。救急車で運ばれて、今は、姿月総支配人のお父様も入院されていた病院に――』

「わかりました。私もすぐに行きます」

『えっ、奥様？　あの――』

　玉城さんがまだ何かを話していたけど、無我夢中の私は電話を切ってしまった。

　真夜が救急車で運ばれた。意識はあるんだろうか。どうして倒れてしまったんだろう。もしかして何か悪い病気だったら……。

　だんだんと不安が大きくなっていく。

「ごめんね、千華ちゃん。私もう帰るね」

「えっ、明さん？」

　電話を終えた途端、慌てだした私に、状況をつかめない千華ちゃんが戸惑っている。

「真夜が病院に運ばれたみたいで。本当にごめんね」

　私は、早口でそう告げながら、カバンから財布を取り出す。お金をテーブルに置いてから、急いでお店を飛び出した。

　ここからなら、真夜が運ばれた病院までは、電車を使って二十分あれば着ける。

　玉城さんからは病院の名前も場所も教えてもらっていない。ただ、真夜のお父さんが入院していた病院だと言っていた。そこなら一度お見舞いへ行ったからわかる。

　真夜、大丈夫だよね。

　病院へ向かっている間、私の心臓はずっとバクバクしていた。

　真夜に、もしものことがあったら……。

　最悪な状況を想像しては、それを吹き飛ばすように何度も頭を横に振った。




『――明。お母さんの容態が急変したんだ。今すぐ病院へ来なさい。今回は、多分もう危ない……』

　真夜が運ばれた病院へと向かいながら、不意にそんな父の言葉を思い出した。多分、私が忘れてしまった、母が亡くなった当日の記憶かもしれない。

　このタイミングで、ぼんやりとだけどその一部を思い出した――。




「――真夜っ！」

　ノックもしないで、病室の扉を勢いよく開けると、それに驚いたのか、きょとんとした表情を浮かべてベッドに座っている真夜と目が合った。その腕には点滴が繋がれている。

「なんだ、明か。急に開けるからびっくりしただろ」

「ごめん……」

　真夜のすぐ近くには、きっちりとしたスーツを着たシルバーフレームの眼鏡が印象的な、五十代ぐらいの男性の姿もある。きっと、さっき私に電話をくれた玉城さんだ。

　目が合うとペコッと頭を下げられたので、私も頭を下げる。それから後ろ手で扉を閉めると、真夜のいるベッドへ慌てて駆け寄った。

「真夜、大丈夫？　倒れたって聞いたけど」

「ああ、うん、とりあえずは」

「どこか悪いの？　何かの病気？　入院ってどのくらい？　手術とかするの？　死なないよね？」

「おい、こら。人を勝手に殺すな。で、少し落ち着け。ほら、深呼吸」

　真夜に「吸って～、吐いて～」と先導されながら、動揺している自分を落ち着けるために、私はゆっくりと息を吸って吐き出した。

「どうだ、落ち着いたか」

「うん……」

　真夜を心配に思う気持ちに変わりはないものの、さっきよりも少しは冷静になれたと思う。

「それで、どうして倒れたの？」

　改めて問いかけると、真夜の代わりに秘書の玉城さんが説明してくれた。

　それによると、倒れた原因は胃い潰かい瘍よう。少し前から食事中や空腹時にお腹に鈍い痛みを感じていたのに、真夜は無理をして仕事を続けていたらしい。そして、胃の中で出血してしまい、そのせいで空港で貧血を起こして倒れたそうだ。

　病院での血液検査と胃カメラでの検査の結果、潰瘍が見つかった。原因はおそらく過度の疲労とストレス。療養も兼ねて今日から一週間ほど入院して、念のために精密検査も受けることになった。

　玉城さんから連絡をもらった時は、とにかく心配だった。でも、はっきりとした病状がわかり、思っていたよりも元気そうな真夜の顔を見たら少しはホッとした。

　とはいえ、胃潰瘍を治さないといけないし、精密検査の結果もあるので、完全には安心できない。

　それから玉城さんは、Viola Luna へと戻り、病室をあとにした。今回の真夜の入院で、今後の予定のキャンセルや調整をしなければならないらしい。

　真夜とふたりだけになった病室で、私は、ベッドのそばに置かれているパイプ椅子にそっと腰を下ろした。

「ごめんな、明。心配かけて」

「ううん。とりあえず無事でよかった」

　私がそう答えると、点滴をしていないほうの真夜の手が不意に伸びてきて私の手に触れた。そのままギュッと握られる。

「俺が出張に行っている間、何かあった？」

「ううん、特には……あっ」

　そういえば、真夜に大切な報告があるのを思い出した。

　こんなタイミングだけど話してもいいのかな。

　戸惑いながらも、私は、真夜の手を取ると、そっと自分のお腹へと持っていった。

「私、妊娠しているかもしれない」

　そう告げた瞬間、私のお腹に触れている真夜の手がピクッと動いた。

「それ本当か？」

「うん。まだ自分で検査薬を使って調べただけなんだけど」

「そうか」

　真夜は静かに頷いたものの、そこから言葉が返ってこない。

　もっとわかりやすく喜んでもらえると思っていたのに、沈黙が続くとは思わなかった。もしかして喜んでないのかな……。

　そんな不安が頭をよぎった時、ようやく真夜が口を開く。

「……ヤバいな。嬉しすぎて言葉が見つからない」

　どうやら、この沈黙は喜びを噛みしめていたらしい。

「病院には、いつ行くんだ？」

「今週中には行こうかなって思ってる」

「ごめんな、一緒に行けなくて」

「ううん、気にしないで。それよりも真夜は早く身体を治す！」

「ああ、そうだな」

　微笑みながらそう告げた真夜の手が、私の手を握る力をよりいっそう強めた。

「明、愛してるよ」

「な、何？　急に」

「いや、今すごく明に愛を伝えたくなって」

　不意打ちの『愛してる』に、私は思わず動揺してしまう。そのまま何も言えなくなっていると、そんな私を見て真夜が楽しそうに声をあげて笑った。

　そのあとも、気の早い真夜は、お腹の子の性別はどっちなのか？　名前はどうするか？　どちらに似るのか？など、まだだいぶ先のことをしばらく話し続けていた。

　話はまだまだ続きそうだったけど、このまま私と話し続けていると真夜の身体が休まらない気がして、頃合いを見て病室をあとにした。

　エントランスを出ると、外はもうほんのりと薄暗くなっている。

　まっすぐ自宅へ帰ると、シンと静まるリビングに、突然寂しさが込み上げてきた。

　喉が渇いている気がして冷蔵庫を開ける。そこにはたくさんの食材が詰め込まれていて――それを見たら無性に泣きたくなった。

　本当なら明日は、一週間の海外出張を終えて帰国した真夜と晩ご飯を食べるはずだったのに。

　多分、日本食を恋しがっているだろうと思って、和食を中心に作る予定だった。そのための食材も冷蔵庫に揃えたのに。明日からまたしばらくは、独りぼっちの寂しい晩ご飯になりそうだ。

「はぁ……」

　自然とため息がこぼれてしまう。結局、何も取り出さずに冷蔵庫を閉めると、私はソファへと腰を下ろした。

　真夜の入院は一週間ほど。疲労とストレスによる胃潰瘍と診断されたけど、療養も兼ねて、その間にさらに詳しく検査もする予定になっている。

　その結果が、どうか、なんともありませんように……。

　膝に置いた手に、自然と力がこもる。

　さっき病室で見た真夜は会話もできたし、普段と変わらない様子だった。でも、さらに詳しい検査の結果、もっと悪い病気が隠れていたら……。

　病室で真夜と話をしていた時は感じなかった。なのに、ひとりになると途端に不安が大きくなっていく。

　玉城さんから真夜が倒れて入院したと聞いた時、一瞬、頭の中が真っ白になった。

　そして、母との日々が頭に浮かんだ。

　幼い頃から入退院を繰り返していた母。容態が安定したかと思えば、突然悪化して手術になり、回復したかと思えば、精密検査でまた違う場所に悪いところが見つかって。そんなことが繰り返されて、私が十七歳の頃に亡くなった。

　だから、真夜が入院したと聞いた時、すごく怖かった。怖くて、ずっと手が震えていた。

　今も、あの状況を思い出すと怖い。早く真夜の入院が終わってほしい。精密検査の結果も悪いところは何もなければいい。

　真夜を失うかもしれないという恐怖が、身体から抜けていかない。不安や恐怖で胸の中が支配されて、今は息をするのも苦しい。

　……そうだ。私は、この感覚をよく知っている。

『――明。お母さんの容態が急変したんだ。今すぐ病院へ来なさい。今回は、多分もう危ない……』

　確か、あの時――入院中の母の容態が急変して父から連絡をもらった時も、真夜が倒れたと聞いた時と同じ感覚だった。

　不安で、怖くて。

　少しでも早く病院へ行って母の顔が見たくて……。

　あの日、はらはらと降る雪の中を、私はひたすら走ったんだ。

　お母さんは大丈夫、大丈夫、大丈夫。心の中でそう叫び続けて――。

『お母さんなら大丈夫よ、明ちゃん。明ちゃんが二十歳になるまでは生きていないとね。明ちゃんの振り袖姿、きっと可愛いんだろうなぁ』

　亡くなる前日にお見舞いへ行った時は、楽しそうに話をしていたのに。

　その翌日。私が病院へ駆けつけると、母の瞳は閉じていた。

　――ずっと、思い出せなかった。

　欠落していた母が亡くなった日の記憶。それが、ゆっくりと私の中へ戻ってくるのを感じた。










真実




　――七年前のあの日は、東京に降雪予報が出た寒い冬の日だった。

　学校にいた私のもとへ、入院中の母の容態が急変したと父から電話がかかってきた。

　今すぐ病院へ来るようにと言われて、すぐさま私は学校を早退して病院へと向かった。だけど予報通り東京に降った雪のせいで、電車は遅延、ダイヤは大幅に乱れていて。駅は人で溢れ、ようやく乗れた電車で、病院の最寄り駅まで向かった。でも、着いた頃には母はすでに息を引き取っていた。

　私は、母の最期の瞬間に、間に合わなかった。

　病室のベッドの上では穏やかな表情で目をつぶっている母。あまりにも穏やかだから、少し待っていれば『おはよう』なんて言って、目を覚ますような気さえした。

　でも、そっと触れた母の右手は冷たく、固かった。そこにはもう、私のよく知る母の温もりは残っていない――。

　それに気がついた時、母はもう二度と目を覚まさないのだと理解した。

　あの日、東京に雪が降っていなかったら。スムーズに電車に乗れたら。私は、母の最期の瞬間に間に合ったはず。

　伝えたいことがたくさんあった。話したいことがたくさんあった。もっと一緒にいたかった。でも、母にはもう会えない。

　冷たくなった母の手を握りながら、ベッドに顔を押し当てて、あの日、私はずっと泣いていた――。




「それではまた二週間後に診察です。それまでに母子手帳をもらってきてください」

　ほんわかとした雰囲気のおじいちゃん先生に笑顔で見送られ、私は診察室をあとにした。あとは会計を済ませるため、待合室で名前を呼ばれるのを待つだけ。

　今日の午後は半休をもらい、産婦人科へと向かった。診察の結果、現在妊娠七週。無事に心拍も確認できた。

　出産予定日は来年の六月。順調に妊娠が進んで、予定日頃の出産になれば、真夜の誕生日と同じ月に生まれる予定だ。

　真夜が入院してから今日で五日が経つ。一日目に入院に必要なものを持って病室を訪れたきり、それ以降はお見舞いへ行っていない。『たった一週間だから、来なくていい』と真夜にきつく言われてしまったから。

「――姿月明さん」

　受付で名前を呼ばれてハッと顔を上げた。

　母子手帳交付についての説明とお会計を済ませてから、産婦人科をあとにする。まだ時間もあるので、このまま区役所へ向かおうと歩いていた時だった。

「すみません」

　後ろから、凛りんとした女性の声に話しかけられた。振り向くと、大きなサングラスをかけた、背の高い黒髪の女性が、口元に笑みを浮かべて私を見つめている。

「突然ごめんなさい。姿月明さんですよね？」

「えっ……はい」

　私の知り合いに、こんなに背が高くてスタイル抜群の女性なんていたかな？　そう考えていると、目の前の女性は、かけているサングラスを少しだけずらした。

「ごめんなさい、人が多いところではサングラスを外せないの。周りに気づかれて騒がれると困るから」

　その瞬間、気がついた。

　私、この人を知っている……。

「もしかして、モデルの東雲優愛さんですか？」

　そう告げると、目の前の女性は笑みを浮かべたまま、少し首を縦に振る。

「ええ、そう。突然、声をかけてごめんなさい。私、あなたの旦那さんと知り合いで――」

　知り合い――。

「……知っています。付き合っていたんですよね」

　そう答えると、優愛さんは驚いたような表情を見せた。

「そこまで知っているの？」

「はい」

　私が頷くと、優愛さんは表情を少し硬くさせる。

「明さん。時間があればでいいけど、これからお茶でもどう？」

「えっ」

「あなたと少し話がしたいの」

　迷ったものの、私は優愛さんのその誘いに乗った。私も、真夜の元恋人がどういう人なのか気になったから。

　そのあとは、少し歩いた先にある優愛さんがお気に入りだというカフェへと移動した。優愛さんはそのお店の店員さんと顔見知りらしく、軽く挨拶を交わしたあと、私たちは人目につきにくい一番隅の席へ案内された。

　それぞれ飲み物を注文して、それが届くとお互いまずはひと口をゆっくりと飲んだ。飲み終えて、カップをテーブルへと置きながら、私は、ここまで来る間ずっと気になっていたことを優愛さんに尋ねる。

「あの……どうして私をわかったんですか」

　私たちが顔を合わせるのは初めてのはずだ。それなのにどうして優愛さんは私の顔と名前を知っていたのだろう。

　すると、優愛さんがカップから口を離し、私に向かってにっこりと微笑む。その表情がすごく綺麗で、思わず見惚れてしまった。さすがモデルさん。

「産婦人科の受付で、そう呼ばれているのが聞こえたから」

「産婦人科？」

　そうなると、優愛さんもあの場所にいたの？

　私の疑問を察したのか優愛さんが教えてくれる。

「モデル仲間の子が、三日前にあそこの産婦人科で出産したから会いに来たの。帰りに待合室の前を通ったら、ちょうどあなたの名前が呼ばれてピンときて。姿月なんて苗字、あまり聞かないから」

　優愛さんがカップに口をつける。ひと口飲み終えてから再び口を開いた。

「明さんの名前は、真夜から聞いて知っていたの」

　優愛さんの口から〝真夜〟と聞いた時、胸がギュッと締めつけられた。ふたりの関係はもう終わっていると真夜から聞いてはいる。だけど、付き合っていた事実は変わらない。以前はお互いに惹かれ合っていたのだと思うとなんだか胸が苦しい。

「もしかして明さん、妊娠しているの？」

「えっ」

「ごめんなさい。盗み聞きするつもりはなかったんだけど、受付で母子手帳の説明を受けていたから、そうなのかなと思って」

　そこまで知られているならもう打ち明けるしかないと思い、私は小さく頷いた。

「まだ、今日やっと心拍が確認できたばかりですけど」

「やっぱりそうなんだ。おめでとう」

「……ありがとうございます」

　真夜の元恋人に妊娠の祝福をされるなんて、複雑な気持ちだ。

「真夜、喜んでいるでしょ」

「そうですね」

「今日は一緒に来なかったの？」

「はい……」

　迷ったものの、私は優愛さんにも現在の真夜の状況を話そうと思った。

「実は、真夜、今、入院しているんです」

「えっ、入院？」

　驚いた声をあげると、優愛さんは手に持っているカップをテーブルへと置いた。

「真夜、どこか悪いの？」

「胃潰瘍です。疲労とストレスがたまっていたみたいで、出張帰りの空港で倒れちゃって。今は、療養も兼ねて入院して、念のため精密検査を受けています」

「そう……」

　うつむきながら、優愛さんは深刻な表情を浮かべている。別れたとはいえ、やっぱり元恋人が心配なのかもしれない。

　ふと、優愛さんは今、真夜をどう思っているのか気になった。

　真夜から聞いたふたりが別れた理由は、優愛さんがモデルの仕事に専念したかったから。それで真夜に別れを告げて、それを真夜は受け入れた。浮気やケンカなど、相手を嫌いになる別れ方じゃない。

　真夜は、優愛さんにはもう恋愛感情はないと言っていた。でも、優愛さんはどうなんだろう。もしかしてまだ真夜を好きだったりして……。

「優愛さんは、今も真夜が好きですか」

　ふとそんな不安が口からこぼれた。すると、まさかそんな質問をされると思っていなかったのか、優愛さんがきょとんとした表情で私を見つめている。

　少しして、突然フッと笑みをこぼした。

「好きだって言ったらどうする？」

「えっ？」

「真夜と離婚してくれるの？」

　どう言葉を返していいのかわからなくて、私は口を閉じてしまう。

　もちろん、真夜と離婚なんてしたくない。だけど、こんなに美しい人と真夜を取り合った時、私は勝てる気がしない。

「なんてね。冗談よ」

　優愛さんのその言葉に、私は彼女を見つめる。

「妊婦さんに意地悪したらいけないわよね。不安にさせたなら、ごめんなさい。私は、もう真夜への未練は少しも残っていないから、安心して。さっきのは、ちょっと明さんに仕返ししたくなっただけ」

「仕返し……？」

　その、あまりいい響きではない言葉に、私は思わず身がまえてしまう。でも、目の前の優愛さんからは悪意を感じられない。むしろ、穏やかな表情を浮かべている。

「付き合っていた頃、真夜との会話の中で何度か明さんが話題にのぼったの」

「私が？」

「ええ。内容はすごく些細なことだから覚えていないんだけど、明さんの話をしながら、あなたを思い浮かべている真夜の表情は今でも記憶に残っていて。まるで宝箱にしまってある大切な宝物でも思い出すように、すごく幸せそうな、満ち足りたような顔をしていた」

　――そうだったんだ。真夜は、そんな風に私を思い浮かべてくれていたんだ。

　優愛さんの言葉を聞きながら、私はすごく泣きそうになった。でも、なんとかこらえて、彼女の言葉に耳を傾ける。

「その時、気がついたの。真夜にとって明さんは特別な存在なんだって。真夜の彼女は私だけど、明さんには敵わないんだって思ったら、あなたにいつも嫉妬して、落ち込んで、ずっと不安だった。だから、さっきのはその仕返し」

　優愛さんはそう言って、スッキリしたように微笑んだ。

「そういうわけで、私は明さんには敵わないって思ったから真夜を諦めて仕事を取ったの。今は未練なんて全く残っていないから安心して。明さんをお茶に誘ったのも、ただ単に真夜の大切な幼馴染ちゃんがどんな子なのか気になって話をしてみたくなっただけ。ここからは楽しく話しましょう。あっ、ここのカフェ、ケーキがすごく美味しいのよ」

　優愛さんはメニュー表を開くと、おすすめのケーキを私に教えてくれて、それをふたりで頼む。

　ケーキを食べながら、優愛さんに話を振られるかたちで会話は進んだ。私の職場が、優愛さんがイメージモデルをしている口紅を売り出している化粧品会社だと打ち明けると、優愛さんはすごく驚いていた。

　後輩に優愛さんのファンがいると話すと、気軽にサインをしてくれた。千華ちゃんは、きっと大喜びしてくれるはず。

　そして、優愛さんはモデルとしての仕事の拠点を本格的に海外へと移すらしく、来年の春には日本を離れてしまうと教えてくれた。これは少し寂しぃ。優愛さんは、真夜の元恋人。でも、この短時間で私たちはだいぶ打ち解けて、もっと仲良くなれそうだと思ったから。

　一時間ほどお喋りを楽しんでカフェを出たあと、「そういえば」と、サングラスをかけながら、優愛さんが思い出したように口を開いた。

「この前、真夜と仕事で会ったの。Viola Luna の新しいチャペルの模擬挙式で、私が新婦役をしたんだけど、真夜から聞いてる？」

「はい、知っています」

　私が頷くと、優愛さんはさらに言葉を続ける。

「その時、真夜に聞いてみたの。大切な幼馴染の明ちゃんと、どうやって結婚まで漕こぎ着けたのかって。幼馴染同士の結婚って、なんだかドラマチックで素敵だと思って気になって」

　優愛さん、そんなことを真夜に聞いたんだ。でも、その答えはきっと優愛さんが期待しているようなものじゃなかったと思う。

　私と真夜の結婚は、お互いの親が決めたもので、そこにドラマチックな展開はひとつもなかったから。ふたりとも、ただ親に従っただけ。それだけだ……。

「でもね、それに対する真夜の答えが少し気になったの。あまり深く踏み込んではいけない気がしたから、それ以上は聞かなかったんだけど。やっぱり気になって」

　表情を曇らせて告げる優愛さんの言葉が気になった。

「真夜、なんて言ったんですか？」

　そう問いかけると、優愛さんは少しためらいながらも口を開く。

「ズルい手を使って明ちゃんと結婚をしたって」

「ズルい手？」

「明ちゃんのお父さんに頭を下げたとも言っていたわね。もしかして、ふたりの結婚って反対されていたの？」

「いえ、そういうわけでは……」

　むしろ父は歓迎している様子だったし、私と真夜の結婚にズルいことなんて何ひとつないはず。

　私の実家の保しなと、真夜の実家のシヅキホテルグループの業務提携だって、お互いにメリットがあった。そして、その話し合いの流れで、お互いの父親同士の話が盛り上がり、私と真夜の結婚が決まった。

　あの日、真夜は私にそう言っていた。

　ズルいことなんてやっぱりどこにも見当たらないし、真夜が私の父に頭を下げる理由もないはず。

　それなのに、どうして真夜は優愛さんの質問にあんな答えを返したのだろう……。

　気になった私は、どうしてもすぐに真実を確かめたくなり、優愛さんと別れたあと、実家へと向かった。




　お店の仕事を終えた父が、私の待つ二階の自宅へと戻ってきたのは、もうすぐ日付が変わろうとしている時間帯だった。

「明、待たせたな」

　割烹着姿のままの父がリビングへと入ってくる。

「ううん。私こそ、仕事終わりで疲れてるのにごめんね」

「いや、大丈夫だ。それより、父さんに話ってなんだ」

　テーブルを挟んだ向かいの席に腰を下ろした父がじっと私を見つめる。

「あのね、お父さん。私と真夜の結婚なんだけど」

「ああ」

「お父さんたちが、決めたんだよね。保しなとシヅキホテルグループが業務提携するから、お互いの子供同士も結婚させようって。それで、私と真夜は結婚したんだよね」

　あの日、真夜は、私たちの結婚はそうやって決まったと話していた。私はずっとそれを信じていた。

　でも、優愛さんの言葉を聞いたら疑問が浮かんだ。だって、私たちの結婚が、お互いの親同士で決められたなら、真夜が私の父に頭を下げる必要はないはずだから。

「お父さん」

　何も答えようとしない父に返事を促せば、困ったように私から目をそらした。短く息を吐くと、ようやく口を開く。

「真夜君から、明には内緒にしておいてほしいと言われたんだが……」

　そう切り出して、父は私に打ち明けてくれた。

「実は、真夜君に明と結婚させてほしいと頼まれたんだ。保しなとシヅキホテルグループの業務提携も、うちの危機を知った真夜君が提案してくれた。その代わり明と結婚させてほしいと、真夜君が父さんに頭を下げてきたんだ」

「そうだったの？」

　もしかして、真夜が言っていたという〝ズルい手を使って私と結婚をした〟って、このことなのかもしれない。

　でも、どうしてそこまでして、真夜は私と結婚したかったんだろう……。

「父さんは、真夜君を子供の頃からよく知っているからな。真夜君なら、明を必ず幸せにしてくれるだろうと思った。それに、明が真夜君に惚れているのも、よーく知っていたから」

「え!?　お父さん、私が真夜を好きなの知ってたの？」

「当たり前だろ、父親なんだから。母さんが生きていた頃に、よくふたりでこっそりと話していたんだ。明の片想いが実って、真夜君と結婚できたらいいなって」

　母にバレているのは知っていた。でも、父も私の真夜への気持ちに気づいていたとは思わなかった。自分の恋を両親が揃って応援していたことに恥ずかしくなる。

「真夜君になら明を任せられる。そう思ったから、父さんは真夜君の申し出を受けたんだ。明も、好きな人と結ばれて幸せだろ？」

　父が白い歯を見せてニカッと笑う。

　確かに、私は真夜が好きだった。でも、だからって娘の結婚を勝手に決めてしまうなんて、父親としてどうなんだろう。

　そんな父に呆れて、言葉も出ない。ただ、とにかくノリがよくて豪快な性格の父なら仕方ないか……と、思ってしまった。

　すると、父が何かを思い出したのか、ゆっくりと口を開いた。

「そういえば、真夜君言ってたな。明と、どうしても守りたい約束があるって」

「約束？」

　それが一体何か、思い出そうとしてもすぐに思い浮かばない。もしかしたら、その約束と結婚が何か関係あるのかもしれないのに。

「お父さん。真夜の言う〝約束〟って何かわかる？」

　そう問うと父は首を横に振る。

「父さんが知るわけないだろ。明が、真夜君と何か約束したんだから。お前、覚えてないのか？」

「うん……」

　私は、真夜といつどこでどんな約束をしたんだろう。思い出そうとしても、何も思い出せない。




　この日は、もうすっかり夜も遅くなり、私は実家に泊まることにした。

　お風呂に入り、高校を卒業するまで使っていた自分の部屋へと足を踏み入れる。勉強机も本棚もベッドもすべてそのまま。

　私は、当時と変わらないふかふかのベッドに仰向けに寝転んだ。時刻はすでに深夜二時になろうとしている。明日……ではなくて、日付が変わっているので今日の午前中には真夜が退院する。

　退院の手続きは入院した時と同様、秘書の玉城さんがしてくれるし、そのまま付き添って自宅まで真夜を送ってくれるらしい。私は、それまでには戻って、真夜を家で迎えたい。

　そのためには、明日の朝早く起きて自宅へ帰らないといけないのに、なぜだか目が冴さえてしまって眠くならない。

　じっと天井を見つめながら、考えるのは真夜との結婚。

　今日まで、私と真夜の結婚は、保しなとシヅキホテルグループの業務提携と、父親同士の話が盛り上がって結ばれたものだと思っていた。再会した時、真夜は私にそう説明したのに。

　でも、どうやらそれは違った。業務提携も結婚も真夜が決めたことだった。

『真夜君に明と結婚させてほしいと頼まれたんだ』

『真夜君言ってたな。明と、どうしても守りたい約束があるって』

　先ほどの父の言葉を思い出す。この結婚の真実が知りたくて実家に来たのに、結局、わからないことが増えてしまった。

　守りたい約束ってなんだろう……。

「ダメだ。わからない」

　何も思い出せずに焦じれったくなり、私は髪の毛を両手でくしゃくしゃとかき回す。それから、寝転んでいたベッドから起き上がり、勉強机へと移動すると椅子に座った。

　約束について思い出すための何か手がかりはないかと、勉強机の引き出しをひとつずつ開けていく。とはいえ、中身はすでにほとんど処分しているので、これといったものは出てこなかった。

　けれど……。

「あれ？　何かある……」

　一瞬見落としてしまった引き出しの奥に、くしゃくしゃに丸まったハンカチが置き去りにされていた。

　手を伸ばして取り出すと、どうやらそのハンカチで何かを大切に包んでいるらしい。ゆっくりと開いていくと、一本の腕時計が出てきた。

　黒の文字盤に、金属ブレスレットの腕時計は、見るからに高級品だとわかる。

　どうして、私の勉強机の引き出しにこんなものが入っているんだろう。買った覚えは全くない。それに、腕につけてみてもぶかぶかで、どう見ても私のサイズではない。

　でも、この腕時計をどこかで見たような気がする。どこで見たんだろう？

　記憶をたどっていると、しばらくしてようやく気がついた。

　――この腕時計は、真夜のものだ。真夜が身につけていたのを覚えている。真夜のお気に入りのブランドの限定ものの腕時計。

　そういえば以前、真夜はこの腕時計を知り合いに貸していると話していた。でも、どうして私の勉強机の引き出しの中で、ハンカチに大切に包まれて保管されていたんだろう。

　不思議に思いながら腕時計を見ていると、その針が止まっていると気がついた。その時刻は十時五十三分で、日付の数字は四のままで……。

『俺がいない間、この腕時計を明に預けるから。俺だと思って持っていて』

　――そうだ。

　真夜がバリへと旅立つ日の空港で、私は、真夜からこの腕時計を預かったんだ。真夜が日本へ戻ったら、私はこの腕時計を真夜に返すはずだった。それまで大切に持っていようとハンカチに包んで引き出しの奥にしまって……。

　でも、私はその約束を、母を亡くした時の記憶と一緒に忘れてしまった。

『ずっと一緒にいよう、明』

　――あの日、真夜は私にプロポーズをしてくれたのに……。

『そこなんだけどさ、聞いたらしょうもなくて、明も呆れるかも』

『なんか話のノリらしい』

『業務提携するんだから、ついでにお互いの子供同士も結婚させようって、親父たちで話が盛り上がって、そのままトントン拍子で話がまとまったみたい』

　真夜の嘘つき。

『でもさ、俺たち結婚しようって約束しただろ』

　私たちの結婚は、親に決められた政略結婚なんかじゃなかった。真夜が、私との約束を守ってくれたから、私たちは結婚した。

『やっぱり腕時計はいらないよ。貸してるのが返ってくるの、待ってるから』

　真夜は、私が約束を思い出すのをずっと待っていてくれたんだ。

　すべてを思い出した私は、真夜から預かっていた腕時計をギュッと胸に抱きしめる。

「ごめんね、真夜。……ありがとう」

　瞳からこぼれた涙がゆっくりと頬を伝い、腕時計を握る私の手にそっと落ちた。










ずっと一緒に




『待って、真夜』

　明は忘れてしまったらしいが、俺は今でもあの日を鮮明に覚えている。

　――七年前。バリへ発つ俺を追いかけて、明が空港までやってきた。見送りになんて行かないと言っていたはずなのに。

　明は、瞳にたくさんの涙をためて駆け寄ってくると、勢いよく俺の胸に飛び込んだ。

『見送りに来てくれたのか？』

　そう問いかけると、明は頭を大きく振った。

『違う。……お土産、欲しいもの言うの忘れたから、伝えに来ただけ』

『なんだそれ』

　もちろん、すぐに嘘だと気がついた。見送りに来ないと言っていたはずの明が、俺を追いかけてここに来るための口実だって。でも、俺はその嘘に乗った。

『それで、わざわざ伝えに来るほど欲しいお土産って？』

　そう尋ねても、明は何も答えようとしない。

『もしかして、めちゃくちゃ高いもの、ねだるつもりじゃないだろうな』

　何を言っても明は無言のまま、ただ俺に抱きついていた。でも、いつまでもそうしているわけにもいかず、搭乗予定の飛行機の離陸時間が近づいてきたので、俺は明をそっと引き剥がした。

『時間だからそろそろ行くけど。お土産は何か適当に買ってくるから、いい子で待ってろよ』

　俺は、明の髪をくしゃっと撫でた。

『それじゃあな、明』

　正直、これ以上一緒にいると俺も明との別れがつらくなりそうだった。

　仕事で三年間バリへ行くと決まった時、真っ先に明を思い浮かべるほど、俺だって本当は明との別れがつらかった。

　俺のそばには明がいる。それが当たり前だったから。

　それでも俺は、そんな自分の感情を押し殺して、いつも通りクールな態度を貫いて、明のそばから立ち去りたかったのに。

『待って、真夜』

　背を向けて歩きだそうとした俺の服を、明の手が引っ張って引き止めた。

『私、真夜が好き。だから、真夜が日本に戻ってくるの待ってる』

　ずっとわからなかった。明が、どうしてそんなに一途に俺を想ってくれているのか。

　特別に優しくした覚えもなければ、ピンチを救うヒーローにだってなった覚えはない。俺はただ、明のそばにいただけ。それなのにどうして明は、こんなにも俺だけを想い続けてくれるのだろう。

　そんな明の一途な気持ちに愛おしさが込み上げてきて、胸の奥が熱くなった。気がつくと俺は振り返って、明の身体を力いっぱい抱きしめていた。

『――ずっと一緒にいよう、明』

　口から自然とそんな言葉がこぼれ落ちていた。

『俺も明が好きだよ。明のそばにずっといたい。……三年後、俺が日本へ戻ってきたら、結婚しよう』

　抱きしめていた明の身体を少し離して、彼女の顔を覗き込んだ。すると、俺の言葉が予想外だったのだろう。明は、呆然とした様子で俺を見上げると、しばらくしてからようやく口を開いた。

『……もしかして、今のプロポーズ？』

『そのつもりだったけど』

　俺はもう一度、明の瞳を見つめながら伝えた。

『明、俺と結婚しよう』

　明は、瞳にためていた涙をポロポロとこぼしながら何度も頷いた。そして震える声で俺に伝えた。

『約束だよ。真夜が日本に戻ってきたら、私を真夜のお嫁さんにしてね』

『ああ、約束だ』

　俺は、左手首につけていた腕時計を外すと、針の動きを止めた。そして、それを明の手に握らせる。

『俺がいない間、この時計を明に預けるから。俺だと思って持っていて』

　そう伝えると、明は手の中にある腕時計を見つめた。

『でも、この腕時計は真夜のお気に入りでしょ。真夜が好きなブランドの限定ものだって言って、いつもつけていたのに。私が持っていていいの？』

　そう不安げに俺を見上げた明に、俺は微笑む。

『だからこそ明に持っていてほしいんだ。日本に戻ってきたらすぐに明に会いに行くから』

　腕時計の日付と時間は、今この瞬間で止めてある。

　三年後、俺たちがまた会う時から時間を動かそう。そうしたら俺と明はもう幼馴染じゃない。結婚して夫婦だ。その時までこの腕時計は明に持っていてほしい。

『わかった。私、ずっと待ってる。だから約束だよ、真夜。絶対に私を迎えに来てね』

　そう約束したはずなのに……。俺の元に腕時計はまだ戻ってきていない。




「暇だ……」

　病室から見える外の景色は、まるで静止画のようにさっきから何も変わらない。

　社会人になって約十年。ずっと仕事に追われていたから、これほどまでにのんびりと過ごす時間は一度もなかったように思う。

　暇すぎて、あの日の空港でのやり取りを、ふと思い出してしまった。

　明は、このままもうあの日を思い出してくれないのだろうか……。

　左手首を見つめながら感傷に浸っていると、コンコンと病室の扉がノックされた。返事をすると、ゆっくりと扉が開く。

「失礼いたします。姿月総支配人、退院の手続きが終わりました」

　現れたのは秘書の玉城だった。

　入院中に受けた精密検査の結果は特に異常はなかった。胃潰瘍のほうも薬のおかげで順調に治ってきているし、少しずつ食事もとれるようになってきて、予定通り俺の退院が決まった。

　病院をあとにすると、玉城の運転で自宅へと到着した。

「ただいま」

　玄関の扉を開けると、そこに明の靴はなかった。リビングへ入っても、姿が見当たらない。今日は土曜で、仕事は休みのはずだ。

　もしかして、出かけているのかもしれない。でも、今日が俺の退院日だと知っているのに、一体どこへ行ったんだ……。

　明の不在を気にしつつ、とりあえずソファに腰を下ろしてひと息つく。

　この一週間、ほとんど病室のベッドで過ごしていたせいか、体力がだいぶ落ちているようだ。病院から自宅までの移動だけで疲れてしまった。少しずつ体力を戻していかないと。

　それに、仕事も。医者からは、今日から一週間ほど自宅で休むように言われている。その間の遅れを、仕事へ復帰したら早く取り戻さないといけない。

　来年の春に、親父からシヅキホテルグループを引き継ぐための準備もまだ途中だ。身体が完全に治ったら、とにかくまた仕事に集中して……。

　――もしかして、この考えがいけなかったのか。

　親父からシヅキホテルグループを引き継ぐことに、少し気負いすぎていたのかもしれない。俺の年齢が三十二と、グループ全体の社長に就くにはまだまだ若いせいか、重鎮の役員たちから陰でいろいろと言われているのは知っていた。

　それが悔しくて、見返してやろうと躍起になっていた。その結果、無理に仕事を詰め込みすぎて、知らない間に疲労がたまり、とうとう倒れた。

　正直、情けない。これからはしっかりと自分の体調も管理していかないと、また同じことを繰り返してしまうかもしれない。少し肩の力を抜こう。

　俺は、ソファから立ち上がると、リビングの空気を入れ換えるために窓を開けた。すると、金木犀の甘い香りがほんのりと部屋に入ってくる。

『私、この香り、好き』

　ふと明の言葉を思い出した。

　あの頃、明と一緒に潔子さんのお見舞いへ行く途中に通る公園には、金木犀の木が並んでいた。秋にそこを通ると、ほんのりと甘い香りがいつも漂っていたっけ。

「早く帰ってこいよ、明」

　金木犀の甘い香りを吸い込んでいたら、明に会いたくてたまらなくなった。

　すると、玄関の扉が開く音がして、ガサガサと騒がしい音が聞こえてきた。それから、バタバタと廊下を慌てて走ってくる足音のあと、リビングの扉が勢いよく開く。

「あっ、やっぱり真夜もう帰ってきてる」

　現れたのは、両手にスーパーの袋を抱えた明だった。

「買い物、行ってたのか？」

「うん。ちょっと買うものが多くて、遅くなっちゃった」

　そう言いながら、キッチンへと移動する明の姿に、俺は慌ててしまう。

「おい、明。お前、妊娠してるんだろ。重いもの持つなって」

　その両手から買い物袋を取り上げると、代わりにキッチンへと運ぶ。そんな俺の背中に明の弾んだ声が届いた。

「そういえば病院に行ったらね、今、七週だって。予定日は真夜の誕生月と同じ六月だよ。もしかして日にちも同じになったりして」

「そうか。そうなったらすごいな」

　明から妊娠したと聞かされた時、驚きと喜びが一気に押し寄せて、しばらくは頭が真っ白になった。今は、生まれてくるその日がとにかく楽しみで仕方がない。

「エコー写真ももらったから、あとで見せるね。まだ、すごく小さいけど」

「ああ、楽しみにしてる」

　両手に持った買い物袋を置くと、パンパンに入っていたせいかジャガイモがコロコロと落ちてきた。

「それにしても、だいぶ買い込んできたな」

「そうだね。ちょっと買いすぎたかも。でも、真夜に少しでも早く元気になってもらいたくて、身体によさそうな食材たくさん買ってきたの。規則正しい生活をして、バランスのとれた食事をするのがいいんだって」

　買ってきた食材を次々と冷蔵庫に詰め込みながら、明が答える。どうやら俺の身体のために調べて買ってきてくれたらしい。そんな明をたまらなく愛おしく感じて、自然と口元がほころぶ。

「ありがとう、明。俺のそばにいてくれて。……俺と、結婚してくれて」

　そう告げた瞬間、食材をしまっていた明の手が不意に止まった。

「真夜こそありがとう。私と、結婚してくれて」

　そう呟いた明の肩が小刻みに震えている。うつむいているから表情はよく見えないけど、多分泣いている。

　そんな明の肩をそっと抱き寄せようとした俺の手は、不意に明が体勢を変えたために彼女に届かず空をつかんだ。

　明は、近くに置いてあるカバンへと手を伸ばすと、そこから何かを取り出す。それを見た瞬間、俺は思わず目を見開いて、身体が固まってしまった。

「遅くなったけど、誕生日プレゼント」

　そう告げた明が俺の左手首につけたのは、七年前に俺が預けたあの腕時計だった。

「私が、ずっと持っていたんだね。返すの遅くなってごめんね」

「……もしかして、思い出したのか」

　静かにそう問いかけると、明はゆっくりと頷いた。

　次の瞬間、俺は明の手を引いて、その身体を自分の腕の中へと閉じ込めた。力いっぱい抱きしめると、腕の中の明が震える声で俺に伝えてくる。

「ごめんね、真夜。私、約束を忘れてた。でも、真夜は約束を守って、私を迎えに来てくれたんだよね。だから、私たち結婚したんだよね」

　明の両手が俺の背中に回り、服をギュッとつかむ。

「私、お母さんが亡くなってから、人を好きになるのがずっと怖かった。好きになって、その人が自分にとって大切な存在になればなるほど、失った時のショックが大きいから。私は、もうお母さんを亡くした時みたいに、悲しい思いはしたくなかった。だから、もう誰も好きになりたくなくて、真夜のことも必死で遠ざけて……」

「……明」

　そうだったのか。それで明は、俺が帰国していると知っていても、連絡も寄越さなければ、会いにも来なかったのか。

「だけど、私、やっぱり真夜が好き」

　震える声でそう伝えた明の頬に涙が伝う。俺は、彼女の身体をそっと離すと、頬に手を添えて目元の涙を親指で拭った。

「約束だ、明。俺たちの子供が、いつか大人になって、結婚して、子供が生まれて、俺たちに孫ができて。その子におじいちゃん、おばあちゃんって呼ばれるようになるまで。いや、その先も……」

　そのまま少しずつ顔を近づけて明の唇にそっとキスをしてから、俺は告げる。

「ずっと一緒にいよう、明」

　あの日、バリへと発つ空港で伝えた言葉をもう一度口にすれば、明は、瞳にためていた涙をポロポロとこぼしながら、何度も頷いた。










大切な人




「お母さん。久し振り」

　ひんやりとした風が吹き抜けていく。

　つい先ほどまで降っていた雨はいつの間にかあがり、どんよりとした雲の隙間から青空が見え始めていた。そこから一筋の光が差し込んでいる。

「今日はお母さんに報告があるの。実はね、私のお腹に赤ちゃんがいるんだ」

　母が眠る墓石をじっと見つめていた視線が、すぅっと下に落ちていく。そこには、だいぶふっくらとしてきたお腹が目立っている。

　出産予定日まで、あと約二ヵ月。

　性別もはっきりとわかり、最近は名前をじっくりと考えているところだ。候補はいくつかあって、ひとつに決められなくて困っている。だけど、それはとても幸せな時間で――。

　最近、父から聞いた話によると〝明〟という私の名前は、母がつけてくれたものらしい。母も私がお腹の中にいた時、幸せな時間を過ごしながら私の名前を考えてくれたのかもしれない。

「明」

　不意に名前を呼ばれた。

「そろそろ帰るぞ」

　振り返ると、そこには真夜がいる。

　彼のすぐ後ろには、雨に濡れた桜の木が、雲の隙間から差し込む光に照らされて輝いて見える。すると、風に吹かれて舞っていた花弁が一枚、真夜の頭にそっと乗った。

　真夜の名前の由来は、彼が生まれた時刻が真夜中だったからだそうだ。ふと真夜の名前についても気になって、おじさんに尋ねたらそう教えてくれた。

　自分の名前の由来を初めて知った真夜は『単純な名付けだな』と、少しふてくされながらも笑っていた。

「真夜、ちょっと屈んで」

「え？」

　私は、真夜の頭に手を伸ばすと、彼の栗色の髪に乗っている桜の花弁を手でそっとつかんだ。放すと、ひらひらと風に乗って飛んでいく。それを見ながら真夜が呟く。

「結婚して、もうすぐ一年か」

「そうだね」

　頷くと、風に舞う桜の花弁を目で追いかけていた真夜の視線が、私へと向けられる。

「そういえば、明、覚えてるか？　挙式後の控え室で、俺に怒っていただろ」

「え？」

　一瞬、なんのことか思い出せなかった。でも、少し考えてからようやく思い出す。

「あっ、そうだ！　あの時、真夜、私との約束破った」

『誓いのキスは頬にして』

　幼馴染だった真夜と、たくさんの人が見ている前で、唇にキスをするのが恥ずかしかった。

　だから、挙式が始まる前にそうお願いしたら真夜は頷いてくれた。でも、いざ式が始まって誓いのキスになると、真夜の唇が触れたのは私の唇で――。

　その理由を挙式後の控え室で真夜に問いつめたら、美味しいクッキーにうっかり釣られて、話をすり替えられてしまった。

「どうしてあの時、キスの場所を変えたの？」

　あれからもう一年が経つので、今さら厳しく問いつめる気はない。でも、気になって問いかけた。

　すると、真夜の視線が宙へと浮き、その唇がゆっくりと言葉を紡ぐ。

「誓いのキスは、その前に交わした誓いの言葉を閉じ込めておくためにするらしい。キスで互いの唇を塞いで閉じ込めて、誓いの言葉を永遠のものにする。それを式の途中で思い出して、明の唇にキスをした」

　宙へと浮いていた真夜の視線が、再び私へと向けられる。

「――俺は、明を永遠に愛すると誓うよ」

　彼の左手首にある腕時計の針は、再び動きだしている。

　私たちは、幼馴染から夫婦になった。




『明ね、真夜が好きだよ。だから、真夜のお嫁さんになりたい』

　――初めて真夜に告白をした六歳の頃の自分を思い出す。

　母を亡くしてから、人を好きになるのがずっと怖かった。

　好きになって、その人が自分にとって大切な存在になればなるほど、失った時のショックが大きいから。もう、母を亡くした時のような悲しい思いはしたくなくて、誰も好きにならないようにしていた。

　でも、生きている以上、それは無理だ。

　大切な人はできてしまう。だから、その人を失ういつかを想像をするよりも、一緒に過ごす今この瞬間を大切にしたい。

　真夜と再会して、彼をまた好きになって気がついたんだ。

　ありがとう、真夜。

　私との約束を守ってくれて。

　私と、結婚をしてくれて。

　あなたと結ばれて、私はとても幸せです。
















特別書き下ろし番外編










新しい幸せ




　ゆっくりと寝室の扉を開ければ、室内は薄暗く、シンと静まり返っていた。その中で、こちらに背を向けて、ベッドの端に座っている真夜の背中を見つける。その格好は、仕事から帰宅した時と変わらずスーツ姿のまま。

「真夜」

　後ろからそっと近づいて声をかければ、彼の腕の中では、三ヵ月ほど前に生まれた娘の蘭らんがすやすやと眠っている。その寝顔を覗き込むように、私は真夜の隣へと腰を下ろした。

「気持ちよさそうに寝てるね」

　ぷっくりとした頬をツンツンとつつきながら呟けば、「こら」と真夜が腕の中の蘭を私からサッと遠ざける。

「起こすな。今さっき寝たばかりなんだから」

「あっ、ごめん」

　真ん丸としたぷにぷにほっぺが可愛くて、吸い寄せられるように手が伸びてしまった。でも、真夜にやんわりと注意され、私はその手を慌てて引っ込めた。

　彼の腕の中を確認すれば、蘭は先ほどと変わらずぐっすりと眠っている。その可愛らしい寝顔に自然と顔がほころぶ。

　すると、隣から「ふわぁ～」と大きなあくびが聞こえた。蘭に注いでいた視線を少し上にずらせば、真夜が眠たそうにまばたきを繰り返している。

　そんなお疲れの真夜が仕事から帰宅したのは、今から三十分ほど前の二十二時過ぎ。その時、私は寝室で蘭の寝かしつけに苦労していた。

　というのも、二十時頃に蘭と一緒にお風呂に入り、たっぷりと母乳を飲ませ、寝かしつけたところが、一時間ほどで蘭が目を覚ましてしまった。もう一度母乳をあげて、おむつを替えたものの、そこから、なぜかなかなか寝てくれず、途方に暮れていたところに、真夜が帰宅。

　晩ご飯をまだ食べていなかったので、私がキッチンでその準備をしている間、真夜が蘭の寝かしつけを代わってくれた。そして今、蘭は真夜の腕の中で気持ちよさそうに眠っている。

「あとは、私がベッドに下ろすから。真夜は晩ご飯食べて。シャワー浴びて、早く寝たほうがいいよ」

　眠そうにあくびを繰り返している真夜に声をかけても、彼は静かに首を横に振る。

「いや、もう少しだけ、こうして蘭の寝顔を見ていたい」

　その視線は、じっと蘭に注がれていた。

　真夜は、蘭が生まれてからしばらくの間、なんとか仕事を調整して休んだり、帰宅時間を早めていたりはしたものの、一ヵ月が限界だった。

　大企業の社長である真夜の仕事は、彼にしか務まらないものも多い。そのため、今はあまりゆっくりと蘭と接する時間が取れていない。

　だからこそ、こうして蘭を腕に抱いて触れ合うこの時間は、貴重なものなのかもしれない。襲ってくる眠気を振り払いながら、真夜は腕の中の蘭の寝顔を優しい眼差しで見つめている。

　多分、多忙な真夜は世間一般の父親に比べたら、我が子と触れ合う時間が少ないほうだ。

　そういえば、最近仲良くなった、蘭とちょうど同じくらいの月齢の子を持つママ友の旦那さんは、毎日仕事を五時半で切り上げて帰宅し、土日も休みで、子育てに協力してくれているらしい。

　比べるのはよくないかもしれないけど、その話を聞いた時、うらやましいな……と、思ってしまった。

　ただ、こうして遅い時間に疲れて帰宅しても、眠気をこらえてまで蘭を腕の中で大切に抱いている真夜を見ていると思う。蘭と触れ合う時間は少ないかもしれない。でも、蘭を愛おしく思う気持ちは私と同じくらいにとても深い、と――。

「蘭って、明の赤ちゃんの頃とそっくりだよな」

　不意に聞こえた真夜の呟きに、私はすかさず言葉を返す。

「真夜、私が赤ちゃんの頃、知ってるの？」

「当たり前だろ。明が生まれたばかりの頃、出産祝いを届けに明の家に行った親父とお袋についていったから。そのあともお袋と一緒に、しょっちゅう遊びに行ってたし」

「そうだったんだ」

　それは初耳だ。真夜は、私が生まれたばかりの頃から私を知っていたんだ。

「赤ちゃんの明は、小さくてふにゃふにゃしていて、とにかく可愛かったな」

　当時を思い出しているのか、真夜の視線がすっと遠くへと向かう。

「俺には弟も妹もいないから、生まれたばかりの赤ちゃんに触れるのは初めてで。恐る恐る手を伸ばしたら、赤ちゃんの明が俺の人差し指をキュッと握ったんだ」

　真夜の手が、腕の中の蘭の手をそっと撫でる。

「あの時の感触を、今でもはっきりと覚えてる。言葉でうまく表現できないけど、なんだかふわふわとした、穏やかな気持ちになって、心が温かくなって。このままずっと触れていたいって思った」

　そう告げた真夜の視線が私に向けられ、フッと優しく微笑んだ。

「蘭を見てると、あの時をふと思い出すんだ」

　真夜の視線が今度は腕の中へと注がれる。

「今の俺にとって、蘭も明も、ふたりとも同じくらいに愛おしい。いつまでも俺のそばで幸せに笑っていてほしいって毎日願ってる」

「真夜……」

　一緒に過ごす時間だけが、愛情を表しているわけじゃない。真夜はこんなにも私と蘭を大切に想ってくれている。それだけで充分だ。

　真夜の想いを知って、熱いものが込み上げてくる。

　私は、隣に座る真夜の腕にぴったりと自分の身体をくっつけた。本当は思い切りギュッと抱きつきたい。でも、彼の腕の中ですやすやと眠っている蘭を起こしたらいけないから。

「それにしても、小さな手で俺の人差し指を握ったあの時の赤ちゃんが、今は俺の奥さんだもんな。大きくなったな、明」

　そう告げて、真夜は蘭を抱っこしていた片手を私の頭に置くと、「よしよし」と囁きながらポンポンと撫でた。

　その、まるで小さな子供に向けてするような態度に、私は思わずムッと唇を尖らせる。ついさっきまで感動していたというのに、その行動で台無しだ。

　無言で睨む私から逃げるように、真夜は軽く笑うと、サッとベッドから立ち上がった。そして、腕に抱いている蘭をベビーベッドへと下ろす。

　ここで上手に下ろさないと、〝背中スイッチ〟が入ってしまい、再び目を覚ましてしまう。真夜もそれは知っているので、ゆっくりと慎重に蘭をベビーベッドへ寝かせている。そして、無事に成功したらしい。

　蘭は仰向けになり、手を横に広げ、すやすやと眠っている。

「真夜も早く、晩ご飯食べよう」

　寝顔を見つめている真夜の背中に向かって声をかければ、彼はゆっくりと私へと振り返る。そして、微笑みながらその両手を私に向かって大きく広げた。

「その前に……。はい、次は明の番」

「え？」

　その行動と言葉の意味がわからなくて、私はちょこんと首を傾げる。すると、真夜が静かに告げる。

「毎日頑張っている明を癒してあげるから、おいで」

「真夜……」

　その優しい声に引き寄せられるように、気がつくと私は真夜の腕に思い切り飛び込んでいた。真夜の手が私の背中に回り、ギュッとさらに強く抱き寄せられる。久し振りに感じた真夜の体温が心地よくて、私からも真夜の背中に手を回し、その胸にすりすりと頬を寄せた。

　この人が大好きだと改めて思う。

　すると、私の背中にあった真夜の腕が不意に離れて、肩にポンと手を置かれる。そのまま身体を少しだけ引き離すと、真夜は私の顔を覗き込みながら「キスしていい？」と遠慮がちに尋ねてきた。

「それ、わざわざ確認するの？」

　キスの確認なんて初めてされたので、おもしろくてつい笑ってしまう。すると、真夜が片手で頬をかきながらボソッと告げる。

「だって久し振りだろ。蘭が生まれてからはなかったし、明の気分が乗らないのに一方的にキスするのも……。だから一応、確認」

「そっか」

　真夜は私を気遣ってくれたんだ。

　確かに、産後すぐはそういう気持ちにならなかった。でも、今はどうだろう。私も真夜に触れたいって思う――。

「もちろん、いいよ」

　そう答えて、私はそっと目を閉じた。

　そんな私の唇にゆっくりと真夜の唇が重なる。でも、それは触れるだけのとても短くあっさりとしたもので、すぐに離れてしまう。そのキスに少しだけ物足りなさを感じながら真夜を見つめていると、彼もまた私を見つめながらそっと囁く。

「明。愛してる――」

　その言葉のあとで再び落とされたキスは、さっきとは比べ物にならないほど深く長く続き、私の身体中に甘い刺激が走っていった。




――end.










あとがき




　このたびは『強引な政略結婚が甘い理由～御曹司は年下妻が愛おしすぎて手放せない～』をお手に取っていただきありがとうございます。

　この作品は、「幼馴染の、ちょっぴり切ないけれど、ほんわかとした恋愛」をテーマに書き始めました。

　書いていて楽しかったのは、ヒロインの明とヒーローの真夜の会話シーンです。

　というのも、私の前二作『俺様御曹司と蜜恋契約』『堅物社長にグイグイ迫られてます』のヒロインは、ふたりとも、ヒーローに対して敬語を使って話しています。それが今作は、幼馴染という関係なので、もちろん明は真夜に敬語を使わず、砕けた話し方で会話を進めることができました。

　もっとふたりの会話シーンを書きたかったと思っていたところ、子供が生まれたあとのふたりを番外編として書くことができました。

　娘の蘭ちゃんの名前の由来は、胡蝶蘭の花言葉からきています。

　少しだけ遠回りをしながらもお互いの想いが通じ合い結ばれた明と真夜のもとに、蘭ちゃんがまた新しい幸せを運んできてくれることでしょう……！

　さて、本作のヒロインの明は、母親を亡くしたショックから一部の記憶を忘れてしまうのですが、私の最近の忘れたい出来事は、子供と公園の滑り台で遊んでいたところ、着地に失敗して転び、大笑いされたことです。それ以来、公園に行くと子供が思い出したように笑うので、子供の記憶からも消し去ってしまいたい……（笑）

　こんな私ですが、サイトのほうでも、これからもマイペースに更新をしていきたいと思っていますので、たまに覗いていただけたら嬉しいです。

　今作も無事に一冊の本になることができてホッとしています。

　前作に引き続き担当してくださった編集担当様。イラストを描いてくださった駒宮十様。本作に携わってくださったすべての皆様に感謝申し上げます。ありがとうございました。

　そして、本作をお手に取って読んでくださった皆様。本当に、ありがとうございました！
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